





[image: ]













[image: ]













[image: ]











目次







落ちこぼれの偽装暗殺者

暗殺者なので構わないでください

辺境伯がグイグイ来るのですが

辺境伯の暗殺計画

毒薬ではなく媚薬を盛ってしまいまして

辺境伯の恋人生活

本当の自分で

アバ族の暗躍

両国のこれから








落ちこぼれの偽装暗殺者









　晴天の空に、カンカンと金属がぶつかり合う音が響く。

　集落の中央にある訓練所で、黒髪の少女が巨体の男に向かって何度も短刀を振るっていた。

　少女は子ザルのように素早い身のこなしで、縦横無尽に男に切りかかる。

　けれども力量は男が圧倒的に勝っているようで、応戦することもなく、余裕の表情で少女の攻撃をすべて受け止めていた。

「おいおい、お前の実力はその程度か？　イルモディの名が泣くぞ」

「まだまだ！　やあああっ！」

　少女は渾身の一撃を放つために、左足で大きく地面を蹴る。

　その瞬間、ズルリと少女の身体が崩れ落ち、ドスンと地面に尻もちをつく。

　どうやら、昨夜の雨で地面がぬかるんでいたらしい。

「ひゃあ！」

　悲鳴を上げて転んだ少女の目前に、鋭い刃が振り下ろされる。

　切先はピタリと少女の鼻先で止まり、剣を振るった男は呆れた顔をした。

「ここまでだな。ったく、ぬかるみでスッ転ぶなんざ、五才のガキでもやんねぇよ」

「……ご、ごめんなさい、父様」

「父様ねぇ。本当にお前は、俺の血を引いてんのか。その間抜けぶりは誰に似たんだよ」

　父親の口からため息が吐き出されるのを見て、少女の顔が曇った。

「訓練は終わりだ。ゲルに戻って泥だらけの服をどうにかしてこい」







　短刀を鞘に戻し、尻についた泥を落としながら少女──ティアナはとぼとぼとゲルへ向かった。

　白いフェルトで覆われた丸い建物が、ハオ族の住居である。

　ティアナ達ハオ族は、草原で馬や羊と共に生き、季節によって住む場所を変える遊牧生活をしている。

　様々な部族が暮らすオーティア連合国の中で、ハオ族は戦士の一族だった。

　その機動力で縦横無尽に草原を駆け、オーティア連合国の剣となる。それがハオ族の使命なのだ。

　たとえ女性であっても剣を取って戦えるよう、常日頃から訓練を怠らない。

　ティアナも例に漏れず──否、普通の少女よりもずっと厳しく、幼い頃から戦闘訓練を受けて育っていた。

　集落の中で最も立派なゲルの扉を潜ると、書きものをしていた黒髪の男が振り返る。

　彼は泥だらけのティアナを見ると、からかうようにニヤリと笑った。

「ティアナ。今日はずいぶん派手に服を汚したな」

「ごめんなさい、兄様。すぐに着替えてくるね」

　彼の名前はパルコ。ティアナの兄である。

　同じ両親から生まれた実の兄なのだが、パルコはティアナとは何もかもが違う。

　浅黒い肌に彫の深い精悍な顔をしたパルコは、父に似て背も高く、いかにもハオ族といった風体である。

　一方、隣国出身の祖母に似たティアナは、ハオ族なのにずいぶん白い肌をしている。

　髪の色はパルコと同じ黒色だが、全体的に小柄で筋肉もつきにくく華奢だった。

　これは、ハオ族としては最悪の外見である。

　ハオ族は戦士の一族だ。男性でも女性でも強い者が貴ばれる風習があり、見た目も背が高く逞しい者が持てはやされる。

　野性味のある雄々しいパルコと違って、ティアナはひ弱で頼りなく見えるのだ。

　似ていないのは外見だけではない。

　ハオ族最強の戦士である父に鍛えられたパルコは、剣の腕もかなりのものだった。

　物怖じしない性格はハオ族に相応しく、族長である父の跡を継ぐ者として周囲からも一目を置かれている。

　いつもオドオドしていて、落ちこぼれのティアナとは大違いである。

　泥まみれのみっともない姿を晒していたくなくて、ティアナは棚から着替えを取り出すと、衝立の向こうへと移動する。

　けれども慌てていたせいか、床に置かれた荷物に足をひっかけてしまった。

「きゃあ！」

「ティアナ！」

　転びそうになったところを、パルコに抱きとめられる。

　転倒は免れたが、パルコの服を泥で汚してしまった。

「ったく、気をつけろ」

「ううう、本当にごめんなさい、兄様」

　失敗に失敗を重ねてしまい、ティアナはしゅんと項垂れる。

　けれどもパルコはティアナを叱ることはなく、落ち込む彼女の頭をポンと叩いた。

「ちょっと転んだくらいで、イルモディが暗い顔するな。ほら、とっとと着替えてこい」

　パルコに慰められて、ティアナは今度こそ衝立の奥で着替えをした。

　これが父であれば、イルモディのくせに情けないという叱責が飛んできたことだろう。

　ティアナの父は、ハオ族を率いる族長モディである。

　族長は血筋によって受け継がれる。次の族長になる資格を持つ者はイルモディと呼ばれて、周囲から敬意を払われるのだ。

　ハオ族のイルモディはふたり。ティアナと、ティアナの兄であるパルコだけだ。

　西にあるパナテナ王国では長男が家を継ぐと聞いたが、オーティア連合国は血統こそ重視されるものの実力主義だ。

　性別も年齢も関係なく、イルモディの中から優秀な者が次の族長に指名される。

　だからこそイルモディは常に優秀さを示し続けなければならないのだが、残念ながらティアナは歴代のイルモディの中でも落ちこぼれだった。

　身体能力が格段に低いわけでも、頭が飛び抜けて悪いわけでもない。

　欠点を挙げるとすれば、とにかくそそっかしく、臆病で気が小さいことである。

　ティアナは特に、ここぞと言うときに失敗ばかりしていた。

　あがり症で、妙に緊張してしまって、いつも実力を発揮できない。

　常にオドオドとしているため、周囲からは冷ややかな視線で見られている。

　勇猛果敢が素晴らしいとされているハオで、ティアナの気質は生きにくいことこの上なかった。







　着替え終えて衝立から出ると、パルコは既に服についた泥を落として書きものを再開していた。

　父に訓練を受けているティアナと違って、パルコはもう父の仕事の手伝いをしているのだ。

「早く兄様が族長になってくれればいいのに」

　頼もしい兄の背を見つめて、ティアナの口から弱音が漏れた。

　次の族長が決まれば、ティアナはイルモディの立場から解放される。

　けれども、パルコはまだ二十歳である。族長を継ぐには早すぎる。

「お前なぁ。オレの妹なんだから、もっとイルモディとしての気概をもて。気概を。オレを追い落としてやるくらいの気持ちでいろよ」

「そんなの無理だよ。私なんかが族長になれるわけないし」

　ハオでの生活はティアナにとって苦痛であった。

　何をするにしても優秀さを求められて、期待に応えられずに落胆されるのは飽きたのだ。

（パナテナに生まれていたら良かったのに）

　ティアナは喉まで出かかった言葉を飲み込んだ。

　パナテナ王国はオーティア連合国に隣接する国である。

　色々な部族が協力し合って暮らすオーティアと違って、パナテナは単一民族が暮らす王政の国だ。

　パナテナでは、オーティアとはまったく異なる文化が根付いている。

　王や貴族と呼ばれる特権階級の人間が国を治め、彼らは煌びやかな服を着て社交を行うらしい。

（パナテナの文化に憧れてるなんて、ハオでは絶対に言えやしないけど）

　パナテナとオーティアは敵対国である。

　五年前に大きな戦があり、今は休戦状態となっている。

　先の戦ではハオでも大勢の死者が出ていて、間違っても憧れているなんて言えない空気だ。

　ティアナがため息を押し殺したとき、ゲルの外から大きな騒めきが聞こえた。

　ティアナよりも先にパルコが立ち上がり、扉を開けて外の様子を窺う。

　集落の入り口から馬を引いてやってくる男を見て、パルコは目を細めた。

「アバ族の馬だ。先頭にいるのはノルタか？」

　ひときわ立派な牡馬から降りたとび色の髪の男は、ティアナにも覚えがあった。

　アバ族のイルモディであるノルタは、パルコよりもひとつ年上の若い男だ。

　温和な顔立ちは中性的で、とび色の髪を後ろでひとつに結んでいる。夜に近づく夕日に似た紫の目は、優しそうに見えるがどこか油断ならない。

　アバ族が来たならば、ハオのイルモディとして彼らを出迎えなければならない。

　パルコとティアナは慌ててゲルを出て、彼らの元へと向かった。

「よぉ、ノルタ。久しぶりだな」

　パルコは片手を上げて気軽に挨拶をする。

　ティアナはパルコほど気安くなれず、軽く頭を下げてノルタに会釈をした。

「ああ、久しぶりですね。パルコ、ティアナ」

　ノルタはティアナ達に挨拶を返すが、ティアナは早くもこの場から逃げ出したい気持ちになっていた。ノルタと仲が悪いというわけではないが、感情の読めないこの男が、ティアナはどことなく苦手だったのだ。

「急な訪問だな。アバで何かあったのか？」

「そういうわけではないのですが、ハオの族長に相談がありまして」

　父に相談だと聞いて、パルコがほんの少し眉を寄せた。

　アバ族はオーティアの西部に広がる森林に住む森の民である。

　草花の知識に詳しく薬作りが得意な部族なのだが、彼らはずっとパナテナ王国が保有する大森林を狙っている。

　今の休戦状態が気に入らないらしく、パナテナと開戦しないかと、何度もハオに話を持ちかけてきているのだ。

「分かった、父を呼んでくる。あまり物騒な話はしてくれるなよ？」

「ハオに利のない話はしませんよ」

　穏やかな笑みを浮かべるノルタを見て、ティアナは不安に駆られた。

　パナテナと開戦すれば、戦士であるハオ族は最前線で戦うことになる。

　ティアナは戦が好きではない。

　五年前の戦争ではティアナは留守番であったが、母が前線で命を落としている。

　それにティアナはパナテナの文化が好きなのだ。争うよりも、できれば仲良くしたい。

　ティアナは穏やかではない気持ちで、父と共にゲルの中へ消えていくノルタを見送った。







　ノルタと父の会合は、夕方まで続いた。

　日が暮れる前に集落を出たノルタ達一行を見送ったあと、ティアナは父に呼び出しを受ける。

　テーブルの前に座った父は、いつもより難しい顔をしているように見えた。

　何か大事な話があるのだろうか。ティアナはパルコと並んで、父の正面へと座る。

「ティアナ、お前に重要な役目を与える。パナテナ王国に出向き、アイトーン辺境伯を暗殺しろ」

「は、え、ひええ!?」

　父に告げられたのは、ティアナがまったく予想もしていなかったお役目だった。

　アイトーン辺境伯は、パナテナ最東にあるオーティアとの国境の街、ケラコスを治める領主だ。

　パナテナとオーティアの間で行われた、五年前の戦争。

　その戦争を終わらせる要因となったのが、若きアイトーン辺境伯なのだ。

　オーティアが優勢だった戦況を、当時まだ十七歳だった彼がひっくり返した。

　ずいぶんと知恵の回る男らしく、彼が立てた策略によって父達は何度も苦しめられたらしい。

　そんな経緯もあって、彼は金の悪魔という異名でオーティア中から恐れられている。

「アイトーン辺境伯って、金の悪魔じゃないですか！　無理、無理だよぉ」

　彼が国境にいるからこそ、オーティアは五年もパナテナに手出しできずにいるのだ。

　そんな相手を、落ちこぼれのティアナが殺せるはずがない。

「そもそも、どうしてアイトーン辺境伯を暗殺するの。戦争になっちゃうよ？」

「アバ族が強く開戦を望んでいる。放っておけば、勝手に宣戦布告しかねないくらいの勢いだ。少しガス抜きをしてやらねば危ない」

「まさか、アバ族の不満を抑えるためにアイトーン辺境伯を暗殺するつもり？　それこそ、逆効果だよ」

　いわずもがな、アイトーン辺境伯はパナテナの有力者だ。

　そんな相手をオーティアの人間が暗殺したとなれば、開戦は免れないだろう。

　ハオ族は戦争反対派だったはずだが、まさか開戦したいのだろうか。

「なるほど。それでティアナか」

　訝しむティアナの隣で、パルコが落ち着いた声を出した。

　パルコの言葉が分からず、ティアナはどういう意味かと目線で問いかける。

「本気でアイトーン辺境伯を暗殺する気なら、もっとまともな人選をする。ティアナにアイトーン辺境伯の暗殺なんて絶対無理だろう。つまり、親父の本当の狙いはアイトーン辺境伯の暗殺ではない」

　ポカンと口を開けるティアナの正面で、父が大きく頷いた。

「まあ、そういうことだ。ティアナの実力なら、暗殺に手間取っても不自然じゃない。イルモディが自ら動くことで、アバ族に協力しているという姿勢を見せられるし、イルモディに手柄を取らせたいと言えばお前を向かわせる理由にもなる。その間、アバ族の暴走を抑えられる」

「ええっと、つまり、私の任務は時間稼ぎってこと？」

　問いかけると、父が首を縦に振った。

　暗殺なんてティアナにできる気がしないが、時間稼ぎだと言われると少しだけ肩の荷が下りる。

　要はアバ族のガス抜きのために、ハオ族が協力している姿勢を見せればいいのだろう。

「だが、お前にはおそらくアバ族の監視がつくだろう。彼らには暗殺を狙っているのだという姿勢を見せなければいけない」

「それは……難しいね」

　降って湧いた難題に、ティアナは顔を顰めた。

　ティアナにそんな演技ができるだろうか。

「心配しなくとも、アイトーン伯爵に近づける機会なんて、巡ってきやしないさ。奴らには暗殺する隙を作るために、頑張ってますと言っておけばいい」

　たしかにティアナが本気になってもアイトーン辺境伯を殺せる気はしない。

　それよりも、正体が露見して捕らえられないように注意すべきだろう。

「幸い、ティアナの容姿は俺の母似だ。パナテナ人に変装するのにうってつけだろう。潜入の手筈はこっちで整えるから、お前はただアイトーン辺境伯の周辺をうろついて、暗殺の機を窺うふりをしていればいい。できるな？」

　問いかけられて、ティアナは否と言うことができなかった。

　自信などこれっぽっちもないが、断ってアバ族が暴走するのも困る。

「……わ、分かった。精いっぱい頑張ります」

　ティアナは覚悟を決めて、アイトーン辺境伯の元へと向かうことにした。








暗殺者なので構わないでください









　諸々の準備を終えて、ティアナがハオを出たのは三日後のことだった。

　愛馬のマルタナに跨って、パナテナ王国のケラコス領へと向かう。

　草原を思うまま愛馬で駆けるのは気持ちがいい。

　隣を走るこの男がいなければ、きっともっと爽快だっただろう。

「……どうしてあなたまで一緒なんですか、ノルタさん」

「同じイルモディ同士ではないですか。ノルタと呼び捨てで結構ですよ、ティアナ」

　胡散臭い笑顔を向けられて、ティアナはヒクリと頬をひきつらせた。

　アバ族のイルモディであるこの男が、ティアナはどうにも苦手だ。

「年上の方を呼び捨てにするのは、ちょっと」

「ふふ、そうですか。ティアナはハオ族なのに、ずいぶんと謙虚ですね」

　ハオ族は短気で豪快な人間が多い。

　イルモディのくせにハオ族らしくないと嫌味を言われている気分になってしまうのは、ティアナが彼に好感を抱いていないからだろう。

　ノルタから距離を取りたくてそれとなく馬の速度を上げると、ノルタは涼しい顔で並走してきた。

「そう警戒しないでください。私はただの案内人ですよ」

　嘘を吐けとティアナは内心で毒づいた。

　案内であれば、ハオ族の人間に任せることもできたはずだ。

　こうしてわざわざノルタが出向いてきたのは、ティアナに対する牽制だろう。

　アバ族のイルモディとして、ハオ族の出方を窺っているのだ。

「イルモディであるティアナを暗殺に向かわせてくれたのです。ハオも開戦に対して前向きなのだと考えておりますよ。大変なお役目ですが、頑張ってくださいね。アバ族も助力を惜しみませんので」

「助力ですか？」

「ケラコスにはアバ族の間者が数人おります。何かあれば彼らを頼ってください」

　要するに、それがティアナの見張りなのだろう。

　ハオ族の協力を求めておいて、アバ族はハオ族を信用していないのだ。

　もっとも、ハオ族もアバ族の願いを叶える気はないのだから、お互い様だが。

「……ありがとうございます。私はこういった任務は不慣れなので、心強いです」

　手綱を握りながら、ティアナは不慣れという部分を強調した。

　慣れていないのだから、なかなか暗殺できなくても仕方ありませんよ、と匂わせる。

「ええ、存じております。確実に辺境伯を亡き者にするなら、別の者に任せた方がいいのではないかと私もハオ族長に進言しましたから。ただ、どうしてもあなたに手柄を立てさせたいのだと譲ってくれず──そこまで族長が強く押すのですから、きっとお役目を果たしてくださると、期待しておりますよ」

　棘を多く含んだ言葉に、ティアナは愛想笑いをひきつらせた。

　やはり、この男は苦手である。

　ケラコスまでの道中を彼とふたりで過ごさなければならないのかと思うと、ティアナはうんざりした気分になった。

　その時間を少しでも短くするために、ティアナは無心で愛馬を急がせたのだった。







　オーティアとケラコスの国境は広い。街道には検問が敷かれているが、街道から逸れて平原を突っ切れば簡単に国境を越えることができる。軍隊ならともかく、ティアナ達がオーティアに入国するのは容易であった。

　初めて見るケラコスの街に、ティアナは感動した。

　オーティア連合国は部族ごとに特徴の違う暮らしをしているが、ケラコスの街はオーティアのどの部族の集落とも様子が違った。

　石畳の道は洗練されていて、遠くに構える砦は堅固だ。

　街を歩く人の肌は白く、髪の色は金髪から黒髪まで多色に及んでいる。

　衣服のデザインもオーティアとはまるで違っていて、異国に来たのだと実感させられる。

「あまりキョロキョロしていると、不審ですよ」

　ノルタに耳打ちされて、ティアナはハッと表情を引き締めた。

　この街にいる間、ティアナはハオ族であることを隠さなくてはならない。

　パナテナ人に見えるよう、ティアナはわざわざこちらの服に着替えてきたのだ。

　ノルタも肌の色に気づかれないように、フードを深く被っている。

「私は目立ちますので、ここまでです。紹介状はお持ちですね？」

　ノルタの言葉にティアナは頷く。

　ティアナはこれから、下女としてアイトーン辺境伯の屋敷で働く手筈になっている。

　そのための紹介状が荷物の中に入っていた。

「ここが敵地であることをお忘れなく。くれぐれもオーティア人だと悟られないようお気をつけて。健闘を祈ります」

　敵地という言葉に、ずんと胸が重くなる。

　煌びやかな街に浮かれたが、オーティアとパナテナは敵対国なのだ。

　ティアナの正体がバレれば何をされるか分からない。

　ティアナはノルタに別れを告げてから、挫けそうになる心をふるい立たせてアイトーン辺境伯の屋敷へと向かった。







　愛馬の手綱を引きながら、ティアナはアイトーン家の門を叩いた。

　今日訪問する旨は伝えてあった。少しして、メリッサと名乗る使用人の女性が現れる。

　彼女はティアナが連れていた馬を見て、ぎょっと目を見開いた。

「明日からここで奉公させていただく、ティアナと申します」

「え、えぇ、話は聞いております。……が、その馬は？」

「愛馬のマルタナです」

　馬について尋ねられて、ティアナは少しだけ誇らしげに答えた。

　マルタナは白い毛並みの牝馬で、とても利口な馬なのだ。

　ハオ族にとって馬は特別な存在であり、マルタナはティアナにとっても家族のようなものだった。

「……愛馬。ということは、あなたの馬なのですね」

　どこか困った口調のメリッサを見て、ティアナは不安になった。

　もしかすると、パナテナ人は馬を持っていないのが普通なのかもしれない。

「こんな立派なお屋敷なら、厩があると思ったのですが……もしや、マルタナの預け先が必要ですか？」

「い、いえ。厩舎はありますので、そこに預けてもらって構いません。ただ、馬を連れて奉公に来た人間は初めてですので、とても驚きました」

　やはり、パナテナでは馬を持っているのは一般的ではないらしい。

　馬車は何台も見かけたので馬が珍しいわけではないだろうが、言われてみれば、街中で馬に乗っている人はあまり見なかった。

　さっそく文化の違いを感じて、ティアナは上手くやっていけるか不安になる。

「とにかく、まずは厩舎へ向かいましょう。詳しい話はそのあとに」

　彼女は警戒した様子でマルタナを見つめながら、厩舎へ移動することを提案した。

　もちろん、ティアナに異存はない。

　長時間ティアナを乗せてくれたマルタナを、早く休ませてやりたかった。







　アイトーン辺境伯家の厩舎は、屋敷の大きさに見合う立派な建物だった。

　そこには既に六頭の馬が並んでいたが、厩舎にはまだ空きがある。

　その一部屋にマルタナを入れると、ティアナは労わるように彼女の首を撫でた。

「飼い葉とお水をいただきたいのですが、構いませんか？」

「え、ええ。ですが、使用した飼い葉は給金から天引きすることになりますよ？」

「もちろんです。ありがとうございます」

　ティアナはお礼を告げてから、厩舎にあった飼い葉をマルティナに与えた。

　いい麦を使っているようだが、どうにも管理が良くない。

　もしかしたら、屋敷の馬丁はあまり世話に慣れていないのかもしれないなと、ティアナは少しだけマルタナを預けることに不安を覚えた。

「さあ。馬を預けたなら、早く屋敷へ──」

「メリッサ。こんなところにいたのか」

　男の声に、メリッサの言葉が中断された。

　声がした方へ顔を向け、ティアナは思わずぽかんと口を開ける。

　厩舎に入って来た男が、あまりにも麗しかったからだ。

　少しくせのある金の髪は、光を受けてキラキラと輝いていた。

　きめの細やかな白い肌、すらりと通った鼻筋に、薄い唇。彫像のように整った顔には、少し青みのかかった美しい緑の瞳が埋まっている。

　兄であるパルコが野性味あふれる美形だとすれば、目の前の男性は芸術品のような美しさだ。

　彼が纏う衣服も繊細な刺繍が入った美しい品であるから、余計にそう思うのかもしれない。

　ティアナが男に見惚れていると、メリッサが慌てた様子で彼に頭を下げた。

「リスト様、屋敷でお待ちだったのでは？」

「うん、待っていたのだけれどね。遅いなぁと思って、様子を見に来た」

「お待たせしてしまい申し訳ございません。不測の事態が起こりまして……」

　メリッサと男が言葉を交わす。ティアナは男の名前を聞いてますます驚いた。

　リストとは、たしかアイトーン辺境伯のファーストネームではなかったか。

　メリッサの態度を考えても、きっと彼がリスト・アイトーンその人なのだ。

　まさか、こんな場所でターゲットに会うことになると思わず、ティアナは動揺した。

「その子が、新しい使用人だね？」

　リストの碧の目がティアナを捕らえる。

　ティアナは緊張しながら、ピンと背筋を伸ばした。

「ティアナと申します、よろしくお願いします！」

「元気がいいね。それで、どうして厩舎にいるの？　新人を案内するには向かない場所だと思うけど」

　リストがメリッサに問いかけると、彼女は困った様子で厩舎の中のマルタナに視線をやった。

「彼女が馬を連れていましたので、ひとまず厩舎に預けにきました」

「……馬を？」

「はい。立派な白馬でした」

　リストは目を丸くしてから、厩舎の中のマルタナとティアナを交互に見つめた。

　呆気にとられたリストの反応で、奉公する人間が馬を連れて来るというのは、とても非常識なのだと気づく。ティアナは羞恥で顔が赤くなった。

「も、申し訳ありません！　あの、マルタナが邪魔になるのであれば、先に預け先を見つけてきますので……」

「え、ああ、いや、大丈夫だよ。見ての通り厩舎にはまだまだ空きがあるし。ちょっと驚いただけ」

　リストは気を取り直したようにそう言うと、綺麗な笑顔をティアナに向けた。

「マルタナっていうんだ。三歳くらいかな？　立派な牝馬だね」

　マルタナを褒められて、ティアナはほっと息を吐き出した。

「はい。夏生まれで三歳になったばかりの牝馬です。よく分かりましたね」

「馬は好きでね。それにしても、ずいぶん変わった使用人が来たものだ」

　リストは観察するようにじっとティアナを見つめていた。

　その視線に一瞬不穏なものを感じて、ティアナは身を硬くする。

（もしかして、警戒されている？）

　ドキリとしたものの、すぐに不穏な気配は霧散して、彼は穏やかな表情に戻った。

「新しい使用人が入ると聞いていたから、挨拶だけはしておきたかったんだ。私はリスト・アイトーン。一応、この屋敷の主だよ」

　予想はついていたが、アイトーン辺境伯だと名乗られてティアナは身構える。

　彼がリスト・アイトーン。金の悪魔と言われた、パナテナの守護神だ。

「辺境伯様。これからよろしくお願いいたします」

「同じ屋敷で生活するんだ。気軽にリストと呼んでくれない？　他の使用人もそう呼んでいるよ」

　たしかに、先ほどメリッサも彼のことをリスト様と呼んでいた。

　ここではそれが自然なら、従った方がいいだろう。

「で、では……リスト様」

「うん。これからよろしくね、ティアナ」

　はいっと手を差し出されて、ティアナはぎょっとした。

　まさか、彼は使用人と気軽に握手するのだろうか。

（剣ダコ……バレたりしないよね？）

　不安になったが、仮にも主に握手を求められて拒否するわけにはいかない。

　恐る恐る彼の手を握るが、剣ダコに言及されるようなことはなかった。

　彼はすぐに手を離し、メリッサへと向き直る。

「挨拶も済んだし私は仕事に戻るよ。メリッサは案内と説明、よろしくね」

「はい。ご足労いただきありがとうございました」

　リストはひらひらと手を振ると、厩舎から出ていった。

　暗殺対象がいなくなって、ティアナは肩の力を抜く。

　思っていたよりもずいぶんフランクな人だったと考えていると、ティアナは突然ジロリとメリッサに睨まれた。

「いいですか、ティアナさん。リスト様はあのように使用人にも気軽に声をかけてくださる方ですが、決して勘違いなさらないように。不必要にリスト様に近づこうとしたり、トラブルを起こすようなことがあれば、すぐに屋敷を辞していただきますからね！」

「は、はい！」

　強い剣幕でまくしたてられて、ティアナは思わずのけ反った。

「本当に、くれぐれも邪な気持ちを抱かないように！」

「も、もちろんです！　でも、いったいどうして……」

　何度も念を押されて、ティアナは首をかしげた。

　まるで彼女自身がリストに気があるような言い方だが、メリッサは既に子供がいてもおかしくない年齢だ。恋心ゆえの忠告というわけではないだろう。

「リスト様はあのご容姿でしょう？　しかも、気さくでいらっしゃるから、若い女性の使用人なんかは、舞い上がってしまうことが多くて。……どれだけ私が苦労したか。ティアナさんは決して、そうならないでくださいね」

　メリッサさんは疲れた口調で遠い目をした。

　リストの容姿と態度であれば、自分に気があると誤解する使用人が出ても不思議ではない。

　きっと、過去に何度も問題が起きて、だからこそ強くティアナに忠告しているのだろう。

　しかし、ティアナは敵国の人間で、暗殺者として潜入してきているのだ。

　間違っても、リストに恋するなどありえない。

　けれども、メリッサのこの警戒心は使える気がした。

「でしたら私には是非、リスト様とあまり関わらない仕事を与えてください！」

　我ながら、これは名案だと思った。

　リストと接点を減らせば、暗殺できる機会も減るだろう。

　のらりくらりと時間を稼ぐにはもってこいだ。

　前のめりでティアナが提案すると、メリッサは信じられないと目を見開いた。

「リスト様とお会いしたあとで、そのようなことを言う子は初めてです。馬を連れて来たことといい……ずいぶんと変わっていますね。まあ、リスト様に近づきたいと言われるよりは助かります。では、ご希望通りの仕事を与えましょう」

　変人というレッテルを貼られてしまったが、平穏の為ならば致し方ない。

　かくしてティアナは、リストとあまり関わらない下働きの仕事を手に入れた。







　……はず、だったのだが。

「やあ、ティアナ。マルタナは元気にしている？」

「ひっ！　リ、リスト様!?」

　厩舎にひょっこりと姿を現したリストに、ティアナの表情がひきつった。

　アイトーン家の屋敷に来て、七日目。

　メリッサに申し出た通り、ティアナはおよそリストと接点がない、裏方の仕事ばかりを命じられた。

　朝の水汲みに始まり、洗濯と掃除が少しだけ。あとはほとんど馬の世話だ。

　どうやらこの屋敷では少し前に、馬丁が家庭の都合で辞めてしまったらしい。

　次の馬丁が見つかるまでは使用人達で馬の世話をしていたのだが、馬の知識が豊富なティアナが入ったことで、馬丁の仕事をそのまま任されることになったのだ。

　厩舎での仕事はもちろん、水汲みも洗濯も裏方の仕事である。掃除だってティアナの担当は使用人が出入りする区域だった。普通にしていれば、リストに会う機会などないはずだ。

　それなのに、どうしてだかティアナは毎日リストと顔を合わせていた。

　一日目は、水汲みの最中に鍛錬に向かうリストとバッタリ会った。

　その次の日は、洗濯物を干しているところにリストがひょっこり現れた。

　それだけなら偶然で片付けられたのだが、その翌日から、リストはどうしてか、毎日厩舎に顔を出すようになったのだ。

　厩舎にいる立派な黒馬はリストの愛馬なのだと聞いている。

　けれども、馬に乗るわけでもないのに、こうも頻繁に厩舎にやってくるとは思わないではないか。

「は、はい。おかげ様で。いい飼い葉をいただいておりますから」

　手慣れた様子でマルタナの首を撫でるリストに、ティアナは愛想笑いを浮かべた。

「ティアナも仕事、頑張ってくれているみたいだね。君が来てから厩舎が綺麗になったよ」

　くるりと厩舎を見回して、リストがにこりと笑った。

　馬丁がいたときはどうだったか知らないが、ティアナが来るまで、厩舎の状態はあまり良くなかった。丁寧に掃除をして飼い葉を干し直し、環境を整えたのだ。

「馬たちが快適に暮らせるようにするのは、当然ですから」

　ハオ族は生まれたときから馬と共に生活をしている。

　馬の世話ができない人間などハオにはいない。

　それはティアナだって同じで、愛馬の世話は自分で行うのが当たり前だった。

　他の者が嫌がる厩舎の匂いも、ティアナにとっては慣れたものだ。

「馬が好きなんだね。エボサ出身だって聞いたけど、実家は牧場だったとか？」

　出身のことを問われて、ティアナはぎくりとする。

　エボサはパナテナの南部にある町の名前だ。

　偽の身分を作るにあたって、ティアナはそこの出身だという設定になっている。

「いえ、牧場ではないのですが、家では馬を飼っていました。マルタナの出産にも立ち会ったんですよ」

　下手に実家が牧場をしているなどと言ってしまえば、嘘がバレる確率が上がる。

　ティアナがマルタナのことに話題を逸らすと、リストは興味深そうにその話題に食いついた。

「ということは仔馬の時から面倒見てるんだ。道理で君に懐いているわけだ」

「サハリーもリスト様に懐いていますよ」

　サハリーはリストの愛馬の名前だ。黒毛の牡馬で、なかなか立派な体躯をしている。

　故郷で馬を見慣れているティアナが見ても、サハリーはいい馬だと思う。

「私もサハリーは気に入っているけれどね。君とマルタナほど仲良くなれてはいないかな。もっと構ってやれればいいんだろうけど、仕事が忙しくて難しい」

　実際、リストはとても多くの仕事をこなしているようだった。

　朝は鍛錬から始まり、その後は砦に向かって騎士団での仕事。午後になると屋敷に戻ってきて、領主の政務をしているのだと使用人仲間から聞いた。

　ケラコスは国境の街で、屋敷の隣には立派な砦を構えてある。

　領主をしながら国防についても考えなくてはならないリストは、きっと多忙なのだろう。

「お忙しい中でも、こうして時間を割いてサハリーに会いに来てらっしゃるのですから。きっと、サハリーにも愛情が伝わっていると思います」

　リストに関わりたくない身としては、忙しいなら執務室で大人しくしていて欲しいと思うのだが、自分の馬を大事にするところには好感が持てた。

　愛馬に会いたいと思うのは、自然な気持ちだからだ。

　ティアナがうんうんと頷いていると、リストはあーっと気まずそうに頬を掻く。

「サハリーも大事だけど、ここには君に会いに来てるんだけどな」

「……は？」

　ティアナの口から、思わず変な声が漏れた。

　聞き間違えかと思ったが、リストはじっとティアナの目を見つめている。

（え、何それ。どうして!?　怖いんだけど……）

「あ、あの……私、何かしましたでしょうか」

　どうしてリストがティアナに興味を持つのか分からない。

　ティアナが怯えながら警戒すると、リストはまさかと首を振った。

「ごめん、怖がらせるつもりはなかったんだ。けど、君はどうも面白いから」

「面白い……のでしょうか。私が？」

「もしかして、自覚ないの？　馬を連れて奉公に来た子なんて初めてだし、嬉々として厩舎に通う女の子というのも珍しい。それに君、メリッサに私にあまり関わらない仕事にして欲しいって頼んだんだって？」

　まさかリストに伝わっていると思わず、ティアナはひやりとした。

　主人を避ける使用人など、最悪ではないか。

「も、申し訳ございません！　決してリスト様が嫌というわけではないのです。その、リスト様は使用人の間でとても人気があるとお聞きしましたので。新入りの私が要らぬ嫉妬を買うと良くないと思っただけで……」

　リストに関わりたくないというのが本音だったが、ティアナは必死で言い訳を並べた。

　気分を害してしまったかと思ったが、リストは変わらず貼りつけたような笑顔でティアナを見つめている。

「そっか。君に嫌われているわけじゃないようで、安心したよ」

　そう言いながら、リストの表情には微塵の変化もない。

　常に笑顔で人が良さそうに見えるのだが、そこから感情が読み取れない。

　言葉だけを聞けばティアナに好意を持っているように聞こえるが、その目の奥は笑っていないような気もするのだ。

（何を考えてるのか読めない人だなぁ）

　リストはここ数日、ティアナが彼を避けていると知っていて、わざわざ厩舎に通って来ていたことになる。

　嫌われているかもしれない人間にあえて近づこうとするなんて、趣味が悪くないだろうか。

「あの、どうして私なんかに構うのでしょうか」

「私はどちらかと言えば、初対面の人間には好かれることが多いんだ。だから、避けられてるって知って、君がどんな子だろうって気になった」

　なんということだ。関わらないようにしたことで、かえってリストの気を引いてしまったらしい。

　リストは地位も容姿も優秀な男だ。きっと、人から嫌われる経験が少ないのだろう。

　だからこそ、避けようとするティアナが物珍しかったのか。

（参ったな。できるだけ、関わりを持ちたくなかったのに）

　今からでも彼の関心を逸らすことはできないだろうか。

「さて。あまり長居すると仕事の邪魔になってしまうね。今日はこの辺で失礼するよ。それじゃあ、ティアナ。また明日」

　リストはひらひらと手を振って厩舎を出ていく。

　また明日。つまり、彼は明日もここへ来るつもりらしい。

　リストがいなくなった厩舎で、ティアナは深いため息を吐き出した。









　アイトーン家で働く使用人は、屋敷の端にある使用人棟で寝泊まりをしている。

　ふたり一部屋の相部屋で、ティアナの同室はリリアンという名の少女だった。

　栗毛の愛らしい子で、ティアナと同じ十八歳らしい。

　一日の仕事を終えてティアナが部屋に戻るなり、リリアンはふんすと鼻息を荒くしてティアナに食ってかかった。

「ティアナ、あなたズルいわよ！　今日もリスト様とお話ししたんですって!?」

　開口一番に怒りをぶつけられて、ティアナはうんざりした気持ちになる。

　リリアンはどうやら、リストのことを慕っているらしい。

　リリアンだけではない。使用人の間でリストの人気は凄まじいのである。

　執務室やリストの部屋の掃除は争奪戦になっているし、彼の給仕なんかはそれこそ、ベテランの使用人でなければ任せてもらえない。

　新人がリストに接する機会などほとんどなく、偶然姿を見かければ幸運なのだとか。

　それなのに、新入りのくせにリストと毎日会話しているティアナは、使用人仲間から嫉妬の感情を向けられているのだ。

「どうしてリスト様と話したのを知ってるの？」

「リスト様が今日も厩舎に入っていくのを見たって聞いたのよ」

　使用人の噂は恐ろしい。屋敷のどこにでも使用人の目があるし、何かあればすぐにこうして広まってしまうのだ。

「厩の仕事なんてズルい！　リスト様と毎日お会いしてるなんて、羨ましすぎるわ」

「リリアンは、厩は臭いし嫌だって言ってなかった？」

「リスト様にお会いできるなら話は別よ！　馬糞の掃除だって喜んでやるわ！」

　リストの人気は本当に凄まじい。

　これでも、あまりに傾倒が酷い使用人は弾かれているのだから、メリッサの苦労は相当なのだろう。初日にメリッサがティアナに厳重注意したのも頷ける。

　リストもティアナなんかに構ったりせず、こうして会いたがっている使用人に声をかけてやればいいものを。

「ティアナはズルイ……羨ましい……」

「そんなに言うなら、メリッサさんに頼んで仕事を代ってもらおうよ。リスト様が厩舎に来るのはだいたい午後だから、私は午前だけ厩舎の仕事をするよ」

　マルタナと過ごす時間が減るのは嫌だが、リストと顔を会わせるよりはマシだ。

　午前中ならリストは砦にいるはずである。厩舎にいても、リストがやってくることはない。

　ティアナが提案すると、リリアンはパァっと顔を輝かせた。

「それは素晴らしい提案だわ！　是非、メリッサさんにお願いしてみましょう！」

　リリアンに腕を引かれるようにしてメリッサの元へと向かい、ティアナは無事に、午後の仕事をリリアンと交換することができた。

　これで、明日からはリストと会うこともなくなるだろう。

　平穏を手に入れて、ティアナは枕を高くしてベッドで就寝した。







　翌日は、ティアナの狙い通りリストと会うことはなかった。

　リストは昨日と同じ時間に厩舎にやってきたらしい。

　リストと会話することができたリリアンは、興奮気味にそのことをティアナに語ってくれた。

　ティアナはというと、その時間はリリアンの担当だった買い出しの仕事を行っていた。

　自由に街に出られるので、買い出しも使用人の中では人気のある仕事なのだ。

　ティアナが街に出た途端、今度はアバ族の密偵から接触があった。

　屋敷での様子を根ほり葉ほり聞かれたが、仕事内容を説明して、今のところリストと接触できる機会がないので、接触を増やせるよう計っていると力説した。

　実際のところは接触の機会を減らしているのだが、彼らにそれがバレることもないだろう。

　このままリストに会わず、時間が過ぎるのを待てばいい。

　そう思っていたのに、その翌日、今度はリストが朝に厩舎へとやってきた。




「おはよう、ティアナ。朝からお仕事頑張ってるね」

　キラキラと笑顔をまき散らしながら厩舎にやってきたリストを見て、ティアナは硬直した。

「リスト様……朝は砦でお仕事のはずでは？」

「そうだね。君と話をしたらすぐに砦に向かうつもりだよ」

　今すぐに砦に行ってください。喉まで出かかった言葉をぐっと飲み込む。

　なぜだ。リストと会わないようにわざわざリリアンに仕事を代ってもらったというのに、どうして時間をずらしてまで会いに来るのだ。

「昨日、夕方にここに来たんだけどね。別の子が仕事をしていて驚いたよ」

「厩舎での仕事をしたがっていたので、代ってもらったんです」

「そうなんだ。私を避けたわけではなく？」

　ずばりと言われて、作り笑顔がひきつった。

「……まさか。リスト様を避けるだなんて、あるわけないじゃないですか」

　ハハハと乾いた笑いが口から漏れる。

「そうだよね？　偶然なんだろうけど、意図的に避けられてるんじゃないかと疑ってしまうな」

　リストはいつもと変わらぬ穏やかな笑顔なのだが、その目の奥が鋭くティアナを探っているように思えた。

　思惑を見透かされそうで、ティアナの背にじわりと汗が浮かぶ。

「も、もちろん偶然です！　今日もこうして、リスト様にお会いできて嬉しいです！」

「本当に、そう思ってくれている？」

　リストは無駄に美しい顔に憂いを込めて、じっとティアナの顔を見つめた。

　いったいどうして、恋人がするような質問をリストにされなければならないのか。

　ティアナは疑問に思ったが、リストの圧から逃れたくてブンブンと首を縦に振った。

「主人に気にかけていただけるなんて、使用人として光栄です！」

　あくまで主人と使用人という立場を前面に押し出すと、リストは少しだけ不満そうに目を細めた。

「そう。でもまあ、君が私を嫌っているわけじゃなくて安心したよ。実は今日こうして君に会いにきたのは、頼みたい仕事があったからなんだ」

　ただ会いに来たのではなく、用事があるのだと知ってティアナは気を引き締めた。

　しかし、ティアナに仕事？

　メリッサならばともかく、新入りのティアナにリストが何を頼もうというのか。

「執務の休憩時間にお茶を出す給仕の仕事なんだけど、あれを君にやってもらいたいんだ」

「……え!?」

　思わず大きな声が出た。

　リストに直接給仕する仕事だ。使用人の中では一番人気の仕事であり、たしか、ベテランしか配属されないのだとリリアンが嘆いていたはず。

「む、むむむ、無理です！」

「無理ってどうして？」

「給仕はベテランが行う仕事だとお聞きしました。それに、私は上手くお茶を淹れることができません」

　オーティアにもお茶はあったが、パナテナとは茶葉も飲み方も違う。

　ティアナはパナテナ式のお茶の淹れ方をまだ知らないのである。

　これでは、給仕などできるはずがない。

「大丈夫だよ。お茶の淹れ方なんてすぐに覚えられる。メリッサに伝えておくから、あとで彼女に教わるといい」

「そ、そんな！　どうして私なのですか？　元々その仕事をしていた使用人がいたはずです」

　主人に意見するのは良くないだろうが、どうしても言わずにはいられなかった。

　ティアナはただでさえ、他の使用人に妬まれているのだ。

　給仕の仕事になんて就けば、ますます周囲の目は厳しくなるだろう。

「元々の子がクビになったんだよ。彼女は私に好意を寄せてくれていたみたいでね。気持ちはありがたいのだけれど、業務中に迫られてしまうのは困るから。だけど、君ならそういうこともなさそうだ」

　なんと言うことだ。ここでもリストを避けていた弊害が出てしまったのか。

　こんなことならば、ティアナも周囲と同じように、リストに夢中になっているふりをしておくべきだった。

「そんなことはありません。リスト様はとても素敵ですし、私もついうっかりと好きになってしまうかも……」

　だから、どうか特別扱いしないでください。

　そんな願いを込めて言えば、リストはぱぁっと顔を輝かせる。

「本当に？　君に好きになってもらえる可能性があるなら、嬉しいな」

「えぇぇええ？」

　思わぬ反応に、つい不満の声が漏れた。

　いったい、どうしてそうなるのだ。リストは言い寄られるのが嫌なのではないのか。

　他の使用人はダメで、ティアナならばいいとはどういうことだ。

「とにかく、そういうわけだから。給仕の仕事、よろしく頼むね」

　一方的に仕事を押しつけて、リストは厩舎を出ていった。

　どうしてこうなってしまったのか。

　リストの考えていることがさっぱり分からず、ティアナは茫然と立ち尽くしたのだった。








辺境伯がグイグイ来るのですが









　ティアナがいくら抵抗したところで、主であるリストの言葉は絶対だ。

　あれよという間に給仕が決まってしまい、ティアナはメリッサの特訓を受けることになった。

　美味しいお茶の淹れ方から、貴人の前に立つときのマナー、使用人の心得などを叩きこまれる。

　ハオにいたときは、煌びやかなパナテナの文化に憧れたものだが、こうしてパナテナに入ってみると、細かいマナーが多くて面倒くさい。

　美しく見える所作を意識して、音を立てないよう気をつけるのが基本らしい。

　これは給仕だけではなく、貴族階級の者なら皆普段から心がけているマナーだそうだ。

　休憩のためにお茶を飲むはずなのに、余計に緊張するのではないだろうか。

「ティアナ、危ない！」

「ひゃあっ、っと、と」

　給仕の練習中、テーブルの脚に躓きかけて慌ててティアナはバランスを取る。

　どうにか茶器を割らずに済んだが、カップの中身が零れてしまった。

　ああ、せっかく上手くお茶を淹れられたのに。

　トレーに飛び散った紅茶を見つめて、メリッサは大きくため息を吐いた。

「ティアナ。あなた、覚えはいいのに致命的にそそっかしいですね」

「も、申し訳ありません」

　メリッサに叱られて、ティアナはしゅんと肩を下げた。

　昔からティアナはそうなのだ。

　剣術も勉強もそこそこできた。けれども、肝心なときにいつもミスをする。

　特に緊張すればするほど、身体が硬くなって、注意力が散漫になってしまうのだ。

「やっぱり、私にはリスト様の給仕なんて無理です……」

　顔を青くしながら、ティアナはそう呟いた。

　掃除や洗濯、厩舎の仕事などと違って、貴人の前で働く給仕には完璧が求められる。

　ミスをしてはいけないとプレッシャーを与えられるほど、ティアナはミスをしてしまうのだ。

「給仕にはもっと相応しい人がいます。どうして、私なんかが」

「ティアナの気持ちは分かりますが、リスト様がお決めになったことです。変更はできません」

　メリッサに愚痴を言ったところで仕方がないと理解しているが、気持ちが落ち込んでしまうのは止められなかった。

　リストとの接点が増えることも嫌だが、それ以上に周囲の目が怖い。

　新人のくせに、リストに指名されて皆が羨む仕事をするのだ。

　完璧にこなさなければ、いったい何を言われることか。

『こんなこともできないなんて。それでも、ハオのイルモディかよ』

『本当にお前は、俺の血を引いてんのか。その間抜けぶりは誰に似たんだよ』

　父やハオの仲間たちのため息が脳裏を過って、微かに手が震えた。

　族長である父は、ティアナをイルモディとして相応しく育てようと厳しく接した。

　少しでもミスをすれば叱り飛ばされ、できなければ呆れられた。

　兄のパルコは優秀なのに、どうしてお前はこうなのかと。

　期待されるのは嫌いだ。応えられなかったときの、落胆のため息を聞きたくない。

「そろそろ時間ですね。ここの片付けはしておきますから。ティアナは厨房から茶菓子を受け取って、執務室へと向かいなさい」

　ついに時間になってしまって、ティアナの顔が強張る。

　たかが給仕だ。失敗したところで、誰かが死ぬわけでもない。

　そう思うのに、緊張して身体が硬くなるのを止められない。

「いいですか。くれぐれも、粗相のないように！」

　メリッサにダメ押しをされて、胃がキリキリと痛んだ。

　新しいトレーを持って、厨房へと向かう。今日の茶菓子はクッキーらしい。

　クッキーを受け取るときも、ティアナが来たことで怪訝な顔をされた。

　どうしてお前がという周囲からの視線が、プレッシャーになる。

（……絶対にミスしてはいけない）

　気がつけば、もう執務室の前までたどり着いていた。

　部屋に入る前は、まずノック。許可が出てから扉を開けて、部屋の端にあるティーテーブルにトレーを置く。

　手順を脳内で復唱してから、ティアナは執務室のドアをノックした。

「お疲れ様です。お茶をお持ちしました」

「ああ、ありがとう。どうぞ入って」

　硬い声で告げると、間髪入れずにリストの声が返ってくる。

「失礼します」

　音を立てないように注意しながら、ティアナは慎重に執務室の扉を開く。

　初めて入る執務室には、静謐な空気が流れていた。

　窓際近く、光が差し込む明るい場所に立派な執務机が置かれている。

　深く椅子に腰かけたリストが、ティアナの姿を見てペンを止め、うーんと腕を伸ばした。

　リストの様子をちらりと確認して、ティアナはティーテーブルへと向かう。

「ティアナ、無理を言ってごめんね。お茶を持ってきてくれてありがとう」

「いえ、仕事ですから」

　ティアナはメリッサに習った手順を思い出しながらお茶を淹れた。

　茶葉はスプーン三杯。お湯を注いで、蒸らす時間は百八十秒程度。

　お茶を淹れる仕草は優雅に見えるように。最中、音を立ててはいけない。

　慎重にお湯を注いで、頭の中で蒸らす時間をカウントする。

「はぁ、疲れた。ああ、今日はクッキーなんだね。美味しそうだ」

　リストの言葉でカウントを間違えそうになって、ティアナは慌てて数え直した。

（ええっと、今は六十秒、六十一、六十二……）

「ティアナ、何だか顔が青くない？　体調でも悪いの？」

「い、いえ。大丈夫です。お構いなく」

　頼むから今は話かけないで欲しい。心の中で悲鳴を上げながら、蒸らす時間を数えていく。

　百八十秒が経過して、ティアナはポットの中をスプーンで軽くひと混ぜした。

　茶ガラをこしながら、紅茶をカップへと注ぐ。茶葉のいい香りがふわりとした。

　なんとか上手く淹れることはできたようだ。

「お茶がはいりました」

　ほっと息を吐き出して、クッキーと共にリストの席へと運ぶ。

　ミスすることなく上手くいったと、気を抜いたのがいけなかったのだろう。

　テーブルに置く直前、ぐらりとカップが傾いて、少しだけお茶が零れてしまった。

「熱っ！」

　指にかかったお茶の熱さに驚いて、カシャッと激しくカップが鳴る。

　中身をぶちまけるような失態は犯さなかったが、テーブルが少し濡れてしまった。

　失敗に気づいて、ティアナの顔が青くなる。

　こんなこともできないのかという、父の叱責の声が脳裏を過った。

「っ、も、申し訳ありませ……」

「大丈夫!?」

　パッと手を取られて、ティアナは目を瞬いた。

　驚いたことに、リストが心配そうな表情でティアナの指先を見つめている。

「赤くなってはいないね。ちょっと待ってて」

　リストはそう言うと、ハンカチを取り出して部屋にあった水差しでそれを濡らした。

　冷たく濡れたハンカチを、ティアナの指先に押し当てる。

　ひりひりと熱かった指先が冷やされて、ティアナはぽかんと口を開けた。

「あ、あ、あの、いったい何を……」

「何って、火傷をしたときは冷やすのがいいんだよ。知らないの？」

　そのくらい、ティアナだって知っている。

　ティアナが聞きたいのは、どうしてリストがティアナの治療をしているのかということだ。

「わ、私の指なんかより、早く机を……書類が汚れてしまうかも」

　ティアナは慌ててポケットからハンカチを取り出そうとした。

　幸い零れたお茶はほんの少しだったが、近くには書類が置かれているのだ。

　きっと、大事な書類なのだろう。お茶で濡らしてしまうわけにはいかない。

　けれども、ティアナの動きはリストによって阻害された。

「急いで拭かなくても平気だよ。それよりも、君が火傷してしまう方が問題だ」

「こんなの、大したことありません」

　父との訓練では、もっと酷い怪我をすることだってよくあった。

　煮立ったお湯に触れたわけではないのだ。きっと大した火傷にはならないだろう。

「ありがとうございます。でも、私はもう大丈夫ですから」

　ティアナが重ねて言うと、ようやくリストの手が離れた。

　ティアナは今度こそハンカチを取り出して、零れたお茶をふき取る。

　良かった。少し机が濡れただけで書類は無事だった。

「本当に申し訳ありません。もう少しで書類を汚してしまうところでした」

　失敗してはいけないと、あれだけ言い聞かせていたのに。

　どうしていつも自分はこうなのだろうか。

　肩を落とすティアナを見て、リストは困った顔をした。

「いや……謝罪すべきは私の方だね。無理を言って給仕を頼んでしまったから。すごく緊張していたんじゃない？　何だか顔も青かったし」

　たしかにティアナはかなり緊張していた。

　パナテナ式のお茶を淹れるのなんて初めてだったし、しかも、失敗してはいけないと言い含められていた。

　けれど、そんなのは言い訳にならないだろう。

「ごめんね。君をそこまで困らせるつもりはなかったんだ。休憩時間に君の顔を見れたら、気分が上がるんじゃないかって好奇心で」

　リストはそう言うと、指を冷やしていたハンカチをティアナの手に巻いた。

　触れる指先が優しくて、ティアナは戸惑ってしまう。

「どうして……私なんでしょうか。私はこの通り、お茶のひとつも満足に淹れられない人間です。馬の世話は得意ですが、給仕には向いていません」

　リストがティアナに構う理由が思い浮かばない。

　好意を寄せられないのが心地良いのかもしれないが、だったら高齢の使用人や男性の使用人に給仕を頼めば済むことだ。

「ティアナに興味があったんだ。君のことが知りたいって思った」

「私はリスト様に興味を持たれるような人間ではありませんが……」

「それはどうかな？」

　リストがじっとティアナを見つめる。

　何だか隠し事まで見透かされているようで、どうにも落ち着かない。

「人が興味を抱くのに、特別な理由なんて必要ないよ。私はただ君のことが知りたいと思ったんだ。それは迷惑だった？」

　正直に言えば迷惑だ。だって、ティアナは身分を偽ってここに来ているのだから。

　質問をされても嘘しか言えないし、あまり喋ればボロが出るかもしれない。

　それに、ティアナはリストと関わりたくないのだ。

　リストの側にいれば、暗殺できる機会が増えてしまう。

　それなのに何もしなければ、きっとアバ族の人たちにも変に思われるだろう。

「また困った顔をしてる。ティアナは私が嫌いなの？」

「そ、そんなことはありません」

　色々と事情があってリストに近づきたくないと思っているが、彼自身が嫌なわけではない。

　考えてることがまったく読めなくて、少しだけ怖くはある。強引で困るとも思っている。

　けれど、先ほど彼はティアナの失敗を叱るどころか、身を案じてくれた。

　ティアナの緊張を見抜いて、強引に仕事を与えたことを謝罪してもくれた。

　彼の人柄はまだよく分からないが、嫌な人間ではないと思う。

「リスト様が嫌というわけではないのです。ただ……給仕の仕事は新人の私では分不相応かと」

「お茶を零したことを気にしてるの？　そのくらいの失敗なんて、気にしなくていいのに」

「そのくらいではありません。書類を汚していれば大変でした」

　奇跡的に被害が小さかっただけで、そそっかしいティアナであれば、いつか書類の上にお茶をぶちまけてしまうかもしれない。

　それに、メリッサには完璧にこなせと言われたのだ。

　他の者を押しのけてこの仕事をしている以上、それが当然だろう。

　それなのに、ティアナはさっそく失敗してしまった。

「書類なんて私もよく汚すよ。それでも、まあ、どうとでもなる」

「リスト様が汚すのと、使用人の私が汚すのとでは違います」

「どうして？　結果は同じだよ。もし気になるのなら、私が汚したことにすればいい」

　茶目っ気のある笑顔を向けられても、ティアナはどうすればいいか分からない。

　とにかく、給仕の役はティアナには荷が重いし、都合だって悪い。

「お菓子を運んでお茶を淹れるだけだよ。馬の世話をするより、ずっと簡単だと思うんだけど」

「……プレッシャーが違います」

　馬の前で失敗したところで、笑う人間もいなければ叱る人間もいない。

　ティアナが厩舎でどんな仕事をしているか気にする者もいないだろう。

　そう思うと気が楽になって、ほとんど失敗しなくなるのだ。

「ああ、なるほど。ティアナはプレッシャーに弱いんだ」

「はい。昔からずっとそうなんです。期待されたり、注目されると失敗ばかりしてしまって」

　イルモディとして立派であろうとするほど、ミスが増えた。

　期待されていなければ上手くできるのに、気を張ると途端にダメになってしまう。

　失敗したらどうしようと思えば思うほど、鼓動が速くなって頭が働かなくなるのだ。

　そんな自分が情けないのに、どうしてもこのくせを克服できない。

「気持ちは分かるよ。私も昔はよく緊張したからね」

「リスト様がですか？」

　リストはいつでも悠然と微笑んで、堂々としているように見える。

　そんな彼が、本当に緊張なんてしたのだろうか。

「私だって幼い頃は純粋だったんだよ。特に社交の場に出るときは酷くてね。相手に弱みを見せてはいけない。マナーで失敗してはいけない。言質を取られるような言動をしてはいけないと、散々プレッシャーをかけられたから」

　社交界のことはティアナには分からないが、お茶の淹れ方ひとつで細かいルールのある国だ。

　きっと色々な決まりがあるのだろう。

「それで、リスト様はどうやって克服できたのでしょうか」

「緊張しなくなるまで慣れることかな。あとは、失敗したときの立ち回りを頭の中でイメージしておくといいよ。幸い私は当時まだ子供だったから、何か失敗しても、不慣れで申し訳ありません。って謝ればだいたい許してもらえたから」

「失敗してはいけないと言われているのに、失敗したときのことを考えるのですか？」

　そんな気持ちで挑んでいいのだろうか。どうにも不謹慎な気がしてしまう。

　顔を顰めたティアナを見て、リストは小さく笑った。

「ティアナはすごく真面目なんだね。もちろん失敗は良くないことだけど、取り返しのつかない失敗なんて、そう多くないものなんだよ」

　リストはそう言うと、ティアナが淹れた紅茶のカップを手に取って口に含んだ。

「うん、美味しい。なかなか上手に淹れられてるじゃないか」

「あ……ありがとうございます」

「お茶を淹れた経験はあったの？」

「い、いえ、実は今日が初めてで……メリッサさんに教えてもらって、どうにか」

「初めてでこの味なら大したものだ。ティアナは覚えがいいんだね」

　ニコリと笑顔で褒められて、ティアナはむず痒い気持ちになる。

「リスト様はお優しいですね。私は失敗したのに、褒めてくださるなんて」

「ティアナは叱られることが多かった？」

「……はい。父が厳しい人で、私はいつも叱られてばかりいました」

　父にだけではない。

　イルモディであるティアナは、いつだって周囲から厳しい目で見られていた。

　できて当然。その立場に相応しい振る舞いができなければ、ため息が返ってくる。

　落ちこぼれだったティアナは、いつも周囲に呆れられていた。

「なるほど。ティアナがプレッシャーに弱いのは、そういう環境が原因かもね。叱ることも必要だけれど、失敗を悔いている相手を追い詰める必要はないよ。褒めて自信をつけてあげる方が大事なときもある」

　リストの言葉は、落ち込んだティアナの心にするりと入って来て、強張りを解してくれた。

　もしティアナの父が彼のような人だったら、ティアナはここまで落ちこぼれになっていなかったかもしれない。

「リスト様の部下は幸せ者ですね。リスト様の元で学べば、何だか成長できそうです」

「他人事みたいに言ってる。ティアナだって今は私の部下なんだって自覚ある？」

　そういえば、ティアナは今アイトーン家の使用人なのだった。

「成長できそうな気になっているなら、ちょうどいいね。君はこのまま私の給仕を続けて、プレッシャーに弱いところを克服できるよう頑張ろう」

「え、む、無理ですよ！　今日だって、さっそく失敗してしまったのに」

「そうだね。失敗したけれど、なんとかなった」

「……それは、リスト様がお優しいからです」

　主人の前でこんな粗相をすれば、普通はもっと叱られてしまう。

　失格の判を押されて、給仕の仕事から外されてしまうのが当然だ。

「私は君が不慣れなことを承知の上でこの仕事を頼んだんだ。だから、失敗しても責めるつもりはないよ。そう思えば、少しは気が楽になるんじゃない？」

　たしかにリストであれば、ティアナが何かしても酷く責めることはなさそうだ。

　主人にここまで言われてしまえば、使用人であるティアナに断れるはずがない。

「わ、分かりました。でも、やはり失敗が続くようであれば、遠慮なく仕事から外してください」

　逃げ道を作りつつ、ティアナは給仕の仕事を継続することを了承する。

　リストに近づいてしまうのは良くないと思うが、いつの間にか、大変な仕事を任されてしまったという緊張は和らいでいた。







　ティアナがリストの給仕をするようになって、二週間が経過した。

　失敗しても構わないとリストが言ってくれたからか、すっと気持ちが楽になって、初日のような失敗は繰り返していない。

　嫌で仕方なかった給仕だったが、今では少し気が変わってきている。

「うん。今日の紅茶も美味しいね。お茶を淹れるのも馴れてきたんじゃない？　動作が様になってきた気がするよ」

　ティアナが淹れたお茶を飲んで、満足そうにリストが微笑んだ。

　笑顔を向けられて、ティアナは何だか落ち着かない気持ちになる。

　リストはとても褒め上手な男であった。

　ちょっとしたことでも喜んでくれるので、もっと頑張ろうという気が出てくるのだ。

「リスト様は素敵な上司ですね」

　厳しくされて伸びる人間もいるだろう。けれど、ティアナはリストの緩やかな空気が好きだった。

　もちろん気を抜いていいとは思わないのだが、必要以上に肩に力を入れずに済む環境は、何だか呼吸がしやすい気がした。

　お茶を淹れたあとの数分の雑談も、今では楽しい時間となっている。

「惜しい。素敵な上司じゃなくて、素敵な男だって言って欲しかったな」

　カップを置いて、リストは冗談めいた口調でニヤリと笑う。

　ティアナを褒めるのと同じくらい、リストはこのような軽口を叩くのだ。

　口説くような言葉を投げられると、ティアナはどう反応すればいいか分からなくなる。

「リスト様。前々から思っていたのですが、気軽にそのようなことを言うのは問題ですよ。リスト様はただでさえ顔がいいのですから、周囲に誤解されます」

　若い女性の使用人が必要以上にリストに傾倒するのも、きっとこの軽口のせいだ。

　こんなことを言われれば、自分に気があるのではないかと誤解する。

　リストに恋してしまった使用人だけを責めるのは、酷ではないだろうか。

「もちろん、普段は気をつけているよ。こんなことを言うのは君にだけ」

「っ、だから、そういうのが勘違いを生むんです！」

　さすがにティアナも顔を赤くして、リストを睨みつけた。

　けれどもティアナの反応を見て、リストは心外だと肩を竦める。

「勘違いしてくれてもいいよ。というか、勘違いではないんだけど。これだけ分かりやすくしてるのに、口説かれてるって気づかないんだ？　鈍いなぁ」

「……は？」

　くすくすとリストは笑うが、ティアナはそれどころではなかった。

　勘違いではない？　口説かれている？

　リストの言葉の意味を理解して、ティアナの鼓動が急速に速まる。

「っな、えっ……私、口説かれていたんですか!?」

「そうだよ。やっと気づいてくれた？」

　ティアナは混乱の境地にいた。

　たしかに、使用人相手にこんな優しくしていいのかと疑問に思うことはあった。

　けれど、まさか好意を寄せられているとは微塵も思っていなかったのだ。

「私が自分から会いにいくのも、こうして秩序を乱して給仕に指名したのも、君だけなんだけど」

　その言葉の通り、リストは他の使用人にはきちんと距離を取っている。

　だからこそ、特別扱いされているティアナが他の使用人に僻まれているのだ。

「ど、どうして私なんかを……？」

「相手を好きになるのに、理由が必要？」

「好っ……！」

　真正面から好意を告げられて、ティアナの身体がカァッと熱くなる。

　ティアナは今年で十八になるが、こういった色恋にはまったく縁がなかった。

　武勇が貴ばれるハオでは、ティアナのように度胸のない者は疎まれる傾向にある。

　馬鹿にされることは数あれど、好意を向けられる経験なんてなかったのだ。

（こ、こういうとき、どうすればいいんだろう）

　初めての経験に、ティアナは混乱していた。

（そうだ。とにかく返事をしないと）

　ティアナはリストのことを考える。

　初めは何を考えているか分からず苦手に思っていたが、最近ではその優しさに好感を覚え始めていた。

　容姿は文句のつけようがない。

　好きか嫌いかで分ければ、彼のことは好きである。

（だけど……恋愛なんてできるはずないよね）

　そもそも、ティアナは身元を偽ってここにきているのだ。

　ティアナはハオのイルモディで、立場上、リストとは敵対している。

　リストが見ているのも使用人のティアナであり、ハオのイルモディのティアナではない。

　そう思えば、昂った熱が引いていき、思考もすっと冷静になれた。

「ありがとうございます。でも、私には恐れ多いことです」

　よく考えてみれば、使用人のティアナであってもリストの恋人になるのは難しいだろう。

　パナテナは身分制度がオーティアよりも厳しいと聞く。

　貴族であるリストと、平民出身という設定になっているティアナでは、釣り合うはずがない。

「身分のことを気にしてる？」

「私ではリスト様のお相手にはなれません。遊び相手をお探しなら、どうぞ、他を当たってください」

　身分が違うのだから、リストがティアナを口説くのは遊び目的のはずだ。

　けれど、ティアナはそんな遊びにつきあうつもりはなかった。

　リストが相手なら、その場限りの火遊びでもいいという娘だってきっといるだろう。

　ティアナではなく、そういう相手を当たって欲しい。

「私はティアナがいいんだけど」

「どうして私に執着されるのかは分かりませんが、私は遊び相手には向きません」

　恋愛経験のないティアナでは、リストの相手などできないだろう。

　それに、これ以上リストに近づく理由が増えてしまうのは困る。

　恋人だなんて、もってのほかだった。

「では、遊びでなければいいの？　君を妻にしたいと言えば考えてくれるのかな」

　ティアナはきっぱり断ったつもりだったが、リストは引き下がらなかった。

　まさか、妻にとまで言われるとは思わず、ティアナは目を丸くした。

「リスト様、それは不可能です」

「そうかな？　数は多くないけれど、パナテナには平民の妻を迎えた貴族だっているよ」

　それは本当なのだろうか。パナテナの事情に詳しくないティアナには、真偽が分からない。

　けれど、もし妻に望まれたとしても、ティアナがリストの気持ちに応えることなどできるはずがない。

「それでも、私には恐れ多いことです」

　同じ断り文句を繰り返した。

　リストはティアナの答えを予想していたのだろう。あまり落胆した様子も見せず、そう、と小さく呟く。

「残念だけど仕方がないね。なら、君が私を求めてくれるようになるまで頑張るよ」

「……は？」

　何度も断ったのに、まだ諦める様子のないリストに驚く。

「頑張るって、いったい何をするつもりですか？」

「うーん。とりあえず、君に好きになってもらえるように、これから毎日口説くかな？」

　にこりと笑顔を向けられて、ティアナは思わずヒッと声を漏らした。

　なんという恐ろしい宣言をするのだ。

　ティアナには恋愛耐性がないのである。こういったことに、免疫がゼロなのだ。

　リストのような男に毎日口説かれてしまえば、コロリと惚れてしまうかもしれない。

「お願いですから、お戯れはおやめくださいっ！」

「君が私の恋人になってくれるなら、やめてもいいよ？」

「それだと本末転倒です！」

　ティアナは涙目になって訴えるが、リストはまるで聞き入れる様子がない。

「明日からが楽しみだな。頑張るから、覚悟してね？」

「ひぇ……」

　ティアナは断頭台の上に立たされたような心持ちだった。

　見ているだけで眩しくなるようなこの男を相手に、明日から心臓が持つのだろうか。

　ただ潜入して時間を稼げばいいだけのはずだったのに、どうしてこうなってしまったのか。

（兄様、父様！　こういうときは、どうすればいいのですか!?）

　心の中で家族に救いを求めるが、当然ながら答えが返ってくることはなかった。







　その日、ティアナは早朝から厩舎の掃除をしていた。

　季節は初夏にさしかかってきている。

　ケラコスの夏はハオに比べると湿度が高くジメジメしていて、ティアナには少し過ごし辛い。

　今日も暑さから早く目が覚めてしまったティアナは、マルタナのことが気になった。

　ハオの草原でのびのびと暮らしていたマルタナには、厩舎での生活は少し息苦しそうだ。

　この暑さで参っていないか心配で、早めに様子を見にいくことにした。

　外に出ると東の空が薄っすらと明るみ始めている。

　その明かりを頼りに、まだ薄暗い中庭を通って厩舎へと向かう。

　厩舎の扉を開けると、蒸れた空気に混じってむわりと獣の匂いがした。

　使用人達は嫌がるが、ティアナは馬の匂いが好きだ。ハオの草原を思い出す。

　早朝だが、馬たちはもう目覚めていた。彼らは長い睡眠を取らないのだ。

　厩舎の馬たちの体調をチェックしてから、ティアナはマルタナの元へ挨拶にいった。

「おはようマルタナ、機嫌はどう？」

　ティアナが話しかけると、マルタナは不機嫌そうに鼻を揺らした。

　どうやらご機嫌ナナメのようだ。この蒸し暑さが気に入らないのかもしれないし、もしかしたら、思い切り走りに行きたいのかもしれない。

　ストレス解消のために定期的に走らせてはいるが、アイトーン家に来てから、遠駆けに出ることはなくなった。走ることが好きなマルタナには窮屈な思いをさせているのかも。

「ごめんね。お前に乗って草原を駆けたいけれど、今は少し難しそう」

　ハオに戻ったら、思い切りマルタナを走らせてやろう。

　そう思って労わるようにマルタナを撫でていたら、ふわぁっと大きなあくびが出た。

　暑さで目が覚めてしまったのに加えて、昨夜はなかなか寝付けなかったのだ。

（眠れなかったのは、リスト様のせいだわ）

　眠い目を擦りながら、ティアナは心の中で悪態をついた。

「ねぇ、マルタナ。リスト様は何を考えてるんだと思う？　私を好きって本当なのかな」

　もやもやとした気持ちを、マルタナにぶつける。

　ティアナはなんとなく、リストの気持ちを測りかねていた。

　ティアナを好きだというリストの言葉を疑うのは申し訳ないが、リストはいったいティアナのどこを気に入ったのだろう。

　なにせ、リストはほとんど初対面のときからティアナに積極的だった。

　世の中にはひとめ惚れという言葉もあるが、ティアナはとりわけ美しい容姿をしているわけではない。反対に、リストは女性であれば誰もが見惚れるのではないかと思うくらいの美丈夫だ。

　逆であれば納得できるが、女性なんてよりどりみどりであろうリストが、ティアナに執着するのが不思議だった。

「でも、リスト様が嘘を吐く理由も思いつかないんだよね」

　ティアナを好きなふりをしても、リストには何のメリットもない。

　可能性があるとすれば、ティアナをからかって遊んでいるという線だが……ティアナは、リストがそこまで悪趣味な男だとは思えなかった。

「本当に、リスト様は何を考えてるんだろう」

　ティアナがため息を吐き出したそのとき、ふと厩舎の外で気配を感じた。

　こんな早朝に厩舎に来る人間がいるのだろうか？

　まさか馬泥棒かと、ティアナは警戒して掃除用具入れの陰に身を隠す。

　気配を消して様子を窺っていると、厩舎に現れたのは意外なことにリストであった。

（こんな時間に、リスト様が厩舎に？）

　考え事をしていたら当の本人が現れて、ティアナはとても驚いた。

　リストはティアナほどではないが、なかなかの馬好きである。

　愛馬のサハリーを可愛がっているようだし、厩舎にも頻繁に顔を出している。

　けれども、早朝に人目を忍ぶように厩舎に来るのは珍しいと思った。

　リストは厩舎に入ると、まっすぐにサハリーの元へと向かう。

　主人に気づいて、サハリーは嬉しそうに身体を持ち上げた。

「おはようサハリー。今日も君は元気そうだな」

　リストはふわりと柔らかくサハリーに笑いかける。

　サハリーに向けたその笑みは、いつもティアナが見ている笑顔と違っていた。

（リスト様、あんな笑い方もできるんだ）

　ティアナが知っているリストは、常に自信と余裕に満ちあふれている。

　人の上に立つのが当然だと感じるような、隙のない立派な人間だ。

　けれども、厩舎に現れたリストは、何だか気が抜けて自然体に見える。

（……もしかして、寝起きなんだろうか）

　どこか違うと感じるのは、彼が簡素な服を着ているからかもしれない。

　リストはいつもきっちりしたシャツにタイを締めて、刺繍の入った煌びやかなサーコートを羽織っている。寸分の隙のない着こなしであった。

　けれども、目の前の彼は緩やかな夜着に、外套を羽織っただけの姿である。

　よく見れば、美しい金の髪にも微かに寝癖がついている気がする。

　リストがサハリーを撫でると、サハリーは甘えるように彼の手に鼻先を擦りつけた。

「よしよし、お前は本当に可愛いな。荒んだ心が癒されるよ」

　リストは息を吐いた。彼の表情はどこか疲れているようにも見える。

　何かあったのだろうか。ティアナが疑問に思っていると、リストはサハリーを相手に愚痴を言い始めた。

「聞いてくれよサハリー。アルノーが酷いんだ」

　アルノーは、リストの腹心の部下である。

　リストよりも五歳年上で、寡黙で実直な男という印象だった。

「あいつ、私の考えを知っているくせに、山のような見合い写真を持ってくるんだ。全部断れと命令しているのに、母上の頼みを無下にできないと。……あいつは私の部下だろう？　私より母上を優先するなんておかしくないか？」

　なるほど。どうやらリストは、普段言えない愚痴をサハリーに聞いてもらっているようだ。

　ティアナもよくマルタナ相手に同じようなことをするので、気持ちは分かる。

　しかし、やってしまったとティアナは顔を顰めた。

　リストはこの場に誰もいないと思っているからこそ、愚痴を言っているのだろう。

　もしかして人に見られないために、こんな早朝を選んでいるのかもしれない。

　これは明らかに、ティアナが聞いていい話ではない。

（どうしよう。今さら出ていくわけにもいかないし……）

　掃除用具の陰に隠れながら、ティアナはだらだらと汗を流した。

　盗み聞きをやめようと思っても、静かな厩舎での声はティアナの耳にまで届いてしまう。

　どうやら、リストは大量に届く縁談にうんざりしているらしい。

　持ち込まれた縁談はすべて断っているのだが、彼の母が婚約者のいないリストを心配して、一度断った縁談を再度持ちかけたりしてくるのだとか。

　しかも部下のアルノーが彼の母の肩を持つらしく、リストはそれにストレスを溜めているらしい。

　リストは他にも仕事に関するとりとめのない愚痴をいくつか零して、最後にサハリーの首を撫でて厩舎から出ていった。

　足音が遠ざかり、厩舎から完全に人の気配が消え去ったのを確認して、ティアナはようやく掃除用具入れの陰から這い出した。

「リスト様に申し訳ないことをしてしまったわ……」

　ティアナがマルタナに愚痴っているところを誰かに見られたとしたら、羞恥で死んでしまう。

　ティアナが聞いたことは、絶対に秘密にしなければならないと強く思った。

（それにしても、リスト様も愚痴とか言うんだなぁ）

　完璧な容姿と、自信ある振る舞い。

　ティアナとはかけ離れた姿から、なんとなく、自分とは違う部類の人なのだと思っていた。

　けれども彼だって嫌なこともあるし、馬を相手に愚痴を言いたくなることもあるらしい。

（っていうか、山ほど縁談が来てるのか）

　それはそうだろう。リストは地位も容姿も申し分ない。

　敵国との国境の街とはいえ、ケラコスは豊かな土地だし、結婚したいと思う女性は多いのだろう。

　リストは縁談を嫌がっているようだが……どうしてなのだろうか。

　相手は少なくとも身分のしっかりした貴族女性だろう。

　それを断って、平民出身の使用人にアプローチする理由がまったく分からない。

（私の考えを知ってるくせに……と言っていたけれど、リスト様には貴族女性と結婚できない事情があるのかな）

　いくら考えても、ティアナにはリストの事情など分からない。

　それでもつい考えてしまって、ティアナはため息を吐き出したのだった。







　早起きをしたおかげで、午前の仕事はいつもより早い時間に終えることができた。

　給仕の仕事に向けて、ティアナは制服を着替える。

　リストの前に出るのに、馬臭い制服は相応しくない。

　給仕の時はこれを着なさいと、メリッサから新しい制服を支給されているのだ。

　時間になったところで、厨房で菓子を受け取り、お茶の準備をしてリストの執務室へと向かう。

（はぁ、どうにも気が重いな）

　ティアナを口説くと宣言されたこと、リストの愚痴を勝手に聞いてしまったこと。

　そのふたつがリストに会うのを躊躇わせている。

　とはいえ、これは仕事である。いつまでも扉の前に突っ立っているわけにはいかない。

「リスト様、お茶をお持ちしました」

　意を決して声をかけ、ティアナは執務室へと入った。

　仕事をしていたリストは、ティアナの姿を見ると顔を上げてにこりと笑う。

　とても美しい笑顔だが、サハリーの前で見せていた気の抜けた笑みとは違っていた。

「ティアナ、待ってたよ」

　嬉しそうにリストがティアナの名を呼ぶ。

　執務を行うリストの姿は、頭のてっぺんからつま先まで隙がない。

「お茶をお淹れしますね」

　ティアナは作り笑顔を浮かべて、お茶の準備を始める。

　茶菓子と共にお茶を差し出すと、リストはすぐにカップを口に運んだ。

「うん。今日のお茶もとても美味しいよ。いつもありがとう」

　大した仕事ではないのに、リストはいつも丁寧にお礼を言ってくれる。

　本当にできた人だと思っていたのだが、今朝の姿を見て少しだけ印象が変わった。

（もしかして、リスト様は完璧であるためにいつも気を張っているのかも）

　サハリーの前で見せていた姿こそが彼の素で、今の彼は作られたものなのかもしれない。

「どうしたの？　私のことをじっと見つめて」

「え、い、いえ、なんでもありません、失礼しました」

　考え事をしていたら、つい目でリストを追っていたようだ。

　ティアナは慌てて彼から目を逸らす。

「気にしないで。君になら一晩中だって見つめられても構わないよ」

　甘く微笑まれて、ティアナはなんとも言えない気持ちになった。

　リストのような男にこんなことを言われれば、ドキドキするのが普通なのだろう。

　けれども、ティアナはリストが本心からティアナを口説いているように思えなかった。

「リスト様は、どうして結婚なされないんですか？」

「え？」

　突然の質問に、リストは目を丸くした。

「いきなりどうしたの？」

「いえ……その。リスト様は二十二歳ですよね。既に伯位も継いでらっしゃるのに、婚約もされていないのが不思議だなって。結婚するのがお嫌なのでしょうか」

　パナテナの貴族は、十代のうちに結婚相手を決めておくのが主流らしい。

　二十二歳で独身だというのはよくあるが、婚約者もいないのは珍しい。

「結婚が嫌だと思ったことはないよ。血を繋ぐのは貴族の役目だしね。婚約者がいないのは、その方が都合が良かったからかな」

「都合がいい？」

「アイトーン家は、普通のパナテナの貴族とちょっと違うんだ」

　パナテナの貴族は家と家の繋がりを重視し、王都での影響力を考えて婚約を決める。

　けれどもアイトーン家のように国境を守る貴族は、中央での影響力をあまり気にしない。

　彼らが一番に考えることは国防であり、縁談もそれを重視する。

　武器を作るための鉱脈を持つ貴族や、治安安定のための政略結婚などだ。

　刻々と変化する情勢は、先々どうなるか予想が難しい。

　状況にあわせて柔軟に動けるように、婚約者を決めないようにしておくのが常なのだとか。

「私の父も婚約せずに母と結婚したよ。私もそれに倣って、婚約者は作らないようにしてるんだ」

　なるほど。ひとえにパナテナの貴族といっても、立場によって色々な事情があるらしい。

「でも、リスト様と結婚したいと思っている人は多いのでは？」

　リストはそろそろ適齢期だし、結婚する意思もあるらしい。

　婚約者がいないというのは、つまり、誰にでもチャンスがあるということだ。

　実際、ティアナは多くの縁談が来ているという愚痴を盗み聞いている。

「あー……まぁ、そういう人もいるね」

　あまり聞かれたくないことだったのか、珍しくリストの歯切れが悪い。

「私などに声をかけずに、縁談を申し込まれている人から真剣にお相手を選んだ方がいいのではないでしょうか」

　疑問をリストにぶつけると、彼は不満そうにティアナを睨む。

「ティアナはなかなか残酷だね。私は君が好きだと言っているのに、他の相手を勧めるなんて」

「あ……」

　リストの硬い声を聞いて、さすがに無神経だったと反省する。

　リストはすっと席を立ちあがると、ティアナの側まで歩いて距離を詰める。

「そんなにも、私の言葉は信じられない？」

　正直に言えば、その通りだ。リストがティアナを好きだというのが、どうにも信じられない。

　けれども正直に伝えることはできず、ティアナは一歩後ろへと下がった。

　トンッと、ティアナの背中に壁が当たる。

「どうすれば、好きだと分かってもらえるのかな。言葉じゃなくて、行動で示した方がいい？」

　リストが一歩前に出て、ティアナとの距離をさらに詰める。

　ごつごつとした彼の指が、ティアナの頬にかかった。

　リストに触れられて、ティアナの鼓動がいっきに速まる。

　彼の青みかかった緑の目に、戸惑うティアナの姿が映っている。

　リストの顔が近づき、薄い唇がティアナの耳朶に触れた。

「このまま口づけたら、私の想いを分かってもらえる？」

「っ!?」

　温かい吐息が耳を撫でる。

　ティアナはどうすればいいか分からず、ぎゅっと強く目を閉じた。

　このまま唇を奪われるかと思ったが、すぐにリストが離れる気配がする。

「不安そうな顔をしないで。無理強いするつもりはないよ。……今のところは」

　リストと距離ができて、ティアナは目を開けて安堵の息を吐いた。

　不穏な一言がつけ加えられているが、彼はティアナに無体を強いるつもりはないらしい。

「けれど、これで少しは私の気持ちを分かってもらえた？」

　ティアナは無言で何度も頷いた。

　ここで「いいえ」と言えば、本当に唇を奪われてしまいそうだ。

「良かった。なら、私に他の女性を勧めるようなことはもう言わないでね」

「わ、分かりました。二度と言いません」

　もうこんな目に遭うのはごめんである。

　言動には気をつけようと、ティアナは気を引き締めた。

「……でも、リスト様。リスト様は本気で私を妻にしたいとお思いなのですか？」

「そうだね。そうしたいと考えているよ」

「私は平民なのに？　きっと、周囲にも反対されますよ」

「周囲がどう言おうが関係ないよ。私は最適な人を結婚相手に選ぶと決めている」

「私が最適だとは思えませんが……」

　どう考えても、リストに相応しい人間は他にいる。

　けれども、リストはゆっくりと首を左右に振った。

「少なくとも、普通の貴族令嬢は駄目かな。私は結婚相手には強い女性を望んでるんだ」

「強い女性……ですか？」

　まさか、ティアナが戦闘訓練を受けていることがバレているのだろうか。

　ヒヤリとしたが、その懸念は次の言葉で否定される。

「女性に戦えというつもりはないよ。だけど、ケラコスはいつ戦場になっても不思議ではない街だ。街中に敵が攻め込んで来たとして、その場に私がいられるとも限らない。もしかしたら、まったく違う所で指揮をとっている可能性もあるからね。そうなったときに、せめてひとりでも馬を駆って逃げられるような女性がいい」

　なるほど。たしかにその条件ならばティアナは当てはまっている。

　ハオの民は男女関係なく、皆が戦士である。

　戦が起きれば女性だって戦場に出るし、自分の身は自分で守るのが当然だ。

　ティアナもそうやって育ってきたが、ハオ以外ではそうではないことも知っている。

　特にパナテナでは女性は守られる者として認識されているし、剣を持って戦うなど論外だろう。馬に乗れる女性も少ないのかもしれない。

「ひょっとして、私がマルタナに乗って奉公に来たのを気に入ったんですか？」

「それもあるよ。マルタナは本当にいい馬だ。私も馬は好きだからね。君はサハリーの世話も丁寧にしてくれているし、そういうところにも好感を持ってる」

「つまり、馬好きなところを好きになったと……？」

　リストがどうしてティアナを好きなのか疑問だったが、それなら少しは納得できる。

「それだけじゃなく、君の容姿や性格なんかも、とても可愛いと思っているよ」

「……あ、ありがとうございます」

　蚊の鳴くような声でお礼を告げる。

　本当だろうかという疑念は残るが、それはきっとティアナの自信のなさから来るものなのだろう。

　ティアナはずっと落ちこぼれだと言われて育った。

　劣等感が強くて、自分を好きになってくれる人がいるというのが信じられないのだ。

「それで、ティアナはどういった男が好きなの？」

「え、私ですか？」

　突然話を変えられて、ティアナは動揺した。

「そうだよ。私も話したんだ。君の理想の男性像も教えて欲しいな。過去につきあった男性の話でもいいよ」

　そんなことを聞かれても、困ってしまう。

　なにせティアナは、そういったことを少しも考えたことがなかったのだ。

「過去におつきあいした男性はいません。理想の男性は……」

　自分はいったい、どんなタイプの男性が好きだろうか。

　父のように実力はあるけれど、周囲にも厳しい男は嫌だと思う。

　できれば物腰が柔らかくて、ティアナが失敗しても許してくれて、でも、ちょっと強引なところもあって……。

　理想をひとつずつ形作っていくと、脳裏にふと目の前の男が浮かんだ。

（いやいや、リスト様が理想とかないから！）

「ティアナ、どうしたの？　顔が赤いけれど」

「なななな、なんでもありません！　ええと、理想の男性ですね？」

　ティアナは脳裏に浮かんだリストの姿を掻き消す。

　リストに向かって、あなたが理想ですなんて言えるはずがない。

（ええい、なんでもいいから、適当な男性像を）

　とにかくこの場を取り繕おうと、ティアナは脳内に兄を思い浮かべた。

「黒髪が好きです。顔はちょっと野性味があって、強い人がいいですね。背が高くガタイが良くて、口は少し悪いですが、家族を大切にする人が素敵だと思います」

　パルコの特徴を告げると、リストは不満そうに眉根を寄せる。

「何だか、やけに具体的だね。もしかして、好きな男がいるの？」

「え!?　い、いえ、違いますよ。あくまで理想像です、理想像」

「ふぅん？」

　リストは懐疑的な顔をしてから、ちょいっと自分の金の髪を摘まんで見せた。

「黒髪で野性味のある顔か。……私とは真逆だね」

（本当は、兄様よりもリスト様の金髪の方が美しいと思います）

　浮かんだ感想を心の中に押し込める。

　この話題を続けるのは、ティアナの心臓に良くない。

「リスト様、お茶が冷めてしまってますよ。ほら、席に戻って飲んでください」

　強引に話を切り上げて、ティアナはリストに座るよう促した。








辺境伯の暗殺計画









　ティアナがこの屋敷で働き始めて、ひと月が経過した。

「はぁ、疲れた……」

　朝の仕事を終えて休憩のために部屋に戻り、ティアナは大きく息を吐き出す。

　使用人の仕事は順調である。馬の世話はもちろん、洗濯や掃除、給仕の仕事にもすっかり慣れた。

　来たばかりの頃よりもずっと手際良くなっているのに、疲労感が増しているのは、ひとえにリストのせいである。

　好意を伝えられてから、リストは顔を会わせるたびにティアナを口説くようになった。

　人目のある場所であからさまに迫ったりはしないが、ふたりきりになると、途端に甘い空気を漂わせ始めるのだ。

　免疫のないティアナはすぐに赤面して、鼓動が速くなってしまう。

　給仕のときは特に酷くて、ティアナは仕事の時間が近づくたびに、以前とは違う理由で緊張するようになってしまった。

「珍しいわね。あなたがこんな時間に部屋に戻ってるなんて。……ああ、今日はリスト様がいないからかしら」

　刺々しい言葉に顔を上げると、同室のリリアンが戻って来たところだった。

　リリアンは不満そうな顔でティアナを睨みつけている。

　ティアナが給仕の仕事を任されてから、彼女はずっとこの調子だ。

「残念だったわね。今日はリスト様にお会いできなくて」

　リストは今日は一日中、騎士団での仕事が入っている。

　砦に出張しているので、今日の給仕はお休みなのだ。

　ティアナとしては、リストと会わずに済んでホッとしているくらいなのだが、リリアンにそんなことを言えば嫌味だと捉えられるだろう。

「あなたばかり美味しい仕事をして、ズルいわよ。私は今日もつまらない馬の世話なのに」

　厩舎の掃除はティアナが朝に担当しているが、午後の世話はリリアンの担当になっている。

　彼女が望んで交代したのに、どうやらそれもリリアンは不満らしい。

（まあ、リスト様が来なくなったからだろうな……）

　リストが厩舎に来ることは今でもあるが、ティアナがいる午前中を狙って現れる。

　あるいは以前のように誰もいない早朝に厩舎を訪れているのかもしれないが、少なくともリリアンが厩舎にいる間はリストが来ることはないらしい。

　直々に給仕に抜擢したことで、リストがティアナに目をかけていることは周知の事実となり、リリアンもリストが馬ではなくティアナに会いに厩舎に来ていたのだと理解したようだ。

　リストに会えると思って気乗りしない仕事を引き受けたのに、当てが外れて悔しいのだろう。

「どうしてティアナがリスト様に目をかけられるのよ。私の方が可愛いのに」

（リスト様は可愛さよりも、強くて馬好きの女がいいらしいよ）

　心の中でリストの好みを呟く。

　愛らしいけれど厩舎の仕事を嫌がるリリアンは、彼の好みから外れるだろう。

　厩舎の仕事を一生懸命やるようにアドバイスすべきだろうか。しかし、ティアナが言っても信じてもらえない気がする。

　ティアナが黙っていると、再びジロリと睨まれてしまった。

「何よ、黙り込んで。なんとか言ったらどうなの？」

「あー……えっと、ごめんなさい？」

「悪くもないのに謝るなんて、嫌味な人ね」

　フンと鼻を鳴らされて、ティアナの表情がひきつった。

　黙っても喋っても怒るのだから、もうどうしようもない。

　同室なのだから仲良くしたいが、今の状態で関係を改善するのは難しいだろう。

「あなたは午後は休みなんでしょう？　羨ましいわ」

「良かったら、厩舎の仕事を代ろうか？」

　少しでも仲良くできないかと、ティアナはそう提案した。

　厩舎には愛馬のマルタナもいるし、部屋で休んでいるよりも、馬と戯れている方が心が落ち着く。

　リリアンは一瞬嬉しそうに顔を輝かせたが、すぐに表情を引き締めて息を吐いた。

「無理よ。それだと、私があなたに仕事を押しつけたように見えるじゃない。少しは考えなさい」

　それもそうだ。厩舎の仕事をしたかったが、ティアナは諦めることにした。

「暇なら買い物にでも行けば？　ああ、街に出るならついでに化粧水も買って来てよ。もうなくなりそうなの」

　リリアンは一方的にそういうと、忙しそうに部屋を出ていった。

　街に出るなんて言っていないのだが、頼まれごとをされてしまった。

　無視しても構わないのだけれど、どうせ予定もないのだ。街に出るのも悪くない。

（街に出ればアバ族が接触して来るかもしれないけど、可能なら兄様達と連絡を取りたい）

　ティアナはいつまでここにいなければいけないのか、状況が知りたいのだ。

　もしかしたら、ハオ族から連絡が来ている可能性もある。

　ティアナは今日の午後はケラコスの街を見て回ることに決めた。







　ケラコスは石造りの美しい街だ。

　煉瓦で造られた建物はオーティアでは見ない風情があって、街を歩くだけで異国に来ているのだとワクワクする。

　ティアナはまず、リリアンに頼まれていた化粧水を購入し、あとは細々した自分の買い物をすることにした。石鹸や制服は支給されるが、日用品などは自分で揃えなければいけないのだ。

　必要な品を購入して、ティアナは目に留まった雑貨屋に入る。

　万年筆から香水瓶。様々な品が置かれた商品棚の中で、ティアナが気になったのは上品なハンカチだった。

　白地に獅子の刺繍がしてあるハンカチが、リストに似合いそうだと思ったのだ。

（そういえば、リスト様にハンカチをいただいたんだよね）

　リストの前で紅茶を零してしまったあの日、リストはティアナの手にハンカチを巻いてくれた。

　後日ハンカチを返そうとしたら、そのまま貰っておいてくれと強引に押しつけられてしまったのだ。

（何かお礼をするべきなのかも）

　思えばリストにはかなり世話になっている。

　隙あらば口説いてくるのはいただけないが、あの日リストが話を聞いてくれたおかげで、緊張で失敗する回数が減ってきたのだ。

　失敗してしまったときの立ち回りをあらかじめ考えておくことで、失敗してもどうにかなると、開き直ることができるようになったからだろう。

（私がハンカチを贈ったら、リスト様はどんな顔をするかな）

　リストのことを考えると、複雑な気持ちになってしまう。

　リストが好意を示してくれるのを嬉しいと思う反面、絶対に想いに応えることはできないからだ。

「アイトーン辺境伯への贈り物ですか？」

「っ!?」

　突然背後から話しかけられて、ティアナは慌てて振り返る。いつの間にか背後に立っていたのは、夏だというのに肌を隠した、怪しげな風体の男だった。

　黒いフードの奥に見える紫の瞳は、見覚えがある。

「ノルタさん？　ケラコスに来ていたんですか」

「ええ、あなたの様子が気になりまして」

　ティアナと違って、ノルタの浅黒い肌と彫の深い顔は、すぐにオーティア人だと分かる容姿だ。

　ケラコスの街は居心地が悪いだろうに、ご苦労なことである。

「こちらのハンカチは絹製で質がいいですよ。アイトーン辺境伯に贈っても問題ない品かと」

「そんなつもりで見ていたわけではありません。そもそも、使用人が主人に贈り物だなんて、不自然ですよ」

　心を読まれたようで不快になって、ティアナはハンカチを棚に戻した。

「そうですか？　アイトーン伯爵は新しく入った若い使用人にご執心だとか。ハンカチを贈れば喜ばれるのでは？」

「……どうしてそれを？」

　いったい、そんな噂をどこから仕入れてくるのだろうか。

　屋敷の中にアバ族の関係者はいないと思うのだが、侮れない人だ。

「我々には独自の情報網がありますから。それにしても、ずいぶんと上手くやっているみたいですね。詳しい話をお聞きしたいのですが、場所を変えても構いませんか？」

「はい、もちろんです」

　気は進まなかったが、ティアナはノルタの提案に頷いて、雑貨屋を出た。

　ノルタは無言で人の少ない裏路地方面へと足を進める。ティアナも黙って彼に続いた。

　やがて静かな袋小路にたどり着くと、彼はようやく立ち止まった。

「それで、詳しい状況をお聞かせいただけませんか？　噂では、あなたが辺境伯の心を掴んだとお聞きしましたが」

「噂は大袈裟ですよ。多少目をかけてもらっていますが、それだけです」

　ティアナはリストに言い寄られていることをはぐらかした。知れば、それを利用して暗殺しろと言われるのは明白だからだ。

「そうなのですか？　でも、給仕役に抜擢されたのでしょう？」

　そんなことまで知られているのか。これは嘘を吐くと、疑われることになりそうだ。

　仕方なく、ティアナは首を縦に振って肯定した。

「使用人が大勢いる屋敷では、新入りが給仕の任に就くことはまずないのですよ。なにせ、主人の口にはいるものを扱う仕事ですから、信頼がなければ難しい。ティアナは素晴らしい仕事をしていますね」

「……運が良かっただけです」

　ティアナは決して、狙って給仕になったわけではない。

　できればリストとはまるで接点のない仕事をしていたかったのだ。

「正直、私はハオ族を疑っていたのです。のらりくらりと言い訳をして、本当はアバ族に協力する気などないのではないかと。けれど、違ったようで安心しました」

　ハオ族の意図を見抜かれて、ティアナはドキリとする。

　けれども動揺を顔に出さないように、必死で平静を装った。

「疑われるなんて心外です。危険を冒して、イルモディである私がこうして敵地に出向いているのですから」

「ええ、その通りでした。あなたの実力を疑っていたことをお詫びいたします。それで、準備は整ったのですか？」

　暗殺の段取りはついたのかと問われて、ティアナは首を左右に振った。

「それは……まだです。屋敷にいては、毒物の準備をするのが難しくて」

「それなら、我々に相談してくだされば良かったのに。ご存知の通り、アバ族は薬の扱いに長けているのですよ」

「欲しいのは、薬ではなく毒ですが」

「ええ、もちろん。毒と薬は紙一重ですから。無味無臭、素晴らしい効果のものをお届けいたしましょう」

　毒の扱いが得意だと言われて、ティアナは乾いた笑みを浮かべた。

　アバ族が調薬に優れていることは知っていたが、毒にも精通していたとは。

「あ、ありがとうございます。でも、毒を辺境伯に飲ませるのは難しいかもしれません。警戒心の強い人ですから、必ず毒見をなさっていますし」

　これはティアナの嘘である。

　少なくとも休憩時間の給仕では、リストは毒見もせずティアナの淹れた紅茶を口にしていた。

「なるほど。やはり一筋縄ではいきませんね。では、その解決法もこちらで考えてみましょう。ティアナ、次はいつ街に出て来られますか？」

　問われてティアナは予定を思い出す。

　リストが屋敷を空ける日は、ティアナは昼から自由時間になっているのだ。

　次にリストが屋敷を出るのは、たしか十日後だったはず。

「十日後の同じ時間なら、都合がつくと思います」

「では、そのときまでに、毒を準備しておきましょう」

　これは困った。毒を手渡されたとしても、ティアナはリストを暗殺する気など欠片もないのだ。

　けれど、ティアナにその気がないことを、ノルタ達に見抜かれるわけにもいかない。

「あ、あの、できればどこかで兄様達と連絡を取りたいのですが」

「おや。では、あなたが会いたがっていたことを、パルコに伝えておきましょう」

「よろしくお願いします」

　会話を終えて、ティアナはその場でノルタと別れる。

　深くフードを被った黒づくめのノルタは、怪しいことこの上ない。

　一緒にいるところを、なるべく見られない方がいいだろう。

（リスト様の暗殺……か）

　ティアナにその気がないとはいえ、先ほどの会話をリストが聞けば、何を思っただろうか。

　失敗を笑って許してくれる温厚なリストでも、ティアナが自分の暗殺を企んでいるのだと知れば、さすがに許しはしないだろう。

　リストに裏切者と罵られる想像をして、ティアナの胸がズキリと痛んだ。

　自分の立場を忘れてはいけない。

　ティアナはハオのイルモディで、リストのことを騙しているのだから。

　深く関わらず、時が来るのを待ってここを去るのが一番なのだ。

　裏路地を出て、ティアナは表通りへと戻った。

　視界の端に先ほどの雑貨屋が映る。

　絹のハンカチが脳裏を過るが、ティアナは雑貨屋へ寄ることはなく、まっすぐに屋敷への道を歩いたのだった。







　ティアナはリストを裏切っている。

　その事実は、リストと顔を会わせるたびにティアナの胸に小さな痛みをもたらした。

「ティアナ。もしかして何かあった？」

　ティアナの小さな変化を、リストは見逃してくれなかった。

　執務室での給仕中に問いかけられて、ティアナは思わず言葉に詰まる。

　少しだけ逡巡してから、ティアナはゆっくりと首を左右に振った。

「……いえ、何もありません」

「それ、何もないって反応じゃないよ」

　まったくその通りだ。ティアナはすぐに否定しなかったことを反省した。

「悩みがあるなら相談して欲しいな。それとも、私では頼りにならない？」

　優しく問いかけられると、すべてを吐き出してしまいたくなる。

　ティアナは暗殺者としてここにいるが、本当にリストを暗殺したいわけではないのだ。

（アバ族が開戦を目論んでいることを、リストに伝えてはいけないだろうか）

　ティアナの正体を打ち明けて、真実をすべて話してしまえれば楽だ。

　けれどそんなことをすれば、ハオ族とアバ族の間に大きな亀裂を生じさせてしまう。

　それに、リストだってオーティアのことをどう思っているのか分からない。

　友好的であろうとしているのか、はたまた、開戦のための準備を整えているのか。

　リストにすべてを話すことなど、できるはずがなかった。

「リスト様に目をかけていただいていることで、同室の使用人に嫉妬されているんです。それで、どうすれば仲直りできるかなと思って」

　怪しまれないよう、ティアナは適当な悩みをリストに伝えることにした。

　リリアンとの関係は面倒だが、別に悩んでいるわけではない。

「……ああ、それはすまないね。君を口説くときは、なるべく人目につかないよう気をつけてはいるんだけれど。私から注意しておこうか？」

「それはもっと悪化すると思うので、やめてください」

「それもそうだね。でも、何か考えておくよ」

　上手く誤魔化せたようで、ティアナはほっとする。

　どうせ、時期がくればティアナはこの屋敷を出てハオに戻るのだ。

　一時的なものだと思えば、リリアンとの関係だって気にならない。

（リスト様の側にいるのだって、一時的なものだ）

　ハオに戻れば使用人のティアナは消える。リストとの関係だって、なかったことになるだろう。

　元の生活に戻るだけだ。

　だというのに、そのことを想像するとティアナの胸の奥がギュッと苦しくなる。

「リスト様、お茶をお下げしますね。それでは、お仕事頑張ってください」

　茶器を下げて給仕の仕事を終える。

　退室の挨拶を告げたあと、ふっとぶつかったリストの視線が、妙に鋭いような気がした。







　ノルタと街で会ってから、十日が経過した。

　今日は毒の受け渡しのために、ノルタと再会の約束をした日である。

　ティアナは午前の仕事を終えると、午後からの休みを利用して再び街に繰り出した。

（ノルタさん、今日毒を渡すって言っていたけど、ちゃんと会えるのかな）

　日は指定されたものの、時間も場所も特に決めていなかった。

　仕方がないので、ティアナは先日ノルタと話した裏路地のあたりへと向かってみる。

　できればノルタと会いたくない。

　このまま会えなければ毒を受け取ることもないし、暗殺できない言い訳も立つ。

　いっそ会えない方がいいと思いながら街を歩いていると、裏路地にたどり着くよりも前に、フード姿の男がふらりとティアナに近づいてきた。

　ノルタに見つかったのかと肩を落としたティアナだったが、フードの下の顔を見て目を丸くする。

「……兄様？」

「よお、ティアナ。久しぶりだな。元気だったか？」

　パルコがフードの裾をずらして、ニカッと笑う。

　慣れ親しんだ肉親の姿を見て、ティアナの胸に安心感がこみ上げた。

「兄様っ！」

　感極まって、ティアナはガシッとパルコの腰にしがみつく。

　勢いをつけて抱きついてもパルコの体幹はビクともせず、どっしりとティアナを受け止めた。

「なんだ、ずいぶん歓迎してくれるじゃねぇか。寂しかったのか？」

　パルコはあやすように、ティアナの背中をポンポンと撫でる。

　寂しかった？　そうかもしれない。

　なにせ、こんな長い期間ハオを離れたのは初めてなのだ。

　本当のことを話せない、異国の地での潜入活動はティアナの心を削っていた。

「うう、兄様……会えて良かった……話したいことがいっぱいあるんだよ」

　アイトーン家での活動は、とにかく予定外の連続だった。

　本当ならリストに深く関わらず、ただの下働きとして過ごす予定だったはずなのに、給仕役に抜擢されたあげく、リストに口説かれているのだ。

　これからどうすればいいのか、ずっと相談したかった。

「分かった、分かった。ほら、こんなところでしがみついてると迷惑になるぞ。話は聞いてやるから、まずは場所を移そう。いいな？」

　パルコはずずずと鼻をすすったティアナを引きはがして、腕を引いて歩き出す。

　先日ノルタと話した袋小路へと向かい、周囲に人がいないのを確認してから、パルコは暑いとフードをとった。

　オーティア人特有の、色の濃い肌が露わになる。

「兄様、フード取って大丈夫なの？　見られたらマズいんじゃない？」

「へーき、へーき。こんな場所、誰もこねぇって」

　パルコは手でパタパタと顔をあおぐ。

　湿気の多いケラコスの夏は、パルコにもキツイようだ。

「それにしても、どうして兄様がここに？」

「なんだよ。お前が会いたいって言ったんだろ？」

　どうやら、ノルタはきちんとティアナの言葉を伝えてくれたらしい。

　忙しい中、こうして会いに来てくれたパルコに感謝をした。

「ティアナの近況は、オレも気になっていたからな。辺境伯と接触せずに時間を稼ぐはずだったのに、給仕だ？　お前が頑張ってるって、ノルタがはしゃいでたぞ。どうなってんだよ」

　ティアナが給仕になったことは、おそらくノルタから聞かされたのだろう。

　パルコは何をやっているんだという顔をするが、どうしてこうなったのか、ティアナが教えて欲しいくらいだ。

「なりたくてなったわけじゃないよ。マルタナを連れていったら、リスト様に気に入られちゃったみたいで」

「マルタナを？　なんでだ？」

「馬好きの子が好みなんだって」

　リストの好みのタイプを聞いて、パルコは楽しそうにハハッと笑った。

「そりゃあいい趣味だ。馬が好きな女ってのは、いいもんだからな」

　パルコはリストのことが気に入ったらしい。

　ハオの人間は総じて馬が好きで、パルコも愛馬を溺愛していた。

　馬が好きな人間に好感を抱くのは、ハオ族の特徴なのだ。

「それで、辺境伯は本気でティアナに惚れてんのか？　お前は一応、パナテナの平民ってことになってんだろう？」

「……分かんない。口説かれてるし、妻にしたいとは言われたけど」

「平民相手にか？　オーティアならまだしも、パナテナの貴族は身分だなんだって煩いんじゃなかったか」

「なんか、辺境伯は中央政治に関わらないから特殊だとかって言ってたけど」

「ふうん？」

　ティアナの言葉に相槌を打ちながら、パルコは考えるように顎に手を置いた。

　深く思考しているようだが、パルコが何を考えているのか、ティアナにはまったく読み取れない。

　しばらく無言で思案してから、パルコはふっとティアナに視線を向けた。

「お前の方は、どうなんだ？」

「どうって、何が」

「辺境伯のことが好きなのかって聞いてんの」

　真顔で問われて、ティアナの顔が朱色に染まった。

「す、す、好きとかないよ！　そりゃあ、いい人だとは思うけど」

　身体の熱を誤魔化すように、ティアナはぶんぶんと手を横に振った。

　まさか、兄に恋愛について聞かれる日がくるとは思わなかった。

「なんだよ、口説かれてんだろ？　ぐらっときたりしないわけ？」

「な、ない！　ないよ、ないない！　全然そんなのないってば！」

　ティアナは何だか焦ってしまって、必死になって否定した。

　リストのことは格好いいし、素敵な人だと思う。

　口説かれるとドキドキしてしまうし、つい意識してしまうこともある。

　けれど、好きだとか恋人にしたいとか、そういう対象ではないのだ。

「そもそも、リスト様と私じゃあ恋愛なんて無理だよ。敵国の人間同士なのに」

　休戦中ではあるが、オーティアとパナテナの戦争が終わったわけではない。

　アバ族のように開戦したい勢力もあって、情勢がどう転ぶかは分からないのだ。

　たとえ好きになったとしても、リストと結ばれるなんて不可能だ。

　分かり切っていることなのに、その事実を確認すると胸が痛む。

「まぁ……アバの連中は反対するだろうな」

「ハオは賛成だっていうの？」

「んー、どうかな。親父はなんて言うか分からんが、オレはお前とパナテナの辺境伯が縁づくのは、案外アリなんじゃないかと思う」

　思いもよらなかった意見が出て、ティアナはぽかんと口を開けた。

「なんでアリなの？　パナテナの辺境伯だよ？」

「だからだよ。今は休戦中っていう中途半端な状態だろ？　ハオのイルモディがパナテナに嫁ぐことで、講和のきっかけにできるかも」

　それは新たな視点だった。両国が講和できれば、パナテナは敵国でなくなるのだ。

　ティアナは心が浮き立つような気がしたが、すぐに現実を思い出して表情を曇らせた。

「だとしても無理だよ。そもそも、リスト様は私をパナテナの平民だって思ってるわけだし」

　ティアナが騙していたことを知れば、リストだってきっとティアナを嫌いになるだろう。

　それに、パナテナに講和の意志があるのかも分からない。

　オーティアだって一枚岩ではなく、アバ族みたいに開戦したい人間もいる。

　それらをまとめ上げて講和にこぎつけるなんて、現実的ではない。

「まぁ、それもそうか。ティアナが辺境伯に惚れてるならともかく、政治のために好きでもない相手に嫁がせるのはオレも嫌だしな」

　パルコの言葉にドキリとする。

　もしティアナがリストを好きだと言えば、パルコは協力してくれるのだろうか。

（って、何を考えてるのよ私は。リスト様はそういう対象じゃないって思ってるくせに）

　胸の奥で膨らんだ期待のようなものを、ティアナは慌てて掻き消した。

「となると、このままお前を辺境伯のところに置いておくのは危険だよな。下っ端として働くだけならともかく、辺境伯に言い寄られてるんだから。いつ正体がバレてもおかしくない」

「それだけじゃなくて、アバ族からのプレッシャーもだよ。それだけリスト様に近づけるなら、暗殺できるだろうって思われちゃう」

　現に今日はノルタに毒を渡される予定だったのだ。

　きっとこれから、暗殺はまだかとしつこく問いかけられることになるだろう。

「あぁ、それなぁ。……ほらよ」

　パルコはやれやれとばかりに外套のポケットから小瓶を取り出し、ティアナに手渡した。

「ノルタからの贈り物だ。無味無臭の即効性の毒だとよ」

「ひっ、い、要らない！」

　物騒な品を渡されて、思わずパルコに突き返す。

「返すなって。ちゃんと渡せってノルタに言及されてんだ。受け取っとけ」

「受け取っても……こんなの使えないよ」

　リストを殺してしまったら、それこそアバ族の狙い通り再び戦争が始まってしまうだろう。

「分かってる。オレも親父も、お前に暗殺ができるなんて思っちゃいねぇよ。だが、お前が今、何もしないでケラコスを去るのもまずいんだ」

　開戦を避けるために、父は連日話し合いを行っているらしい。

　アバ以外の有力な部族にも出向いて、色々と根回ししているのだとか。

　その間、アバ族が大人しくしているのは、ハオ族がアバ族の味方だと思っているからだ。

「お前がケラコスを出るにしても、暗殺に失敗して逃げ帰るという体にしたい。それならば、ハオはまだアバに協力していると言えるからな」

　できるかと聞かれて、ティアナは難しい顔をした。

　暗殺にわざと失敗する。言うのは簡単だが、実行するのは難しい。

「暗殺が失敗した時点で普通は捕らえられるよね。暗殺に失敗して、さらにケラコスから逃げ出すのって、すごく難しい気がする」

　もしティアナが捕らえられてしまえば、ティアナの身が危険なだけでは済まない。

　暗殺者の正体がハオのイルモディだと露見すれば、オーティア連合国からの宣戦布告だと捉えられかねないのだ。

　両国間の緊張が高まり、下手をすれば戦争になる。

「ああ。だからアバ族から見ればティアナが暗殺に失敗したと分かり、辺境伯には誰が暗殺を目論んだか分からないという状況にしたい」

「そんな都合のいい状況なんて作れるの？」

「なに、ちゃんと策は考えて来たさ」

　パルコはそう言うと、ポケットからもうひとつの小瓶を取り出した。

　先ほど渡された毒と、対になっているデザインの小瓶だ。

「これはさっき渡した毒の中和剤だ。事前に飲んでおくことで、さっきの毒を飲んでも身体に害が出ないようになる」

　中和剤を飲んでから一時間以内なら、毒を身体に入れても平気らしい。

　リストが毎回毒見をするとティアナが言ったから、ノルタは中和剤も用意してくれたようだ。

　これを事前に飲んでおき、ティアナが毒見をすればいいという意図だろう。

「こんなものまで用意できるなんて。アバ族は怖いね」

「まったくな。アバ族に毒見をされても、安心できねぇ」

　パルコはぶるりと身体を震わせてから、中和剤をティアナに手渡した。

「お前はこれで毒見をするんじゃなく、辺境伯に盛られた毒を代わりに飲んで、倒れたフリをするんだ」

「倒れたフリを？　えっと、つまり自作自演をするってこと？」

　パルコの作戦はこうだ。

　まず、ティアナがバレないようにリストのお茶に毒を盛る。

　その毒入りのお茶を何も知らないフリをしてティアナが飲み、毒で倒れたフリをする。

「毒を飲んで倒れた人間を、毒を入れた犯人だと思うやつはまずいないだろう？　これならお前は疑われないし、確実に暗殺は失敗する」

　毒で体調を崩したフリをすれば、それを理由に仕事を辞することもできる。

　アバ族には、中和剤を飲んで毒見をしようとしたが、効きが悪かったようで倒れてしまったと言えば、言い訳も立つ。

「おおお……それなら、どうにかなりそう」

　暗殺未遂騒動を起こして職を辞すれば、もうリストの言動に悩まされることもなくなるだろう。

　心の奥でずっとモヤモヤしてる感覚も、晴れるに違いない。

「だろう？　まあ、唯一の不安は、実行するのがティアナだってことなんだが……」

　パルコは不安そうに目を細めた。

　失敗すると思われているのだと分かって、ティアナはうっと言葉を詰まらせる。

「ティアナが絡むと、どうにも計画通りに進まないんだよなぁ」

　過去にやらかした心当たりが多すぎるティアナは、不安になった。

　今回の件だって、本当ならこんな危険を冒さなくても、細々と使用人をやっていれば良かったはずなのだ。

「……今度こそ、失敗しないように気をつける」

　自分で飲むつもりだとはいえ、リストに毒を盛るのだ。

　間違って彼を殺してしまったら目も当てられない事態になる。

　絶対に失敗しないようにしなければと思うと、緊張で胃がチクリと痛んだ。

「頼むぞ。くれぐれも、失敗のないようにな」

　パルコはそう念を押すと、話は終わりとばかりにフードを被った。

　ティアナはパルコに貰った小瓶を慎重に鞄にしまう。

　小さな瓶がふたつ増えただけなのに、何だか鞄がずしりと重くなったような気がした。







　パルコから毒を受け取って、三日が経過した。

　ティアナは使用人の仕事をこなしながら、いつ作戦を決行するかを思案していた。

　自分で飲むつもりだとはいえ、リストに毒を盛るというのは心理的抵抗が大きい。

　絶対に失敗できないということもあって、余計に気構えてしまう。

（時間が経てば経つほどやりにくくなる。これはもう覚悟を決めて、今日実行してしまおう）

　毒の小瓶は自室に保管してあるが、使用人室は鍵もなく誰でも出入りできるのだ。

　あまり時間をかけると、毒が見つかってしまうリスクもある。

　ティアナはこっそり中和剤を飲むと、毒をポケットに忍ばせてリストの給仕へと向かった。

　いつも通り茶器の準備を終えて、執務室の扉の前に立つ。

　ドアをノックする手が、ほんの少し震えた。

「お疲れ様です、お茶をお持ちしました」

　いつも通りを意識しながら、ティアナはリストに声をかける。

　入室の許可が出てからドアを開けると、うーんと伸びをするリストと目が合った。

「いらっしゃい、待ってたよ。ちょうど休憩したいところだったんだ」

　ティアナは茶器をティーテーブルに置く。

　今日もリストは隙のない格好をしているが、何だかくたびれているように見えた。

「リスト様、今日はいつもよりお疲れですか？」

「あ、分かる？　ちょっと色々、気になることがあってね」

「何か問題が起きたんでしょうか」

　雑談をしながら、ティアナは手を動かしてお茶を淹れていく。

　ポケットの中の小瓶を意識して、カチャリと小さく茶器が鳴ってしまった。

「ここ最近、街にオーティア人が出入りしているみたいなんだよね」

「っ！」

　ドキリと心臓が音を立てる。お茶を淹れる手が一瞬止まった。

「まあ、商人の中にはオーティアのクフ族とやりとりしてる連中もいるし。国境を完全に閉ざしているわけでもないから、街で見かけただけで罰するつもりもないんだけれど。何か企んでいるなら、気をつけておかないとなって思って」

　クフ族はオーティアの中でも商魂たくましい一族だ。他国との交易も積極的に行っていて、休戦中でもパナテナの商人とやりとりしているらしい。

　けれども、リストが言っているオーティア人は、きっとアバ族のことだろう。

「そ、そうなんですね」

　ティアナは振り向かずに相槌を打つ。

　お茶を淹れるティアナの背に、リストの視線を感じた。

「ティアナ、最近はよく休憩時間に外出してるらしいね？　三日前も出かけたんでしょう」

　ティアナが街に出たことも、どうやらリストは把握しているらしい。

　まさか疑われているのかと、鼓動がさらに速くなる。

「時間が空いたときは、街に買い物に出てるんです。同室の子に頼まれることもありますし」

「そうなんだ。自由に歩き回るのはいいけれど、不審者には気をつけてね」

　ティアナの身を案じる言葉だが、不審人物と交流しないよう注意されているようにも聞こえるのは、考えすぎだろうか。

　お湯を注いで茶葉を蒸らす。

　リストの視線を背中に感じる。今、毒を入れるのは難しいか。

「今日の菓子は蒸しケーキですよ」

　ティアナはリストの意識を逸らすために、先にテーブルに蒸しケーキを置いてみた。

　大豆を使ったソースが使用されていて、香ばしい匂いがするのが特徴だ。

「蒸しケーキか、いいね。これもたしかオーティアから伝わった菓子なんだよね」

「そうですね。大豆ソースはクフからの輸入でしょうか」

　商売気の強いクフ族は他国とのやりとりを好んでいる。

　パナテナだけでなく、海の向こうの国とも取引をしているらしい。

　戦争で一度パナテナとの取引は途絶えたようだが、休戦状態となってから、また細々と取引を再開させているのを知っていた。

　開戦を望むアバ族とは真逆で、クフ族は和平を望んでいる立場だ。

「戦がなくなれば、もっと大々的にオーティアと取引ができるんだけどね」

　憂いた顔で、ふっとリストが窓の外に目をやる。

　窓からは中庭と空しか見えないが、そのずっと向こうにはオーティアがあるのだ。

（リスト様は、オーティアとの講和を望んでいる？）

　リストの望みが両国の講和なら、ティアナとリストが結婚すれば──。

　パルコに言われた言葉を思い出して、ティアナの胸がドキリとする。

　脳裏に過った馬鹿な考えを打ち消すように、ティアナは茶器へと向き直った。

　リストの意識が窓の外に向いている、今がチャンスだ。

　ティアナはポケットから小瓶を取り出すと、一滴をカップへと垂らした。

　すぐさま小瓶をポケットにしまい、十分蒸らした紅茶をカップへと注ぐ。

（毒を盛ったの、見られていなかったよね？）

　ちらりと横目でリストを窺うと、彼はまだ窓の外へと視線を向けていた。

　ホッと息を吐き出して、ティアナはスプーンで紅茶をひと混ぜする。

「リスト様、お茶が入りました」

　ティアナは笑顔を作ってリストの元へとカップを運ぶ。

　演技を見抜かれやしないか。失敗しやしないか。

　緊張がせりあがってきて、身体に力が入っていく。

（カップを置くときに、失敗したふりをして紅茶に指を入れて……）

　こんなお茶は飲ませられないと、リストからカップを奪う予定だった。

　指を入れたときに火傷をしないように、今日は紅茶の温度も温めにしてある。

　計画は完璧なはずだった。

　けれども、緊張が最高潮になったとき、ティアナは机の脚につま先をぶつけてしまった。

「ひゃっ！」

　足が絡まって、ぐらりと身体が傾いた。

「ティアナ!?　うわっ！」

　紅茶のカップが宙を舞う。

　転びかけたティアナを助けようとリストが手を伸ばし、絡まるようにして床に倒れこんだ。

　パリンとカップの割れる音が響く中、ティアナはリストを押し倒すような体勢で執務室の床に転がっていた。

（やってしまった！　そうだ、紅茶は!?）

「熱っ……くない……？」

　割れたカップが床に散らばる。

　けれども肝心の紅茶は床には零れず、リストの衣服をびしょびしょに濡らしていた。

（温めの紅茶にしていて良かった……じゃなくて！）

「リスト様、申し訳ありません！　大丈夫ですか!?」

「平気、平気。お茶が温かったみたいで、火傷もしていないよ」

　ティアナの失敗を叱ることもなく、リストがへらりと笑う。

　けれども彼のシャツは紅茶のシミで変色していて、酷い有様だった。

「ああ、でもせっかく君が淹れてくれた紅茶が、ダメになってしまったね」

　リストは残念そうに濡れた衣服に視線を落とす。

　予定とはまるで違ったけれど、これはこれで、暗殺に失敗できたのではないだろうか。

　ティアナがそんな風に油断した瞬間、リストは手の甲に滴った雫をペロリと舐めとった。

「っ、ダメですリスト様！」

　ティアナは慌ててリストを制止する。

　あの毒はかなり強いもので、ほんの少し身体に入っただけで死に至るらしい。

　だから、絶対にリストには飲ませないようにと、パルコに注意されていたのだ。

「え……？　くっ……うっ……」

　ティアナの制止は一歩間に合わなかった。

　手についた紅茶を舐めとったリストは、小さく呻いたあと、急激に呼吸を荒くする。

「リスト様！」

　ティアナは顔を青くした。

　リストが死んでしまうと思ったら、とてつもない恐怖がせり上がってくる。

（そ、そうだ、中和剤を！）

　部屋に置いてある中和剤を飲ませれば、助かるかもしれない。

　そう思って立ち上がろうとしたティアナの手を、強い力でリストが掴んだ。

「ティアナ。君……紅茶に何か盛ったね？」

　荒い吐息を吐き出しながら、リストは咎めるようにティアナを見つめた。

　毒を盛ったことがリストにバレてしまった。

　けれど、今はそれを後悔している場合ではない。

「ごめんなさいっ、今、中和剤をお持ちしますから」

「待って！」

「ひゃっ！」

　脂汗を流し、顔を朱色に染めながら、リストは強い力でティアナの腕を引いた。

　グルンと視界が回転して、ティアナの背中が床に押しつけられる。

　気がつくと、リストとティアナの体勢が入れ替わり、ティアナはリストによって床に押し倒されていた。

「リスト様、何を……ひゃっ！」

　リストは毒に侵されているとは思えないほど強い力でティアナを押さえ込んだ。

　服をまさぐられて小さな悲鳴を漏らすが、リストの狙いはティアナのポケットだったらしい。

　毒入りの小瓶を取り上げられて、ティアナは顔を青くした。

「ティアナ。紅茶に入れたのはこれ？」

　鋭い声で問いかけられて、ティアナは首を縦に振った。

　毒の小瓶まで見つけられたのだ。ティアナがリストを殺そうとしたことは明らかである。

　今さら殺すつもりなどなかったと訴えたところで、きっと分かってはもらえないだろう。

「ご、ごめんなさい。謝ります、逃げませんから、先にリスト様に中和剤を……」

　ティアナは暗殺者として捕まるだろう。

　けれど、それでもリストを死なせるわけにはいかない。

　ティアナはリストに退くように訴えるが、リストは拘束を緩めない。

「その必要はないよ」

　リストは小瓶を揺らして色を確認してから、キュポンと蓋を開け、クンと薬の匂いを嗅いだ。

「薄紅色の輝き、微かな甘い匂い。間違いない、これは淫婦の密薔薇──即効性の媚薬だね」

「……はい？」

　ティアナはリストから告げられた言葉に、ポカンと口を開けた。

　淫婦の密薔薇とは何だ。そんな名前の媚薬など、聞いたことがない。

　ティアナがリストに盛ったのは致死性の毒薬であり、媚薬などではないはずだ。

　けれども、たしかにリストの反応は、毒を盛られたにしては元気すぎる。

　吐き出す吐息は苦しげではあるものの、紅潮した頬は艶めかしくもあった。

（え、媚薬!?　小瓶の中身は毒薬じゃなくて、媚薬だったの!?）

　パルコがティアナに嘘を吐いたのだろうか。それとも、ノルタが渡す薬を間違えた？

　いやしかし、パルコがティアナを騙す理由なんてないし、ノルタがそんなミスをするとも思えない。

　ティアナはリストの手に握られた小瓶を改めて観察する。

　そういえば、毒は無味無臭だと言っていなかっただろうか。

　けれども目の前にある小瓶の薬は、薄い桃色をしているし、微かに甘い匂いがする。

　毒を受け取ったそのときは、中身は透明だったはずだ。

（まさか、どこかで毒が媚薬と入れ替わった!?）

「ティアナ。君はどうして私に媚薬を盛ったんだ？」

　悩ましげな吐息を吐き出しながら、リストがティアナに詰問する。

　彼の言葉が事実なら、リストは毒で苦しんでいるのではなく、媚薬で興奮しているのだ。

（ど、ど、ど、どうしよう！　なんて返事をすればいいの!?）

　ティアナは混乱していた。

　リストに盛ったのは毒であり、媚薬を盛ったつもりはなかったのだ。

　けれども、正直に毒を盛りましたなんて言えるはずがない。

　いったい、どう返事をすればいいのか。

　どんな理由があれば、リストに媚薬を盛るのだろう。

「リ、リスト様をお慕いするあまり、つい魔が差してしまいましたぁ！」

　ティアナは回らない頭で、咄嗟にそんな嘘を吐いたのだった。








毒薬ではなく媚薬を盛ってしまいまして









　リストのことを慕っている。

　そんな苦し紛れの言い訳を聞いて、リストの目がスッと細められた。

「……私を慕っている、ね」

　リストの雰囲気が変わる。

　いつもの優しげな空気が消えて、断罪するような目でティアナを見つめた。

「それは本当？　君は本当に、私を好きだと思ってくれている？」

　まっすぐティアナを見つめる碧の目は、ティアナの嘘を見抜いているようだった。

　けれど、口から飛び出した言葉を取り消すことはできない。

　ここで嘘だなんて言えば、だったらどうして媚薬を盛ったのだという話に戻ってしまう。

「ほ、本当です。……ずっと恥ずかしくて言えなかったんですが、本当は、初めて見たときからひとめ惚れでした」

　ティアナはとにかくこの場を誤魔化そうと、心にもないことを告げた。

　保身に走ったティアナの嘘を聞いて、リストの口がフッと笑みの形を作る。

　頬に、リストの掌が添えられた。

　ぎゅっと目を瞑ったティアナの唇に、柔らかく温かい感触が重なる。

（……あれ？）

　驚いて目を開けると、すぐ目の前にリストの顔がある。

　口づけをされているのだと気づいて、ティアナは咄嗟に悲鳴を上げそうになった。

「んっ！　んむっ……ぅんん!?」

　唇を塞がれているため、喉元まで上がった悲鳴は声にならない。

　ティアナは咄嗟に腕に力を込めて、リストの身体を押し返した。

「やぁ、んっ、リスト様、待って！」

「ダメだよ、待たない」

「んんっ……」

　リストはすぐさまティアナの腕を掴んで抵抗を封じると、再び唇を塞いだ。

　今度のキスは先ほどよりも深い。

　唇を割って、ぬるりとした感触が口内に入り込んでくる。

　肉厚な舌で口内をまさぐられて、ティアナは目を白黒させた。

（待って、嘘、こんなキスがあるなんて）

　咄嗟に舌を使って押し返そうとしたが、絡めとられるだけの結果に終わった。

　いつの間にか後頭部に回った手でしっかりと顔を固定されていて、逃げることもできない。

　生き物のように口内を這いまわる舌をどう対処すればいいのか分からず、ティアナはされるがままになる。

　静かな執務室に、くちゅくちゅと唾液の絡まる音が響いた。

「ふぅ……ん……んむ」

　激しい口づけに呼吸がままならず、頭がぼうっとしてくる。

　次第に身体が熱くなり、口内を支配される感覚が心地良く感じるようになってきた。

　もっと欲しい。そんな考えが脳裏を過って、ティアナはハッと正気に戻る。

（もしかして、キスで私にも媚薬が回った!?）

　身体の奥が疼くような感覚が怖くなって、ティアナは慌ててリストの身体を押し返す。

　唇が離れた瞬間、リストの舌から唾液が糸のように伸びた。

「どうして拒むの。私を好いてくれているんでしょう？」

「そ、それはその……」

「私が欲しかったから、薬を使った。違う？」

　媚薬が回っているからかリストの目は妖しくぎらついていて、ティアナは思わず逃げ腰になる。

（リスト様が欲しいなんて、思ってない！）

　そう叫びたかったが、彼のことが好きで薬を盛ったと告げたのはティアナだ。

　ここで逃げてしまうのは、あまりにも不自然である。

「も、申し訳ありません。薬でリスト様を得ようとしたのは間違っていたと、今気づきました！　おつきあいもしていないのに、このようなことを行うのは良くありません！」

　ティアナは悲鳴のような声を上げて、リストを押し返そうと腕を張る。

　これでどうにか許してもらえないかと思ったが、リストはティアナの上から退こうとしない。

「なら、今から君が私の恋人になれば、何の問題もないね」

「へ？」

「薬を盛るほどに、私のことを好いてくれているのだろう？　こんな機会を逃すほど、私は愚か者ではないつもりだよ」

　欲を孕んだ瞳に見つめられて、ティアナの鼓動が速まった。

　これはとても不味い空気だ。リストは少しもやめるつもりがないらしい。

　貞操の危機を感じたが、薬を盛ったという負い目がある以上、ティアナも強く抵抗できない。

「リストさ……んっ、ふぅ……あっ……」

　再び唇が重なって、くちゅくちゅと口内を掻きまわされる。

　無意識に腰を引こうとして、いつの間にかリストの手が腰に回されていたことに気づいた。

　スカートがめくれあがって、ティアナの太ももが露わになる。

「ティアナ」

　切なげな声と共に、熱い吐息が耳朶にかかった。

　背筋がぞくぞくするような感覚に戸惑っていると、リストの唇はティアナの首元へと移動する。

　熱く潤んだ唇で首筋をなぞられて、ティアナの身体がびくりと跳ねた。

　どうすればいいのかと戸惑っている間に、リストの手が制服のボタンを外してしまう。

「ひゃっ、あっ、待ってくださ……んんっ！」

　露わになった肌に口づけを落とされて、ティアナは焦る。

　どうにか思い留まって欲しくて身体を押し返すと、両腕を頭上で掴まれた。

「待たない。薬を使って私を誘ったのは、君だよ？」

「ひゃあっ！」

　抵抗を封じられて、襟元から制服を引き下げられる。

　はだけた襟から胸がまろびでて、振動でたゆんと小さく揺れた。

　リストに肌を暴かれてしまい、ティアナは羞恥で頬を染める。

「リスト様、ダメ、待って、ひゃぁん！」

　制止の言葉も虚しく、リストの手は無遠慮にティアナの膨らみに触れた。

　ごつごつとしたリストの指が柔肉に食い込み、形を卑猥に歪ませる。

　ティアナは低い身長のわりに、大きな胸がコンプレックスだった。

　訓練のたびに大きく揺れるし、とにかく邪魔で仕方がない。

　小柄なのに胸だけ大きいのはアンバランスな気がして気に入らないのだが、リストはティアナの胸が気に入ったようで、執拗にぐにぐにと揉み解した。

「リスト様、んっ、あまり触らないで……」

「どうして？　こんなにも柔らかくて触り心地がいいのに」

　柔肉を掌でもてあそびながら、リストは恍惚とした顔をする。

「は、恥ずかしいんです。無駄に大きくて、みっともないですし」

「みっともなくはないよ。大きいけれど形は綺麗で、私は好きだな。ここも桜色で可愛い」

「ぁあん！」

　ピンッと指先で先端を弾かれて、ティアナはたまらず嬌声を上げた。

　指先で少し触れられただけで、ジンとした甘い刺激に苛まれる。

「可愛い声。感度がいいんだね」

「感度？　んっ、ゃぁん、あっ、リスト様、それダメです、ああっ」

　ティアナがビクンと身体を震わせると、弱点を見つけたとばかりに、リストはその部分を集中して責め始めた。

　指の腹でクリクリと転がし、かと思えば二本の指でぎゅっと摘まんでみせる。

　そのたびにたまらない刺激が身体を苛んで、ティアナは未知の感覚に翻弄された。

「やぁ、ダメぇ……コリコリしないで、んんっ！」

　いつの間にか手首の拘束は外されて、両手を使って胸を責められている。

　手は自由に動かせるようになったが、甘い痺れのせいで身体に力が入らない。

　抵抗らしい抵抗ができず、ティアナは力なく首を左右に振った。

　リストの責め苦に必死で耐えていると、身体中が熱くなって、触れられてもいないお腹の奥がむずむずしてくる。

　決して本意ではないというのに、荒い吐息と声が混ざって、興奮してくるのを抑えられない。

　気を抜けばはしたない声が出そうになり、ティアナはぎゅっと唇を引き結んだ。

（お願い、早く終わって……！）

　これ以上続けられてはどんな醜態を晒すか分からない。

　必死で快楽に耐えながら、ティアナは心の中でそう願った。

　すると願いが届いたのか、執拗に刺激を続けていたリストの指が胸から離れる。

　ようやく解放されたことに安堵の息を吐いたが、次の瞬間、リストの手が太ももを掴んだ。

「ひゃぁ！　リスト様、いったい何を……！」

「何って、もちろん続きだよ。まさか、このくらいで終わるとは思っていないよね？」

　ティアナを見つめるリストの目は肉食獣のようにギラついていて、興奮で潤んでいる。

　彼はティアナを逃がしてくれるつもりはないらしい。

　媚薬の効果がどれほどのものか分からないが、リストの顔からは普段の余裕が消え失せているように見えた。

　リストの手がティアナの下着へと伸びて、あっさりと薄布を取り去ってしまった。

　まだ誰にも見せたことのない秘部を露わにされて、ティアナはせめて足を閉じようと太ももに力を入れる。

　けれども足の間に身体を割りいれられてしまって、隠すことはできなくなった。

　身体の最奥をリストの目に晒されて、羞恥でティアナの瞳が潤む。

「リスト様、お願いです。これ以上はもう……」

「薬を盛って煽ったのは君なのに、怖くなってしまったの？」

　ティアナはこくこくと頷いて、彼の言葉を肯定する。

「わ、私、初めてなんです。薬を盛ったことは謝ります！　だから、これ以上は……」

「……ダメだよ。思った以上に薬の効きが強くてね。止まれそうにない」

「そんな……」

　リストの言葉に、逃れられないのだと分かって青ざめる。

　こんな状況で純潔を捧げるのは辛かったが、自分で蒔いた種である。

　リストに毒を盛ろうとした罰だと思えば、諦めるしかない。

　暗殺が露見して拷問を受け、両国の戦争が始まるよりは、純潔を失う方がマシなはずだ。

　ティアナは抵抗するのを止めて、すっと身体の力を抜いた。

　ティアナの諦めを悟ったのか、リストがほんの少しだけ気の毒そうな顔をする。

「ごめん。せめて、君の気が少しでも紛れるように……」

　リストは床に置かれた薬瓶を掴むと、蓋を開けて中身を煽った。

　驚くティアナに唇を重ねて、微かに甘い液体を口内へと流し込む。

　突然のことに抵抗もできず、ティアナはあっさりと媚薬を飲み込んでしまった。

（っ……、身体が熱い……）

　かっと燃えるように体温が上がって、胃の奥がぐるぐると苦しくなる。

　全身から汗が噴き出して、酸素を求めるように呼吸が荒くなった。

「あっ、あぁ……これ、は……」

　まるで即効性の毒を飲まされたような効果だった。

　お腹の奥、子宮のあたりが何かを求めるように疼く。

　そこに触れて欲しくて、もどかしくてたまらない。

「リスト様……苦しい……」

「大丈夫だよ。すぐ、楽にしてあげるから」

　リストが荒い息を吐き出しながら、ティアナの割れ目に指を伸ばした。

　指先でそこに触れられると、もう既にぬかるんでいるのが分かった。

　守るべき場所に触れられている嫌悪感はもうなかった。

　ただお腹の奥が切なくて、この疼きをどうにかしたくてたまらない。

「あっ、ふぅ……あっ、あ……」

　彼の指が割れ目の形を確認するように動く。ぞくぞくとした快楽が這いあがって、身体の疼きがほんの少しだけマシになった。

　疼きから解放されたくて、ティアナは縋るように彼の指に集中した。

　けれども優しく秘部を撫でる刺激では足りなくて、もどかしい気持ちに駆られてしまう。

（……足りない、もっと奥まで触って欲しい）

　自然とそんな欲求が湧いてきて、ティアナは媚薬の効果に驚いた。

　これほどまでに身体が支配されるなら、リストが止まれないと言ったのも無理はない。

　自分と同じだけの疼きを得ているのだと考えれば、リストの仕草は紳士的ですらあった。

「リスト様、奥が苦しいんです……お願い、もっと……」

　疼きに耐えかねてティアナが強請ると、リストはハッと息を呑む。

「……まずいな。これは、私が我慢できなくなりそうだ」

　リストは詰めていた息を大きく吐き出すと、ティアナの割れ目をなぶり、まだ狭い蜜穴に中指を埋めた。

「ひぃあ！　あっ……ああ……」

　内側を異物が這う未知の感覚に、ティアナは小さく身体を震わせた。

　初めての行為なのに、媚薬に侵された身体はそれを求めていたようだ。

　ティアナの女膣は喜びながら愛液を垂らし、きゅうきゅうと彼の指を締めつける。

「リスト様、あっ、それ……いいです……気持ちいい……」

　ごつごつした指に内側を解されると、とんでもなく気持ち良くて、身体の疼きが癒えていく。

　彼に触れられることを躊躇していたはずなのに、媚薬の毒は理性も羞恥も吹き飛ばしてしまった。

　ティアナはただ身体が求めるまま、リストの指を欲しがり腰を揺らす。

　彼の指が動くたびに卑猥な水音が鳴って、どんどんと快楽が高まっていく。

　指の動きに集中していると、内側の一部に強い快楽を感じる場所があると気づいた。

「ふぅあ、リスト様、そこ……もっとぉ……」

「ここが気持ちいいんだね。分かったよ」

　ティアナが求めると、リストはその場所を集中して攻め始めた。

　指の腹で膣壁をトントンと叩き、あるいはスリスリと壁を擦るように指を動かす。

　そのたびにたまらない快楽が湧き上がって、お腹の奥へと溜っていく。

「あっ、ひゃぁ……んァ、あぁン……」

　リストの指が動くままに、ティアナは嬌声を上げて快楽を求めた。

　甘い痺れはどんどん強くなって、今にも弾けそうなほどに膨らんでいる。

「あっ、ああっ、リスト様ぁ……何か来る……っ」

　未知の感覚に飲み込まれそうになって、ティアナはリストに救いを求めた。

　リストはその正体を知っているのか、心得たという顔で指の動きを速くする。

　同時に外側にある粒をごりっと押しつぶされて、快楽の塊が破裂した。

「ひぃんっ、ああああああっ！」

　ティアナは大きな嬌声を出しながら、ギュッと全身に力を込めた。

　思考が白く染まって、頭のてっぺんから足先まで強い快楽が走り抜けていく。

　その波が収まると、ジンジンと痺れるような余韻と共にゆっくりと身体が弛緩した。

「はぁ……はぁ……今のは……？」

　強烈な快楽にティアナが驚くと、リストは愛しげに笑みを浮かべた。

「上手く達せたみたいだね」

「達する……」

　言葉の意味はよく分からないが、たしかに先ほどの感覚は頂に至ったようだった。

　絶頂の余韻はティアナの身体を蝕み、またあの快楽を得たいとばかりに、お腹の奥の疼きも強くなる。

　媚薬の毒は、まだちっとも抜けていないようだった。

「はぁ……私も、そろそろ限界だ」

　リストはもどかしげに息を吐くと、ティアナから指を引き抜いた。

「あっ……」

　与えられていた快楽が消え失せて、ティアナは寂しい気持ちで彼の指を見つめる。

　もっと触れていて欲しかった。そんな欲を込めて眉をハの字にすれば、彼は分かっていると頷く。

「安心して。次はもっとよくしてあげる」

　艶めかしい笑みを浮かべると、リストは自らの衣服を緩めた。

　彼が張り詰めた屹立を取り出すと、ティアナはその大きさに息を呑む。

　男性の象徴は天を向いて反り返っており、何だか恐ろしいもののように感じる。

　ティアナが本能的に腰を引くと、リストは逃がさないとばかりに太ももを掴んだ。

「っ、リスト様、怖い……」

「平気だよ。媚薬の毒が回っていれば、ほとんど痛みも感じないはずだから」

　リストは硬く張り詰めた切先を、ティアナの蜜口へと押し当てる。

「それに、君の身体も私を求めている。……違うかい？」

　違うと否定することはできなかった。

　その大きさに恐怖を感じているのに、ティアナのそこは彼を求めるかのように、ひくひくと蠢いている。

「私に薬を盛った責任を、とってもらうよ」

　まるで仕置きをするように告げると、リストはいっきにティアナの身体を貫いた。

「ひぃっ、んんんんっ！」

　身体を割り開かれる衝撃に、ティアナは悲鳴を上げた。

　強い異物感と破瓜の痛みに目の前がチカチカとする。

　リストは根元まで一息に埋めると、ティアナを労わるように後頭部を撫でた。

「っふ……はぁ……痛むかい？」

　優しく問いかけられて、ティアナは躊躇ってから首を左右に振った。

　挿入の瞬間は痛かったが、薬が効いているおかげか、それはすぐに和らいだ。

　今は痛みよりも、腹の奥の疼きの方が強い。

「そう、良かった。ゆっくり動くから、辛かったら言うんだよ」

　優しい声と共に、リストはゆっくりと腰を揺らし始めた。

　ひきつるような痛みが微かに走るが、それ以上に内側を埋められる心地良さが勝った。

「あっ、ふぅ……あぁン、ああっ」

　薬で疼いていた女膣が、たしかな質量で満たされていく。指で刺激されていた何倍もの満足感。

　求めていたものを与えられた充足で、ティアナは歓喜の声を上げた。

　十分に潤んだ内壁はうねるようにして屹立を包み込む。

　その刺激を受けて、リストがくっと小さく声を漏らした。

「はぁ、はぁ……そう締めないで。すぐに達しそうになってしまう」

「あんっ、あァ、そんなこと言われても……んぁ！」

　ティアナとて意図的に締めつけているわけではないのだ。

　どうにか快楽に耐えているというのに、どんどん突き上げてくるのが悪い。

　指摘されて力を抜こうと努力したが、弱い部分を擦りあげられてしまっては、またきゅうきゅうと肉棒を締めつけてしまう。

「ひぃン……あっ、リスト様、そこダメぇ、ああっ！」

「くっ、締まる……君は初めてなのだから、加減してあげようと思っているのに……」

　リストの眉間にきゅっと皺が寄る。

　奥を突き上げる動きが少し速くなり、吐き出す息も荒くなっていく。

　ティアナはもう、初めての行為を受け止めるだけで精いっぱいだった。

　暴力的なほどの快楽に翻弄されて、縋るようにリストの背に腕を回す。

　愛を告げられても、こんな風に受け入れるつもりなんてなかった。

　ティアナとリストは敵対する国の人間同士だ。

　リストが愛していると言ってくれているのも、ティアナの虚像に過ぎない。

　それなのに、こうして身体を繋げていると、愛しさのような感情が湧き出て来る。

「はっ、ティアナ、ティアナ」

　繰り返し名前を呼ばれると、胸の奥が切なく締めつけられた。

　先ほど達したときのように、お腹の奥に快楽が溜まっていく。

　あと少しで弾けてしまいそうだ。

　早くそこにたどり着きたくて、気づけばティアナも腰を揺らしていた。

　もう少しで達することができそうなのに、自分では上手くそこにたどり着けない。

　もどかしげに腰を揺らすティアナを見て、リストは足を掴んで位置を調整する。

「私に任せて……いくよ」

　リストが低い声を出し、同時にズンッと奥深くまで突き上げた。

　いっとう強い衝撃に、ティアナはハッと息を呑む。

　そのひと突きを皮切りに、リストの動きが変化した。ハッハッと短く息を吐き出しながら、鋭く速い腰つきでティアナの最奥を攻めたてる。

「あぁっ、ひっ、あァン、ひゃあっ、ああああッ……」

　そんな風にされては、ティアナに耐えることなどできるはずがなかった。

　指で高められた時よりも、ずっと深い快楽が身体を包む。

「はっ、くっ……私も……出るっ！」

　ティアナが達したすぐ直後に、リストが切なげな声を出し小刻みに身体を揺らした。

　絶頂の余韻と疲労で朦朧としながら、ティアナはリストが達したのだと察する。

　直後、気遣うような口づけがティアナに落ちた。

　それを最後に猛烈な睡魔に襲われて、ティアナは気絶するように意識を失った。
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　執務室の床で眠ってしまったティアナを見下ろして、リストはふぅと息を吐いた。

　すっくと立ちあがり、自らの着衣を直す。

　シミのついてしまったシャツを見て顔を顰めてから、今度は倒れるティアナの衣服を整えた。

　めくれあがったスカートを直す際に、彼女の太ももに情事の痕が残っているのを確認する。

　破瓜の血が混じったそれをハンカチで拭き清めて、リストはふっと口元を歪めた。

（まあ、ひとまず計画通りかな）

　眠る彼女を抱きかかえて、執務室にあるソファーへと横たえた。

　ティアナが処女であることは分かっていたのに、ベッドではなくこんな場所で散らしてしまって申し訳ないことをしたという気になる。

　できることなら、もっと大事にしてやりたかったが……まぁ、仕方がない。

　ソファーの上でティアナが眠っているのを確認してから、リストは床に散らばったティーカップの破片を拾い集め、ゴミ箱へと処分する。

（まさか、あそこでカップを割るとは思わなかった。本当に君はそそっかしいね）

　床に転がった薬瓶を拾い上げる。

　執務室の鍵付きの引き出しを開けると、ティアナが持ち込んだのと同じデザインの薬瓶がしまわれていた。

　薬瓶のデザインは瓜ふたつだが、片側の薬は無色透明だ。

　ティアナが屋敷へと持ち込んだ、正真正銘の毒薬である。

　ふたつの薬瓶を引き出しにしまって鍵をかけると、コンコンと執務室のドアがノックされた。

「リスト様、少しよろしいですか？」

「アルノーか。入っていいよ」

　扉の向こうから聞こえたのは、リストの部下の声だった。

　執務室の扉を開けたアルノーはソファーで眠るティアナの姿を一瞥してから、仄かに残る情事の匂いを気にしてか、無言で部屋の窓を開けて換気した。

「アルノー、何の用？」

「メリッサが、ティアナが戻ってこないと心配していましたので」

　どうやらメリッサに頼まれて、執務室の様子を見に来たらしい。

「ああ、なるほど。まあ……見ての通りだよ」

　何があったのか言わずとも、アルノーであれば状況を察しているだろう。

　彼は顔を顰めてから、不満げにリストを睨んだ。

「淫婦の密薔薇を使用したのですか？」

「あの薬、思った以上にすごい効き目だったよ」

　なにせ、ほんの少ししか摂取していないリストでも、高ぶりが抑えられなかったのだ。

　だが、おかげで初めてであったティアナも、痛みを感じることなく快楽を得られたのだから、薬を用意したのは英断だっただろう。

「ということは、彼女はリスト様を殺そうとしたのですね」

　アルノーが腹立たしげにティアナを睨みつける。

　リストの指示を受けて、毒薬を媚薬にすり替えたのはアルノーだった。

　使用人の部屋は鍵がかからない。

　ティアナが仕事をしている間に部屋に忍び込めば、薬を入れ替えるのは容易かった。

「本当は、こんな乱暴な手段は使いたくなかったんだけどね」

　眠るティアナを見つめて、リストはふぅと息を吐いた。







　ティアナが普通の使用人ではないことは、彼女が屋敷に来る前から気づいていた。

　リストの元に届いた、紹介状とティアナの履歴書。

　何も怪しいところはなかったが、彼女の出身がエボサと書かれていたために、アルノーが不審に思ったのだ。

　エボサはパナテナの南にある村で、アルノーの出身地だった。

　アルノーは、エボサにはティアナという少女はいなかったように思うとリストに告げた。

　もちろん、アルノーの記憶違いということもある。

　アルノーは早くに村を出ているので、アルノーが村を出てから引き取られた子かもしれない。

　だが、念のためにリストはティアナがどんな人物か見極めようと思った。

　そして、ティアナに出会ってすぐ、彼女がただの村娘ではないと確信した。

　リストと握手をした彼女の手は、明らかに剣を握る者のそれだったのだ。

　おそらく、オーティアからの間者だろうというのがリストの見解だった。

　狙いは情報収集か、はたまたリストの命か。

　ティアナを追い出すことは簡単だったが、敵の狙いを探るためにリストは彼女を屋敷に置くことにした。数日もすればボロを出すだろうと思っていたのだ。

　しかし奇妙なことに、ティアナはリストとは接点のない仕事をしたがった。

　洗濯に掃除に厩舎の仕事。どれをとっても、ケラコスの軍事情報どころかリストの情報さえも得られないような仕事である。

　諜報が目的ならばありえない選択だし、リストの暗殺を狙うなら、もっと自分に近づこうとしてくるはずだ。

　もしやこちらを油断させる計画かと思って、リストは自らティアナに近づいてみた。

　けれどもリストが無警戒に近づいても、ティアナは殺そうとするどころか、迷惑そうに顔を顰めて、リストを避けようとしたのだ。

　リストは自分の顔が女性に好感を持たれることを理解していた。

　話しかけるだけで嫌そうに顔を顰められたのは初めてで、使用人かつ間者のくせになんだその態度はと、内心で少しだけイラっとした。

　内情を探ろうともしない、リストに近づこうともしない。

　いったい、彼女は何のために屋敷に潜入してきたのだ？

　まったく目的が読めないのが気持ち悪くて、リストは彼女の身元を探ることにした。







　情報を引き出すために、リストはことさら親切にティアナに話しかけた。

　リストは相手の情報を探るのが得意だった。特に女性相手であれば、リストが何を言わずとも、向こうから気を引こうとしてペラペラと喋ってくれることが多い。

　しかしながら、ティアナ相手では普段とまるで勝手が違った。

　気を持たせるような台詞を言っても、容姿を褒めてみても、ティアナは警戒した目でリストを見て、怯えた様子を見せる。

（この娘は……私に取って食われるとでも思っているのか？）

　間者がそんな態度でどうするのだと叱ってやりたい気持ちに耐えながら、ひたすら笑顔でティアナの情報を探る。

　ずっとリストを警戒した様子のティアナだったが、馬の話題になると、途端に笑顔になって前のめりで語り始めた。

　愛馬と共に奉公に来ただけあって、どうやら彼女は無類の馬好きらしい。

　リストに対しては怯えた顔しか見せないくせに、サハリーやマルタナには蕩けるような笑みで語りかけているのだ。

（仮にも私の使用人だよね。馬よりも主人にその笑みを向けるべきじゃないの？）

　ことさら親切に接してやっているというのに、馬以下の扱いを受けてリストは苛立った。

　ティアナの正体を探るのとは別に、その顔を自分にも向けさせてやるという意地のような気持ちが湧いてくる。

　そうして会話しているうちに、ティアナがぽつりと漏らす情報の断片から、彼女がオーティアのハオ族出身ではないかという推測が立った。

「アルノー。ハオ族にティアナという女性がいないか探れないか？」

「ハオ族……ああ、なるほど。馬ですか」

　騎馬民族であるハオ族は、オーティアの中でもひときわ馬の扱いに長けている。

　ティアナの連れていたマルタナは、辺境伯であるリストの愛馬に勝るほどの立派な馬だ。

　よほどの者でなければ、あれほどの馬は手に入らない。可能性が高いのはハオ族だろう。

　ハオ族は男女関係なく、皆が剣を持って戦う部族だ。

　ハオ族の女性が間者として潜り込んできても、なんら不思議はなかった。

　もっとも、ティアナは間者にはまったく向いていない気がしたが。







　ティアナの動向を観察するために、リストは彼女を休憩時間の給仕役に指名した。

　もしティアナがリストの暗殺を狙っているなら、これで尻尾を出すだろう。

　しかし、ティアナはリストを暗殺しようとするどころか、間者としてはありえない程のそそっかしさを露呈した。

（オーティアは、いったい何を考えて彼女を送り込んできたんだ？）

　あまりのらしくなさに、リストはティアナへの警戒を解き始めていた。

　もし彼女が何かを企んでいたとしても、ここまで隙だらけであれば簡単に対処できそうだ。

　そんなことを考えていたら、アルノーが新たな情報をもたらした。

「どうやらティアナは、ハオ族のイルモディのようです」

「なんだって？」

　アルノーの言葉にリストは耳を疑った。

　オーティアにはパナテナのように貴族階級が存在しないが、それに匹敵するのが族長という存在だった。

　族長はパナテナでいう領主のようなもので、血統によって受け継がれている。

　イルモディというのは、族長を継ぐ権利を有している子につけられる呼称だった。

「……アレが、ハオ族の次期族長？」

「次期族長は彼女の兄が有力視されているようですが。まぁ、可能性はあるのかと」

「イルモディが、どうして私の屋敷で使用人をしてるんだ」

　パナテナで例えると、伯爵令嬢が敵国の間者をしているようなものだ。

　頭が痛くなってきて、リストはぐっと指で眉間を押した。

「理由までは分かりかねますが……ハオ族ですから」

　アルノーの言葉に、リストは苦い顔をする。

　オーティアの常識はパナテナとは異なる。

　特にハオ族は女性であっても戦場で剣を振るう、勇ましい一族である。

　信じがたいことではあるが、イルモディが自ら敵国の貴族の屋敷に潜入することもあるのかもしれない。

「しかし、そうなると、ますます目的が分からないな」

　今のところ、ティアナが怪しい動きをする気配がない。

　何の目的でティアナがこの屋敷に来たのか、まったく読めないのだ。

「追い出しますか？」

　ハオのイルモディと知って、アルノーはティアナへの警戒を強めたらしい。

　ティアナ自身に危険がなくとも、イルモディという身分は厄介だった。

　彼女を乱暴に扱ったり死なせるようなことがあれば、オーティアとの国家間の問題に発展するかもしれない。

「……いや。これはチャンスかもしれない。彼女を取り込もう」

　オーティアとパナテナは、現在休戦状態となっている。

　いつまた戦争が始まるか分からない現状は、ケラコスにとって大きな負担だった。

　五年前の戦争でリストは父を失い、爵位を継いだ。

　ケラコスは荒れて、この五年でなんとか元の状態まで持ち直したのだ。

　もう戦は起こしたくない。できることなら、オーティアと和議を開いて協定を結びたかった。

「ハオのイルモディを妻にできれば、和議を開く足がかりになるかもしれない」

　幸いなことに、リストには婚約者がいない。

　こういった事態を想定して、婚約者は作らないようにしてきたのだ。

　リストがそう提案すると、アルノーは渋い顔を作った。

「ご自身の結婚を政略に利用されるのですか？」

「貴族なんて皆そうだろう？　地位を固めるために妻を娶るものが多いが、私はアイトーン家らしく治安のために利用したい」

「オーティア人との婚姻なんて、母君は反対なされますよ」

　母のことを持ち出されて、リストは苦い顔をした。

　五年前の戦争で、リストの父はオーティア人に殺されている。

　戦争とはそういうものとはいえ、夫を殺された母はオーティア人を強く憎んでいるのだ。

　特にハオ族は前線で直接剣を交えていたので、反発は強いかもしれない。

「二度と悲劇を起こさないためだ、分かってもらうしかないな」

　アルノーは微妙な顔をしたが、強くは反対しなかった。







　ティアナの正体を知ってから、リストは以前にも増してティアナに強くアプローチを行うことにした。リストの気持ちをティアナは疑っている様子だったが、交流を続けるうちに、少しだけ打ち解けてくれるようになったと感じる。

　けれどもそんな折、ティアナが怪しい行動を見せ始めるようになった。

「ケラコスの街中で、ティアナがオーティア人と接触したようです」

　ひっそりとつけていたティアナの監視から、そんな報告が上がってきた。

　会話の内容は聞き取れなかったようだが、ふたりで裏路地へと向かい、ひそひそと会話を行っていたらしい。

　もしかしたら、また接触があるかもしれない。

　今度彼女が外出する気配があれば、すぐさま報告するよう命令した。

　そしてその数日後、再びティアナが街に出たという連絡を受けた。

　リストは騎士団で仕事を行っていたが、報告を受けて中断し、自ら様子を見にいくことにした。

　ティアナを妻にと目論んでいる以上、彼女がどういった思惑でリストの元にやってきたか知っておきたかったのだ。

　気配を消してティアナの後ろをつけると、すぐに怪しいフードの男が彼女に接触してきた。

　ティアナは男の顔を確認すると、パッと表情を明るくして彼の腰にしがみつく。

（……は？）

　嬉しそうに男に抱き着いたティアナを見て、リストの表情が凍りついた。

　ティアナは以前馬に向けていたような、気の抜けた明るい笑顔を浮かべている。

　男は甘えるティアナをあやすように、彼女の背をポンポンと撫でた。

　親しそうな様子は、まるで恋人同士のようにも見える。

　仲睦まじげなふたりを見ていると、リストの心に沸々と苛立ちが湧いてきた。

（ふぅん、へぇ、そう。……過去につきあった男はいないって言っていたよね）

　現在つきあっているのだから、過去ではないということだろうか。

　それとも、リストには本当のことを話すつもりはなかったのだろうか。

　無性に腹が立ってティアナを睨む。

　リストはムカムカした気持ちでふたりの後ろをつけた。

　遠くからでも、男の身のこなしがただものではないと分かった。

　ティアナと談笑しながらも、男は油断なく周囲に気を張り巡らせている。

　何を話しているか気になるが、声が聞こえるほど近づけば、すぐにも勘付かれてしまいそうだ。

（ハオ族の男かな。まったく隙がないな）

　ふたりは大通りを曲がって、裏路地へと歩いていく。

　人通りの少ない裏路地では、気配を消して尾行するのが難しい。

　けれども、ケラコスはリストが治める街だ。

　この街のことなら、リストは誰よりも詳しい自信があった。

（方角から考えて、向かっているのはあの袋小路か）

　リストはふたりの行き先に見当をつけると、近くにある外壁の物見階段へと向かった。

　この上からであれば、裏路地の様子がよく見えるのだ。

　かなり遠いので、この場所からであれば彼らに気づかれることもないだろう。

　少しすると、リストが予想した場所にティアナと男が現れた。

　男は警戒するように周囲を見回してから、近くに人の気配がないことに安心したのだろう、顔を隠していたフードを取り去る。

（黒髪に褐色の肌、やはりハオ族の男だな）

　フードの下の顔は、予想したよりもずっと整っていた。

　野性味のある美形といえばいいか。男らしく獰猛で、リストにはない魅力がある。

（野性味のある、黒髪の男……か）

　前にティアナが語った理想の男性像を思い出して、リストは不快な気持ちになった。

　ティアナにしてはやけに具体的だと思ったのだが、実像がいたのか。

　リストは黒髪の男を睨みつける。

　たしかにいい男ぶりではあるが、顔の良さではリストだって負けていない。

　男らしさという点では、まぁ、向こうに軍配が上がるかもしれない。

　だがしかし、リストには地位と金がある。

　甲斐性では、一般的なハオ族の男には負けないだろう。

　一方的にリストが対抗心を燃やしていると、男はティアナに何かを手渡した。

　遠くて手元まで良く見えないが、ティアナが何を受け取ったのかあとで確認しておく必要がある。

　ティアナが男と別れたのを見届けてから、リストは再び騎士団へと戻った。

　一瞬、まだ街にいるだろう男を捕らえる指示を出すか迷うが、リストは男を放置することにした。

　ここでリストが動けば、ティアナが逃げ出してしまうかもしれない。

　たとえ恋人がいたとしても、ティアナを逃がしてやる気はさらさらなかった。







「ティアナが持ち込んだ小瓶は、やはり毒のようです」

　その翌日。リストはティアナが仕事をしている間にアルノーに彼女の荷物を調べさせた。

　出て来た小瓶はふたつ。ひとつは毒で、もうひとつはその解毒剤だろうと予想をつける。

　小瓶はオーティアのアバ族がよく使うものだった。おそらくはアバ族が作った毒だろう。

「ようやく馬脚を現しましたね。目的はやはりリスト様の暗殺だったのですよ。どうされますか？」

　アルノーの言葉を聞いて、リストは自分が酷く落胆していることに気づいた。

　間者の目的など、大体は諜報か暗殺だ。

　分かっていたというのに、あまりにティアナの行動がらしくないから、別の狙いがあるのではないかと期待してしまっていたらしい。

（他の狙いなどなく、結局私を殺したいだけか）

　まあいい。そっちがそのつもりなら、こちらもそれを利用するまでだ。

「そうだね。毒の小瓶を、媚薬と入れ替えよう」

「……は？」

　リストの指示を聞いて、アルノーは目を丸くした。

「ティアナが私に毒を盛ろうとするなら、それを利用して、彼女を手に入れる」

「まさか、まだ彼女を妻にするつもりなのですか？」

　アルノーはリストの案に反対のようだった。

「ハオのイルモディを娶ることで、和議のきっかけをつくるというお考えは分かります。ですがそれは、あくまで彼女が協力的であればです。リスト様に敵対する意志があるなら排除すべきかと」

「協力的でないのなら、協力的になるようにすればいい」

「……彼女を口説き落とす自信がおありで？　リスト様が女性におモテになるのは存じておりますが、ティアナ相手には苦戦してらっしゃるようですが」

　アルノーはリストに懐疑的な目を向ける。

　痛いところを突いてくると、リストは苦い顔をした。

　正直、ティアナを口説き落とせるか、リストにはあまり自信がなかった。

　女性相手にはめっぽう強いリストだったが、ティアナには手練手管があまり通じない。

　おまけに彼女には、ハオに想う男がいるらしい。

　冷静に考えれば、アルノーの言う通り彼女を追い出した方がいいのかもしれない。

　だが、リストはなぜかそうしたくなかった。

　彼女をこのまま追い出せば、後悔してしまう予感がしたのだ。

　リストが全力で口説いたというのに、なびくどころか、リストを暗殺しようとするティアナに腹が立っているのかもしれない。

　なんとしてでも、彼女の心に己を刻みつけてやりたい。

　たとえそれが、乱暴な手段になるのだとしても。

（毒を使って私を殺そうとしたんだ。酷い目にあったとしても、自業自得だよね）

　どうしてこうも彼女が気になるのか。

　彼女のことになるとささくれ立つ感情の名前に、リストはまだ気づいていなかった。








辺境伯の恋人生活









　ふかふかと柔らかな感覚に包まれて、ティアナはゆっくりと寝返りを打つ。

　太陽の匂いがするシーツが心地良くて、もう一度眠りにつこうとしたところでハッと意識が覚醒する。

　目を開くと立派な天蓋が見えて、ティアナは慌ててベッドから飛び起きた。

　いったい、ここはどこなのか。

　天蓋付きのベッドに、模様が美しいカーペット。置かれた家具もすべてが立派だ。

　使用人部屋ではないし、かといって、故郷のゲルでもない。

　どうしてこんな場所で眠っていたのか。

　ベッドから起き上がろうとして、下腹部の痛みで記憶が蘇る。

（そうだ。私、リスト様に間違って媚薬を飲ませてしまって──）

　彼との情事を思い出して、ティアナは羞恥から唸り声を上げた。

　いくら媚薬のせいとはいえ、リストとあんな行為をしてしまったのだ。

　これからどんな顔をして、彼に会えばいいのだろう。

（いやそれよりも、これって暗殺を失敗したことになるの？）

　暗殺は失敗した。それは見事に失敗したが、これっぽっちも計画通りではない。

　もしここでティアナがケラコスを出たとして、毒じゃなく媚薬を盛ってしまいましたとアバ族に伝えて、信用してもらえるだろうか。

（っていうか、なんで小瓶の中身が媚薬になっていたの!?）

　おかげでリストを殺さずに済んだが、別の意味で大変な事態になってしまった。

　仕方がなかったとはいえ、ティアナはリストに好きだと告白までしてしまったのだ。

　リストはティアナと両想いになったと思っているだろうし、そんな状態で屋敷を出るなんて言えば、止められるに決まっている。

　これからどうすればいいのだろう。

　ティアナが悩んでいると、突然部屋の扉が開いた。

「おはよう。っていっても、もう夜だけど」

「っ、リスト様!?」

　リストは我が物顔で室内へと入り、ティアナに挨拶をする。

　ティアナは羞恥からリストの顔を見れずに視線を逸らすが、夜という言葉を聞いて慌てて窓を確認した。

　リストの言葉通り、窓の外はすっかり日が落ちて暗くなっている。

　そのときになって、ティアナは給仕の仕事を途中で投げ出してしまったことに気づいた。

「あ、あの、私、お仕事は……！」

「大丈夫だよ。事情は私が伝えておいたから」

「じ、事情を……？」

　いったい、リストはどのあたりまで事情を伝えたのだろう。

　ティアナがリストに媚薬を盛り、彼と致してしまったことまで伝わったのだろうか。

　さぁっと顔を青くしたティアナを見て、リストは苦笑する。

「君が媚薬を盛ったことは秘密にしてあるよ。使用人達には、ティアナが私の恋人になったとだけ伝えてある」

「そ、そうですか」

　媚薬のことを秘密にしてくれたのはありがたいが、当然のようにティアナが恋人扱いになっている。

　リストからアプローチを受けていて、ティアナも彼を好きだと言ったのだから、当然なのだが。

「あ、あの、リスト様。私が恋人だという話なのですが、なかったことにできませんか？」

　恐る恐る提案してみる。

　ピシッと、リストの笑顔が固まった気がした。

「……どうして？」

「だって、その、やっぱり私ではリスト様に釣り合いません」

「それについては、問題ないって何度も言ったよね」

　駄目だ。身分差を持ち出すだけでは、リストの気持ちを変えられそうにない。

　他に理由はないかとティアナは視線を泳がすが、ちょうどいい言葉が思いつかない。

　悪あがきをするティアナを見て、リストの目が微かに細まった。

「それとも何。私の恋人になるのはそんなに嫌なの？　さっきはあんなに可愛く縋りついてくれたくせに」

「なっ……さ、さっきのことは忘れてください！」

　情事のことを持ち出されて、ティアナは顔を真っ赤に染めた。

「残念だけど、忘れることはできそうにないな。とても可愛い君が見られた」

　妖艶に笑うリストからは、尋常ではない色気が漏れている気がする。

　ティアナは恥ずかしくて、リストの顔を見ていられなかった。

　叶うことなら、彼の記憶を消してしまいたい。

「あ、あのっ、私、使用人室に帰ります！」

　とにかくこの場から逃げ出したくて、ティアナはすっくとベッドから立ち上がった。

「ああ、その必要はないよ。今日からここが君の部屋だから」

「……え？」

「私は恋人を使用人にしておくつもりはないからね。君には、ゆくゆくは妻になってもらいたいと思っているし。ああ、君の荷物はもう運び込んであるから」

　言われて部屋を見回せば、使用人部屋に置いてあった荷物がたしかに運び込まれていた。

　ティアナが眠っている間に、手際が良すぎないだろうか。

「明日からは仕事もしなくていいよ。初めての行為で身体が疲れてるでしょ？　今日はここでゆっくり休むといい」

　おやすみと言って、リストがティアナの額にキスをした。

　あまりの急展開に理解が追いつかず、茫然とするティアナを置いてリストが部屋を出ていく。

（こ、ここが今日から私の部屋……？）

　ティアナは改めて部屋の中を見回した。

　天蓋付きのベッドはもちろん、ソファーやテーブル、小物に至るまで、どれもこれも高級そうな品が揃えられている。

　婚約者や妻ならばともかく、たかが恋人にこんな部屋を与えるものだろうか。

　ティアナが戸惑っていると、コンコンと部屋のドアがノックされる。

「ティアナ様、入室して構いませんか？」

「え、メリッサさん？　は、はい、大丈夫です」

　ティアナが許可を出すと、メリッサが部屋の中へと入って来た。

　ティアナは慌てて立ち上がるが、メリッサはどうぞお寛ぎくださいと、ティアナに座るように促した。

「あの、メリッサさん。どうしてそんな態度なんですか？」

　メリッサはティアナの上司である。

　だというのに、彼女は先ほどからティアナに畏まっている。

「リスト様より、ティアナ様を女主人として扱うよう通達がございました。この部屋は、領主夫人が使用するための部屋なのですよ」

「え、ええええ!?」

　いい部屋だとは思ったが、まさか夫人のための部屋だとは思わなかった。

　なんという部屋をティアナに与えるのだと、顔が真っ青になる。

「ま、待ってください！　私、そんな部屋なんて使えません、移動させてください」

「と言われましても。今準備できている部屋はここだけですし……」

「使用人部屋でいいですから！　使用人部屋に戻してください！」

「……そういう訴えは、リスト様になさってください」

　ティアナは必死に訴えるが、メリッサは困った顔をするだけだった。

　たしかに、決めたのはリストなのだから、メリッサに言ったところで意味はない。

「リスト様はどこですか？」

「今は湯あみに行かれております。お話があるのでしたら、そのあとにでも」

　湯あみのあとに会えると聞いて、ティアナは驚いた。

　それでは就寝前になる。リストのプライベートな時間ではないか。

　そんな時間に部屋に押しかけるのは、さすがに非常識である。

「リスト様は就寝前だと思うんですけど……部屋に押しかけていいんですか？」

「いいも何も、この部屋はリスト様の寝室と扉で繋がっておりますので」

　メリッサは言いながら、部屋の隅にある小さな扉を指さした。

　廊下に繋がる扉は別にある。

　不自然な位置に設置されたその扉は、隣にあるリストの寝室に繋がっているのだという。

「な、なんで、そんな扉があるんですか！」

「ここは領主夫人のお部屋ですから」

　そうか。夫婦の部屋なら、寝室が繋がっていてもなんら不思議ではない。

（……って、そんなんで納得できないよ！）

「わ、私はリスト様の奥さんじゃありません！」

「分かっておりますよ。……囲い込まれておりますね」

　囲い込み。たしかに今の状況はその言葉がぴったりと合う。

　リストによって、じわじわと逃げ場を潰されているようで、ティアナは顔を青くした。

「ど、どうすればいいんでしょうか。何だか、このままリスト様の奥さんにされそうな勢いなんですけど」

　ティアナは救いを求めてメリッサに縋りつく。

　けれども、返ってきたのは冷たい言葉だった。

「諦めて受け入れればよろしいかと。これほどまでリスト様に愛されるなんて、滅多にない幸運ですよ」

　無情に切り捨てられて、ティアナはパクパクと口を動かした。

　たしかに第三者の立場では、これほどの好待遇を受けて何が不満なんだと言いたくなるだろう。

　しかし、ティアナはリストの妻になるためにここに来たわけではないのだ。

　本当なら暗殺に失敗して、今はすごすごと屋敷を去っているはずだった。

　けれどもティアナの事情なんて、メリッサに話せるわけがない。

「ティアナ様の身の回りの世話は当面私が行います。他の者では、十分なお世話ができない可能性がございますので」

「それは……そうですよね。皆、凄く怒っているのでは？」

　なにせ、ついさっきまでティアナは使用人の身だったのだ。

　他の使用人は、ティアナが抜け駆けをして、リストの恋人になったと思うだろう。

　同室のリリアンの反応を想像して、ティアナは頬をひきつらせた。

「リスト様の意志が何より優先されるのは当然です。ですが、まぁ、しばらく荒れるのは間違いなさそうですね」

　メリッサが少し遠い目をした。

　使用人だったティアナがリストの恋人になり、領主夫人の部屋に移動したのだ。

　穏やかな気持ちでいられない者も多いだろう。

　上に立つメリッサは、きっとものすごく大変になる。

「私も目を光らせておきますが、ティアナ様に邪な感情を抱く者が出るかもしれません。どうぞ、しばらくはお気をつけください」

　メリッサの言葉にティアナはこくこくと頷いた。

　先ほどは使用人部屋に戻して欲しいと訴えたが、今この状況で使用人部屋に戻るのは危険かもしれない。

　だからといって、リストの妻の部屋を使うのも大問題なのだが。

（もう私は、この屋敷を出た方がいいんじゃないかな）

　どう考えてもトラブルの匂いしかない。

　今すぐハオの集落に帰りたい気持ちになったが、それはきっとリストが許してくれないだろう。

　いったいどうしてこうなったと、ティアナは天井を仰いだのだった。







　とにかく、一度きちんとリストと話をしないと。

　ティアナとリストの部屋は扉一枚で繋がっているらしい。

　ティアナは隣の部屋の気配を窺いながら、リストが戻って来たタイミングでドアをノックした。

「あの、リスト様。少しお話をしても構いませんか？」

　扉の向こうでリストがくすりと笑う気配がする。

「もちろん。どうぞ、鍵は開いているよ」

　すぐに返事が返ってきて、ティアナはリストの部屋へと繋がる扉を開けた。

　扉を一枚開けば本当にリストの寝室に繋がっていて、改めてとんでもない部屋に案内されたのだとティアナは震える。

　湯あみをしていたというリストは、普段とまったく違う簡素な夜着を着用していた。

　隙のあるラフな装いに、ティアナの鼓動がドキッと跳ねる。

「ようこそ、私の部屋へ。そこに座ってよ。せっかくだし、お茶でも飲む？」

　リストはそう言うと、部屋に置かれた茶器の前へと移動した。

　まさか、リストがティアナにお茶を淹れようというのだろうか。

「い、いえ、それなら私がお茶を淹れます」

「いいから、座って。たまには私に振る舞わせてよ」

「で、ですが、リスト様にお茶を淹れてもらうなんて……」

「ティアナはもう私の使用人ではないから、畏まらなくていいよ」

　強引に押し切られて、ティアナはしぶしぶ椅子へと座る。

　リストは手慣れた様子でお茶を淹れ始めた。ただお茶を淹れるだけなのに、所作がとても優雅に見える。

　少しして、ティアナの前にカップが置かれる。芳醇な香りが鼻孔をくすぐった。

「はいどうぞ」

　このまま飲んでもいいものかとティアナが躊躇っていると、リストの口元が弧を描く。

「安心して、媚薬なんて入ってないから」

「……は、はい。いただきます」

　嫌味か冗談か区別のつきにくい言葉に頬をひきつらせて、ティアナはお茶を口にした。

　その瞬間、まろやかなコクが舌全体に広がる。美味しい。

「リスト様、お茶を淹れるのも上手いんですね」

「淹れる機会はあまりないんだけどね。こういう仕事を私がすると、怒られるから」

　使用人の仕事を取らないように気を使っているのだろう。

　リストのお茶を飲ませてもらえるなんて、滅多にない機会なのかもしれない。

「それで、どうして私の部屋に来てくれたの？　夜這いってわけじゃないよね」

「ち、違います！　その、私の待遇のことでお話をしたくて」

　リストの冗談に顔を赤らめながら、ティアナはカップを置いた。

「あの、私は本当に明日から仕事をしなくていいのでしょうか」

「そうだよ。仕事を取り上げるのは申し訳ないけれど、今の状態で君が使用人に交じって働くのは危険だと思ったから」

「ですが……私はここに働きに来ているのに……」

「給金の心配なら安心して。衣食住の世話は私がするし、君のために予算も割くから、使用人だったときよりも自由にお金を使えるよ。仕送りをしたいならそれも出すけれど……君はここに来てから、故郷にお金を送っている様子はないよね？」

　リストの指摘にドキリとする。

　通常、奉公に出て来た人間は故郷に仕送りをすることが多い。

　けれどもティアナはエボサ出身だと嘘を吐いているし、ハオにお金を送るわけにもいかないので、給金はすべて自分で管理していた。

「実家はそこまでお金に困っていないので、給金は使っていいと言われてるんです」

「ふぅん？　ティアナの実家は裕福なんだね。まぁ、馬を所持できるくらいだから当然か」

　この話題は駄目だ。続けているとすぐにボロが出てしまいそうになる。

　ティアナは慌てて話題を逸らした。

「働いてもいないのにお金をいただくわけにはいきません。それに、あの部屋だって……あれはリスト様の奥方が使う部屋なんですよね？」

「そうだよ。もしかして、気に入らなかった？」

「そういう問題じゃありません！　あんなの、私が使っていい部屋ではないはずです」

　ティアナはリストの妻ではない。

　それに、ティアナはこの屋敷を出てハオに戻るつもりでいるのだ。

　ティアナがあの部屋を使うのは、いつかリストに奥さんができたときに申し訳ない。

「そうでもないよ。君は私の恋人なのだし」

「恋人は妻とは違います」

「そんなに気になるなら、すぐに籍を入れても構わないよ？」

　とんでもないことを言うリストに、ティアナは慌てて首を左右に振った。

　ティアナはリストの妻になるなんて一言も言っていないのに、リストはすっかりその気でいるらしい。

「そ、それはダメです。そんなの、絶対にいけません！」

「そう？　私は一向に構わないのだけれど」

　リストは自分のお茶を口に含んで、一呼吸置く。

　カップをソーサーに置いてから、改めてティアナに向き直った。

「私を好きだと言いながら、君は恋人になるのを躊躇ったり結婚を嫌がるよね。もしかして、私を拒絶する理由があるの？」

　それは核心を突いた質問だった。

　ティアナがリストを受け入れられないのは、事情があるからだ。

（リスト様に、すべてを打ち明けてしまおうか……）

　リストはオーティアとの和睦を望んでいるようだ。

　ハオ族も今のところ、パナテナと争うことを望んでいない。

　ティアナの事情を話せば、リストと協力できるかもしれない。そうなれば、このややこしい状況も解決するだろう。

　だがしかし、ティアナの一存でオーティアの事情を話していいものか。

　リストに打ち明けるにしても、せめて兄か父と相談してからでないと。

「私には……事情があります。でも、今はその事情をお話しすることができません」

　これ以上嘘を吐き続けるのも気が咎めて、ティアナは隠し事があることだけを告げた。

「今は、ね。時間が経てば話せるときが来るかもしれないってこと？」

「はい。あの、そのために、一度ケラコスを出る許可をいただきたいのですが」

　リストのことについて、ハオに戻って一度相談をしたい。

　けれども、ティアナの提案に対してリストは渋い顔をした。

「それは……許可したくないな。今君がケラコスを出たら、もう二度と戻ってこなくなりそうだ」

　リストの言葉にドキリとした。

　リストはティアナが屋敷を出ようとしていたことを、感じ取っているのかもしれない。

　たしかにこのまま逃げ出して、二度とリストの元に戻らないことも可能だろう。

　けれども、すべてを話していいなら、ティアナはリストに誠実になりたい。

　リストはティアナにずっと好意を伝え続けてくれていた。

　できることなら、彼の気持ちに報いたいのだ。

「……必ず戻るとお約束します。もし不安でしたら、マルタナを置いていっても構いません」

　マルタナはティアナにとって家族と同じくらい大事な存在だ。

　彼女を置いてひとりだけハオに帰るなんて、絶対にできない。

　ティアナの言葉を聞いて、リストは逡巡しているようだ。

　少しの沈黙のあと、リストはじっとティアナを見つめた。

「その前に、ひとつだけ本当のことを教えて欲しい」

「私に答えられることであれば」

　いったい何を聞かれるのだろうか。ティアナは背筋を伸ばしてリストの質問を待つ。

　リストは真剣な目をして、ゆっくり口を開いた。

「君は故郷に、想う男がいるの？」

「……は？」

　あまりに予想外な問いが来て、ティアナは間抜けな声を出す。

（え、なんで？　私、リスト様を好きだって伝えてるんだよね？）

　媚薬を盛った言い訳とはいえ、リストに好意があるのだとティアナは言った。

　だからこそ、リストは今、ティアナを恋人だということにしているわけで。

　そんな状況で、他に好きな男がいるのかを問いかける理由がさっぱり分からない。

「えっと、そんな人はいませんが……？」

「本当に？　嘘は吐かないで欲しいんだけど」

（ええ、それを疑うの!?）

　さらに問いかけられて、ティアナは困惑した。

　色々な事情が絡んでいるとはいえ、ティアナとリストは今日両想いになり、不本意ながらも心も身体も結ばれたはずである。

　それなのに、どうしてその日のうちに浮気を疑われる状況になっているのか。

「本当です。……私が今一番意識している男性は、リスト様ですから」

　羞恥で顔が朱色に染まる。嘘は吐かないで欲しいと言われたので、ティアナはできるだけ正直に自分の気持ちをリストに伝えた。

　リストのように、好きだとか結婚したいなんてことはまだ言えない。

　けれども今、リストがティアナにとって、特別な位置にいることはたしかだった。

　ティアナの答えを聞いて、リストは驚いたように目を見開く。

　彼は考えるようにじっと目を伏せてから、ふぅと小さく息を吐いた。

「……マルタナは連れて行ってもいいよ。でも、必ず戻ってきて」

　ケラコスを出る許可が下りて、ティアナは目を瞬いた。

　どうして彼が意見を変えたのか分からないが、少しはティアナのことを信じてくれる気になったのかもしれない。

「はい、必ず！」







　翌日。リストの許可を得たティアナはハオに一時帰宅することにした。

　パルコが提案してくれた作戦が失敗したこと、リストがオーティアとの和平を願っていることを伝えて、リストに真実を話す許可を貰いたい。

　マルタナに乗って屋敷を出る。まっすぐに国境を越えて、ハオへと向かった。

　久しぶりにティアナを乗せて長距離を走ったマルタナは、心地良さそうにしている。

　早朝に出発して、ハオにたどり着いたのは夕方だった。

　突然ティアナが戻って来て、ハオ族の皆が目を丸くする。

「ティアナ様!?」

「おーい、ティアナ様が戻られたぞ！」

　マルタナに乗ったティアナを見て、集落の皆が口々に騒ぐ。

　少し前まで使用人生活をしていたので、敬称をつけて呼ばれるのは何だか違和感があった。

「ただいま。兄様と父様は？」

「族長は今、クフに出向かれています。パルコ様でしたら今はゲルに……」

「ティアナ！」

　ティアナが行方を尋ねていると、ティアナの帰還を聞きつけたのであろうパルコが慌てた様子で駆け寄ってきた。

　マルタナから降りると、パルコはティアナの頭をガシガシと撫でる。

「ティアナ、よく戻ったな！」

　笑顔で出迎えてくれるパルコを見て、ティアナはホッと息を吐いた。

　色々と思うところはあったが、やはりハオはティアナの故郷なのだ。

　慣れ親しんだ土と草の匂いは、ティアナの胸に安心感を与えてくれる。

「それで、計画は上手くいったのか？」

　パルコの問いかけに、ティアナは表情を曇らせた。

「兄様、その話はゲルの中で」

「ん？　ああ、それもそうだな」

　周囲に人がいる状態で話すことではない。

　ティアナはハオの皆に挨拶をしながら、パルコとゲルに向かった。

　中央に置かれたテーブルに向かい合って座ると、パルコがティアナにお茶を淹れてくれた。

　パナテナで飲むお茶とは味の違う、あっさりとした苦みのあるお茶の味は、戻って来たのだという実感をティアナに与えてくれる。

「それで、計画はどうなった？　こうして戻って来たってことは、上手くやれたのか？」

「それが、実は色々と大変なことになってしまって」

　ティアナはことの顛末をパルコに伝えた。

　毒がなぜか媚薬に入れ替わってしまったこと。

　ティアナがリストに毒ではなく、媚薬を盛ったのだと疑われてしまったこと。

　その言い訳のために、リストを好きなのだと嘘を吐いたこと。

　リストに恋人にされてしまったこと。

　ことの顛末を話し終えると、パルコは頭が痛いとばかりに額を手で押さえた。

「ティアナのことだ。計画通りに進むとは思ってなかったが……どうしてそんな事態になった？」

「そんなの、私が聞きたいよ」

　ティアナは眉をハの字にした。紅茶を零してしまったのはティアナが悪いが、媚薬については本当に心当たりがない。

「しかし困ったな。暗殺には無事に失敗してるが、辺境伯との距離はさらに近づいている。上手く屋敷を辞する理由も思いつかんぞ。アバ族のやつら、恋人になったのならいくらでも暗殺のチャンスがあるだろうと言ってきそうだ」

「そのことなんだけど、兄様。リスト様にこちらの事情を打ち明けるわけにはいかない？」

「何だって？」

　ティアナはリストがオーティアとの和睦を望んでいるらしいことを話した。

　事情を打ち明けて、協力してアバ族を抑えることはできないだろうか。

　ティアナの話を聞いて、パルコは難しい顔で黙り込む。

「親父が今、アバ族以外の部族と話し合って、パナテナとの関係を改善する方向に舵を切るよう、オーティア内の意見をまとめている。アイトーン辺境伯がそういう考えなら、こちらの追い風になるだろう」

「本当に？」

　ティアナの表情がパッと明るくなる。

　しかし、パルコは難しい顔をして、じっとティアナを見つめていた。

「だが、今の状況でその話を辺境伯に持っていけば、お前はおそらくケラコスに取り込まれるぞ。ティアナ、お前はアイトーン辺境伯と結婚する意志はあるのか？」

「え……？」

　まさかそんなことを聞かれると思わず、ティアナの表情が固まった。

　何も考えていなかったというティアナの顔を見て、パルコは呆れた様子で息を吐いた。

「お前、ただでさえ辺境伯に気に入られてるんだろう？　平民でもいいって言われてんのに、ハオのイルモディだったなんてことになれば、政治的にも意味が出てくる。こちらとしても、本気で和睦を目指すなら、お前を辺境伯に嫁がせるのは悪くない選択だ」

　リストと結婚する。

　昨日までなら、そんなことはありえないと叫んでいただろう。

　ティアナはずっとリストに嘘を吐いていたし、その状態で結婚なんて考えられなかった。

　けれど、今は違う。

　パルコはハオのイルモディとしてのティアナと、リストの政略結婚を示唆しているのだ。

「ティアナ、俺はお前の意志を尊重する。ハオとしては、必ず辺境伯の協力を得なければいけないわけでもない。パナテナと和睦できればありがたいが、休戦状態を維持できれば問題ないわけだしな」

　どうするかはお前が決めろと言われて、ティアナはすぐに答えを出せなかった。

「……正体を知ったリスト様が、私を望むかは分からないよ」

　ティアナはずっと彼を騙していたのだ。

　リストが好きだと言ってくれたのは、パナテナの平民であるティアナだ。

　ティアナがハオのイルモディだと知れば、彼は態度を変えるかもしれない。

「なんだ。辺境伯は女に騙されていると知ったら、簡単に態度を変えるようなケツの穴の小さい男なのか？」

「兄様、口が悪い！　それに、騙されていたって知ったら怒るのは当然だと思う」

　殺すつもりはなかったとはいえ、ティアナはリストに毒を盛ろうとしたのだ。

　そんな相手を、普通は許すことなんてできないだろう。

　だけど……もし、もしも、全部を知ってもリストがティアナを好きだと言ってくれるなら。

「私が正体を明かしても、リスト様が望んでくれるなら……私は、リスト様に嫁ぎたい」

　リストに好きだと言われて、ティアナは本当は嬉しかったのだ。

　彼に抱かれたときだって、戸惑いはあったが嫌悪はなかった。

　本当は、もうずっと前にティアナもリストに恋をしていたのかもしれない。

　けれども受け入れてはいけない相手だと思っていたから、ずっと気持ちに蓋をしていた。

　ティアナの気持ちを聞いて、パルコはふっと笑みを作る。

「そうか。お前がそのつもりなら、親父には俺から伝えといてやるよ」

「……父様は反対しないかな？」

「しないだろう。ティアナがパナテナに嫁ぐなら喜ぶんじゃないか？　お前の性格なら、ハオよりもパナテナの方が上手くやれそうだしな」

「ま、まだ嫁げるって決まったわけじゃないし……」

　そもそも、これはリストが真実を知ってもティアナを受け入れてくれればの話だ。

　ティアナがその気でも、リストが拒絶する可能性だってあるのだ。

「事情を知って臍を曲げるような男なら、遠慮せずにフッてハオに戻ってこい。俺がもっといい縁談を探してやるよ」

　ティアナの葛藤を見透かして、パルコが豪快に笑う。

　もし本当にリストにフられてしまったら、きっと次の縁談なんて考えられないだろうなとティアナは苦笑した。








本当の自分で









　ティアナはハオで一泊して、翌日の早朝にまた馬を走らせてケラコスに戻ることにした。

　せっかく戻ったのだから、もう少しハオでゆっくりしていけとパルコは言ったが、ティアナはすぐにでもリストの元に戻りたい気分だったのだ。

　すべてを知っても、リストはティアナを受け入れてくれるだろうか。

　期待と不安が入り混じった気持ちで、ティアナはマルタナを走らせる。

　ケラコスの街を抜けて、アイトーン家の屋敷にたどり着いた。

　けれども、屋敷の正門前に紋章入りの立派な馬車が停まっているのが見えて、目を丸くする。

（屋敷にお客様？　……多分、パナテナの貴族だよね）

　屋敷に入るには、あの馬車の隣を抜けて行かなければならない。

　だが、マルタナを連れて馬車の隣を横切るのは目立ちそうだ。

「ごめん、マルタナ。ちょっとここで待ってて」

　ティアナはマルタナから降りると、屋敷近くの街路樹にマルタナの手綱を繋いだ。

　馬車の隣を通り抜けていいものか。様子を窺おうと、徒歩で屋敷の正門へと近づく。

　馬車の主は客間に通されているものだと思っていたが、近づくにつれて話し声が聞こえて来て驚いた。

「その件はとっくにお断りしたはずですが」

「でも、私はアイトーン夫人に許可をいただいたんです」

　声はリストと見知らぬ女性のものだった。

　なにやら揉めているようで、このまま割って入れる雰囲気ではない。

　ティアナはどうするべきか迷って、その場で立ちすくんでしまう。

「お母様が心配なさっていましたよ。リスト様はパナテナ内で足場を固めるべきだと」

「母が何を言ったかは知らないが、私は君を妻にするつもりはない」

　妻という言葉が出て来て、ティアナはぎょっとする。

　リストに詰め寄る女性は、豪奢なドレスを纏った清楚な美人だった。

「リスト様。どうしてそのような冷たいことを仰るのです？　昔はあんなに優しくしてくださったのに」

「いったい何のことやら。私は君に特に優しくした覚えはないのだけど」

　リストの手を取ろうとした女性を、彼は冷たく突き放す。

　リストの迷惑そうな表情を見て、ティアナはホッと小さく息を吐いた。

「とにかく、私は君と結婚する意志はない。約束もなしに屋敷にまで押しかけられて迷惑だ。オストン伯爵にも苦情を入れておくよ。二度と勝手に屋敷に来ないでくれ」

「っ……酷い。リスト様がこんなに冷たい方だとは思いませんでしたわ」

「だったら、君は私を誤解していたんだろう。分かったら、早く帰ってくれ」

「不愉快です。こちらも奥様に苦情を入れさせていただきますわ！」

「ああ、是非そうしてくれ。二度と勝手に私の縁談を進めないようにとね」

　女性は傷ついたように顔を顰めると、踵を返して馬車の中へと入っていった。

　少しして、御者が馬を操り馬車が屋敷から遠ざかる。

　小さくなっていく馬車を冷たい目で見送って、リストは「ちっ」と忌々しそうに舌打ちをした。

（え、舌打ち？　リスト様が舌打ち？）

　女性への冷たい物言いといい、なんというか、いつものイメージと違う。

　リストはもっと、何が起きても常に笑顔でいるような人だと思っていた。

　女性を追い返すにしても、相手を傷つけないように、もっと穏やかに追い払う気がしていたのだけれど。

　ティアナが茫然としていると、リストがふっと周囲を見回した。

　バチッと目があって、リストが驚いたように目を見開く。

　ティアナに見られていると思わなかったのだろう。一瞬、まずいとばかりに彼の表情が歪んだ気がした。

　けれども、それも本当に一瞬のことで、リストはすぐにいつもの穏やかな笑みを浮かべる。

「やあ、ティアナ。こんなに早く戻ってきてくれると思わなかったよ。おかえり」

「あ……えっと、ただいま戻りました」

　釈然としない気持ちを抱きながら、ティアナはリストに挨拶を告げる。

「あの、今の人は？」

　おそらく聞かれたくなかったのだろう。

　ティアナが問いかけると、ほんの一瞬リストが嫌そうな顔をした。

「ごめん、妙なところを見せちゃったね。彼女はオストン伯爵家のご令嬢だよ。母が勝手に縁談を持ちかけちゃったみたいで。それでまあ、色々誤解して屋敷に来ちゃったらしいんだ」

「お母様が、勝手に縁談を？」

「うん。まあ、母も私が心配なんだろうけど。……ちょっと困った人なんだ」

　そういえば、リストの母親はアイトーン家の屋敷にいない。

　リストの父が亡くなっているのは知っているが、彼の母はどうして屋敷にいないのか。

「リスト様はお母様と仲が悪いのですか？」

「あー……まぁ、そうだね。父が死んでから、母はちょっと具合が悪くて。今は王都で療養してるんだ」

「ご病気なんですか？」

「まぁ、そんなところ。それよりもマルタナは？　一緒に戻ってきたんでしょ？」

　なんとなく、話をはぐらかされたような気がした。

　少しひっかかるものを覚えながら、ティアナはマルタナのことを思い出す。

「表に馬車が停まっていたので、街路樹に繋いであるんです。今、連れてきますね」

　ティアナはマルタナのところへと戻ると、手綱を引いて連れてくる。

　ちらりとリストの様子を窺うと、彼は完璧な笑顔を浮かべていた。

　ティアナはリストのことを優しい人間だと思っていたが、もしかしたら、意図的にティアナにはそういう顔を見せているだけなのかもしれない。

（舌打ちするリスト様なんて、初めて見たしなぁ）

　かなり驚いたが、幻滅するということはない。

　リストだって人間だ。苛立つこともあるのだろう。

　そういえば、前にリストがサハリー相手に愚痴を言っている姿を見たこともある。

　あのときリストがサハリーに向けていた笑顔は、ティアナが見たことがないものだった。

（もっと、色んな顔を私にも見せてくれればいいのに）

　ティアナがリストに本当の自分を隠しているように、リストだってティアナには本音を見せていないのかもしれない。

　けれど、それは何だか嫌だなと思った。

　リストの上辺だけでなく、もっと内面を知りたい。

　そのためには、まずティアナがきちんと本音で向き合わなければ。

「リスト様に話したいことがあります。どうか、私の話を聞いてくれませんか？」

　ティアナが改まって言うと、リストは軽く目を見開いてから、もちろんだと頷いた。







　マルタナを厩舎に預けてから、ティアナはメリッサの給仕で夕食を摂ることになった。

　本当はすぐにリストと話をしたかったのだが、彼には仕事がある。

　先に身支度を整えるようにメリッサに言われて、ティアナは湯あみを行った。

　ハオとケラコスの往復、長時間の乗馬で汚れた身体を洗い清める。

　けれども湯あみを終えてから、どんな服に着替えればいいのかティアナは迷った。

　以前は使用人の制服を着れば良かったが、仕事をするなと言われた以上、制服に着替えるのは不自然だろう。だからといって、リストと話をするのに、庶民が着るようなワンピースでいいのだろうか。

　何を着ればいいか迷うティアナの元に、メリッサが一着のドレスを持ってきた。

　先ほど屋敷に来ていた令嬢が着ていたような、パナテナ風のドレスである。

「ティアナ様、どうぞこちらに着替えを」

「こんなドレス……いったいどうしたんですか？」

「リスト様からの贈り物でございます」

　豪奢なドレスがリストからのプレゼントだと聞いて、ティアナは面食らう。

　ティアナはドレスに詳しくないが、どう見ても安い品ではない。

　使用人として働いたひと月の給与をまるまるつぎ込んでも、きっと買うことができないだろう。

　こんなものを貰っていいのかと躊躇ったが、せっかくの心遣いを無にするのも気がひける。

　あとでリストに礼を言おうと決めて、ティアナはドレスに着替えることにした。

　ドレスは明るい桃色で、小柄なティアナでもぴったりと着られるサイズだった。

　ふんわりと膨らんだスカートが愛らしく、着るだけで何だか胸がドキドキしてくる。

（これが、パナテナのドレスかぁ）

　パナテナの社交界の話を聞いて、淡い憧れがあった。

　重たくて動きにくいドレスは、どう考えても戦士の服ではない。

　ハオでは絶対に着ることができないだろうふわふわした装いに、胸がときめく。

「御髪も失礼いたします」

　櫛を取り出した彼女を見て、ティアナは首を左右に振った。

「そんな、勿体ないですよ。もう遅い時間ですし、あとは寝るだけなのに」

　窓の外はもう日が傾いている。

　こんな時間にめかし込んでも、すぐにまた髪を解かなければいけないのだ。

「リスト様との大事なお話があるのですよね？　では、きちんと正装いたしましょう。ドレスは女の武器なのですよ」

　こんな動きにくい服がどうして武器になるのか、ティアナにはさっぱり分からなかった。

　けれども、リストと話をするのに正装するというのは頷ける。

　ティアナは今から、パナテナの平民ではなく、ハオのイルモディとしてリストと対峙するのだ。

　であれば、できるだけきちんとした格好で出向くべきかもしれない。

　メリッサに髪を結ってもらい、薄く化粧を施してもらう。

　こんな風にお洒落をするのは初めてで、ティアナは始終落ち着かない気持ちでいた。

「とてもお綺麗になりましたね」

　メリッサに褒められて、恐る恐る鏡を見る。

　するとそこには、パナテナの令嬢にしか見えないティアナがいた。

　艶やかな黒髪は頭上で結い上げられ、細工の美しい小さな髪飾りが揺れている。

　頬紅で薄く色づいた頬は、健康的な肌をより艶やかに見せていた。

　明るい色のドレスはティアナの溌剌とした雰囲気に良く似合っており、これをリストが選んでくれたのだと思うと、何だか気恥ずかしいような気がした。

（急にこんな格好をして、リスト様に変だって思われないかな）

　ティアナが落ち着かない気持ちになったところで、隣の部屋の扉が開く音が聞こえた。

　どうやら、仕事を終えたリストが部屋へと戻って来たらしい。

「いいタイミングで戻られたようですね。さあ、リスト様のお部屋へ向かいましょうか」

　メリッサが何だか楽しそうな声でティアナを促す。

　リストの部屋に行かなければならないのは分かるが、この姿をリストに見せるのが恥ずかしくて、どうしても尻込みしてしまう。

「や、やっぱり、元の服に着替えてから……」

「何を言ってるんですか。せっかくお綺麗なんですから、リスト様にお見せしないと」

　メリッサに背中を押されて、ティアナはリストの部屋へと向かう。

　ティアナの部屋はリストの部屋と繋がっているが、今日は改まった話をするつもりだ。

　一度廊下に出てから、リストの部屋の扉をノックする。

「リスト様、ティアナです。入っても構いませんか？」

「もちろん。どうぞ、入って」

　ティアナは緊張しながら扉を開く。

　ソファーで寛いでいたらしいリストと目が会うと、彼は小さく息を呑んだ。

　そのまま食い入るように凝視されて、ティアナの顔が羞恥に染まる。

「あ、あの……やっぱり変でしょうか」

　自分にはこんな格好は似合わなかったのかもしれない。

　入室して扉を閉めたものの、ティアナはすぐにも逃げ出したい気持ちになった。

　ティアナが小声で問いかけると、リストはようやく呼吸を思い出したかのように口を開く。

「いや、すごく似合ってる。ちょっと、驚いてしまった」

「あ、ありがとうございます。こういう服を着たのは初めてで、どうも慣れなくて」

「本当に似合っているよ。すごく……綺麗だ」

　ストレートな褒め言葉に鼓動が速くなる。

　リストのような美しい男に綺麗だなんて言われると、何だか落ち着かない。

　リストは所在なさげなティアナに近づくと、その手を取って椅子までエスコートする。

　その仕草がいちいち優雅で、何だかティアナまでパナテナの貴族になった気分だ。

　ティアナはテーブルを挟んで、リストの正面に座る。

　腰を下ろしたあともじっと見つめられて、まともにリストの顔が見られなくなった。

「ドレス、ご用意してくださってありがとうございます」

「こっちこそ着てくれてありがとう。似合うだろうなって思って選んだんだけど、想像以上だった」

　ティアナのことを考えながら選んでくれたのだと思うと、何だか嬉しくなる。

　だが、喜んでばかりもいられない。

　今からティアナは、騙していたことをリストに告白しなければいけないのだから。

「リスト様、私のためにお時間を取ってくださってありがとうございます」

「気にしないで。故郷に戻って、家族と話はできた？」

「はい。父はあいにく不在だったのですが、兄とゆっくり話せました」

　リストはきっとエボサの村を想像しているのだろう。

　だが、ティアナが戻ったのはエボサではなくハオである。まず、それを打ち明けないと。

　真実を話すのは勇気がいる。

　ティアナはぐっと腹に力を込めて、姿勢を正した。

「リスト様。私はリスト様に謝罪しなければいけないことがあります」

　前置きをすると、心なしかリストも真剣な面持ちになった。

　彼はじっとティアナを見つめながら、続きの言葉を待っている。

「私はずっとリスト様に嘘を吐いていました。私の出身地はエボサではありません。私はティアナ・イルハオモディ。オーティア連合国、ハオ族のイルモディなんです」

　ゆっくりとティアナは己の身分を明かす。

　リストの反応を知りたくてじっと彼を見つめるが、押し黙る美しい顔からは何の感情も読み取ることができなかった。

「事情があって、パナテナの平民と偽ってこのお屋敷に入り込みました。騙していて、本当に申し訳ありません」

「謝罪はいいよ。それより、その事情というのを教えてくれない？」

　返って来たリストの声は、ティアナの予想よりずっと穏やかだった。

　リストが怒っていないことに安堵して、ティアナは事情を説明する。

「リスト様もご存知の通り、オーティアとパナテナは休戦状態にあります。それをよしとせず、開戦を望む勢力がオーティア内にはありました。その筆頭がアバ族です。父……ハオ族長はアバ族を説得しようとしましたが、アバ族の意志は固く、放っておけば何をするか分からない状態でした。単独で宣戦布告をしたり、パナテナとの関係を悪化させるような行為をしては不味いと思い、ハオ族はアバ族に協力をするフリをして、アバ族のガス抜きを計ることにしたんです」

　ティアナはその一環として、リストの暗殺計画のことを話した。

「暗殺という体ではありましたが、リスト様に危害を加えるつもりは一切ありませんでした。使用人として屋敷に潜り込んで、リスト様にあまり関わらずに時間を稼ぐつもりだったんです」

「……なるほどね。それで、私が君に近づくと、あんなにも嫌そうにしていたわけだ」

　嫌そうにしていたと指摘されて、ティアナの頬がヒクリと動いた。

　顔に出していたつもりはなかったのだが、リストにはバレていたらしい。

「嫌というか……困っていたんです。っていうか、それが分かっていて近づいたんですか？」

　ティアナが嫌がっているのを知ったうえで給仕に指名したのだと分かって、ティアナはジトっとリストを睨む。

「ごめんね。避けられると、余計に気になってしまって」

　謝罪を口にしながらも、リストは少しも悪びれた様子がない。

　薄々思っていたのだが、リストは実はかなり意地悪なのではないだろうか。

「リスト様が私を好きだと言ってくれたときは、正直、とても困りました。私は嘘を吐いてこの屋敷に来ていましたし、そういった事情からリスト様に近づくのを避けたかったんです。いくら求められても、リスト様の気持ちに応えることはできないと思いました」

　ティアナの言葉を聞いて、リストはぴくりと眉を跳ね上げる。

「応えることはできないと思っていた、か。過去形で話すんだ？」

　気づいて欲しくない点を指摘されて、ティアナはウッと言葉に詰まる。

　そう、過去形なのだ。過去形になってしまった。

「……過去形、です。今はまた、ちょっと違う考えを持ってます」

　顔を赤らめながら唇を尖らせると、リスト様が破顔した。

　その顔は以前サハリーに見せていたような柔らかな笑顔で、ドキリと胸がときめく。

「ちょっと安心した。私のこと、少しはいいと思ってくれてるんだ？」

「少しはって……私、リスト様を好きだって言ったと思うんですが」

　媚薬のときに言った言葉を持ち出すと、リストはかぶりをふる。

「でも、あれは嘘でしょう？」

「え、どうして……」

　言い当てられて、目を丸くする。

　たしかに、あのときの告白は、その場しのぎの出まかせだった。

「分かるよ。君、嘘が下手だなって思うし」

　まさかバレていたとは思いもしなかった。

　嘘の気持ちを伝えてしまったことが気まずくて、ティアナは慌てて言い訳をする。

「そのっ、あのときはどうにか誤魔化さなければと必死で……私、本当は媚薬を盛るつもりなんてなかったんです」

　ティアナはあの日の計画についてリストに話す。

　本当はリストに毒を盛って、その毒を自分で飲むはずだったこと。

　けれど、なぜか毒だと思っていた小瓶の中身が、媚薬にすり替わっていたことを説明する。

「あんな風になる予定なんてなくて、言い訳をしなければって、必死で」

「それで、その気もないのに、私を好きだなんて言ったんだ」

「……ごめんなさい」

　ティアナに好意を抱いてくれた相手に、残酷な嘘を言ったと思う。

　ティアナが申し訳ない気持ちでいると、リストは気にしないでと微笑んだ。

「いいよ。私も君が嘘を言ってると気づきながらも、それを利用して色々したわけだし」

　リストは両想いだからとティアナを強引に抱き、あげく恋人という立場にしてしまった。

　ティアナの嘘に気づいていたのだとすれば、なかなか酷いのではないだろうか。

「リスト様って……見た目によらず、案外、したたかですよね？」

「私はどうも、優しそうに見えるらしくてね。穏やかな口調を心がけて、常に笑顔でいるようにしたら、優しい人間なんだろうって周囲が勝手に誤解してくれるんだ」

　穏やかな笑顔でそんなことを言われて、ティアナは微妙な顔をした。

　つまり、本音を隠すために、リストは常に仮面のような笑顔を貼りつけているのだろう。

「それ、私に言っていいんですか？」

「君は自分の正体を打ち明けてくれたでしょう？　だったら、私も少しだけ素直になろうかなって」

　そこまで言ってから、リストは探るようにティアナを見つめる。

「私はけっこう卑怯な人間だよ。……幻滅した？」

　ティアナは首を左右に振った。

　リストがずっと取り繕った姿を周囲に見せているのは、薄々感じ取っていた。

　けれど、そのことで彼のことが嫌になったかと問われると、全然そうは思えない。

　──むしろ。

「リスト様の本音が聞けて、嬉しいなって思いました」

　ティアナが思ったことを告げると、リストはぽかんと口を開く。

「……まさか、そんなことを言われると思わなかった」

　リストがふいっと横を向く。

　その頬が微かに朱色に染まっていることに気づいて、ティアナは少し驚いた。

「もしかして、リスト様照れてます？」

「そういうのは、気づいても言わないの」

　恨めしそうに睨まれて、ティアナはふふっと噴き出してしまった。

　拗ねたようなリストの口調が意外過ぎる。

　それが何だか可愛くて、クスクスと笑いが止まらなくなっていると、リストはじっと笑うティアナの顔を見つめていた。

　その視線に気づいて、笑顔が引っ込んだ。

「な、なんですか？」

「いや……やっと私のことで笑ったなって思って」

　リストの言葉の意味が分からず、ティアナは首をかしげる。

「君、ずっと私を警戒していたでしょ。いくら口説いても、怯えるばかりで笑わないし、困った顔ばかりするし。君がそんな風に笑っていたのって、馬の話をするときくらいだったから」

「そう……でしたか？」

「そうだったよ。けっこう女性にモテると思っていたのに、自信をなくすところだった」

　たしかにリストに話しかけられると、ティアナはいつも困っていた気がする。

　けれど、それは口説かれ慣れていないからだ。

　あんな風に迫られれば、誰だって困ってしまうだろう。

「それは、リスト様が悪いんですよ。困ってしまうようなことばかり言うから……」

「ごめんね。でも、今はもう口説いてもいいんだよね？」

「え？」

「だって、君は私に事情を話してくれたでしょう？　それってつまり、もう私から距離を取る必要がないってことだよね」

　リストの言う通りだった。

　なにせ、ティアナはリストの気持ちを受け入れる覚悟を決めて戻って来たのだ。

　けれども自ら「はい、そうです」と頷くのは、口説いてくださいと言っているようで恥ずかしい。

「リ、リスト様は怒ってないんですか？　私はハオのイルモディなんですよ。ずっとリスト様を騙していたし、殺すつもりはなかったとはいえ、リスト様に毒まで盛ろうとしたんです。それなのに、今までと同じ態度でいいんですか？」

　頷く代わりに、ティアナは気になっていたことを問いかけた。

　ティアナの告白を聞いても、彼は以前と変わらない。騙されていたと腹が立ったりしないのだろうか。

「ティアナは態度を変えて欲しいの？」

「そうじゃありませんが……怒ったりとか、罰したりとかしないのかなって」

　害をなすつもりはなかったとはいえ、間者として屋敷に潜り込んだのだ。

　罰されても仕方がないことをしたと思っている。

　ティアナが神妙な顔でそう言うと、リストはふぅんと呟いて、じっとティアナの顔を見つめた。

「分かった。それじゃあティアナには、罰を受けてもらおうかな」

　閃いたようにそう言って、リストの口元が楽しそうにニヤリと歪んだ。







　ギシリとベッドが軋む音がする。

　ティアナの視界は布で塞がれていて、ハンカチで固く結ばれた両手は動かすことができない。

　視界はほぼ真っ暗だが、布越しに見える明暗で、リストがティアナの間近ににじり寄っていることが分かった。

「あ、あの、リスト様。何をなさるおつもりですか……？」

　罰を受けろと言われたティアナは、リストによって腕を拘束されたあと、布で目隠しをされた。

　罪人を拘束するのは理解できる。情報を遮断するという意味では、目隠しも分からなくもない。

　けれど、リストはその後ティアナの身体を抱き上げると、牢に連れていくでもなく、ベッドの上にそっと移動させたのだ。

「何ってお仕置きだよ。罰してもいいってことだったからね。好きにさせてもらおうと思って」

「好きにって、いったい何を……んっ、むぅ……」

　柔らかい感触で唇を塞がれる。

　直後にぬるりとした舌が口内に入り込んできて、キスをされているのだと理解した。

　咄嗟に抵抗しようと腕を上げるが、縛られた両手はぴくりとも動かすことはできない。

「ふぅ……んっ、んっ……ふぁ」

　顎を掴まれ、一方的に口内をもてあそばれる。

　自由に動く舌で彼の舌を押し出そうとすれば、さらに絡めとられて翻弄されるだけだった。

　唾液の絡まる、ぴちゃぴちゃという音が耳を辱める。

　キスの合間に、リストの熱い吐息が唇にかかった。

　たっぷりと時間をかけて口内をなぶられると、ようやく唇が離れていく。

　ティアナは息も絶え絶えになりながら、リストに抗議した。

「リスト様。あの、罰ってもしかして……」

「ベッドの上で行うお仕置きって言ったら、ひとつしかないでしょ？」

　耳元でリストがくすりと笑う。

　色気のある声に煽られて、ティアナの鼓動が速まった。

　ここまで示唆されれば、さすがに分かる。

　リストは媚薬を飲んだときと同じことを、ティアナにしようとしているのだ。

「あの、私はそんなつもりではなくて……ひゃん！」

　ペロリと首筋を舐められる。

　柔らかなリストの髪が首元を撫でた。

「じゃあ、どんな罰を受けるつもりだったの？」

「それは……む、鞭打ちとか？」

「うーん。あいにく私は女性を鞭打つ趣味はないなぁ。君をイジめるなら、もっと別の方法がいい」

　不穏なことを呟きながら、リストの唇がティアナの首元を辿った。

「わ、私、イジめられるんですか？」

「優しくしてあげたいけど。ティアナって、妙に嗜虐心を煽るよね」

「ひゃっ！」

　カリッと、リストがティアナの鎖骨に歯を立てる。

　ほんの少しのチクリとした痛みのあと、今度は舌で優しく舐められた。

　じわじわとなぶられているようで、ドキドキする。

　何をされるか怖いけれど、そこには仄かな期待も混ざっているのだ。

　リストに抱かれたときの記憶が蘇り、身体の奥が熱くなってくる。

　恥ずかしいけれど、嫌だという感情はなかった。

「お、お手柔らかにお願いします」

　ティアナが受け入れる言葉を告げると、首元でリストが破顔する気配がした。

「分かったよ。優しくイジめてあげる」

「ひゃ……ん、あっ……」

　大きく開いたドレスのデコルテに、リストの唇が落ちて来る。

　彼は繰り返し胸元にキスをしてから、軽くティアナの肩を押した。

　ティアナの身体がドサリとベッドに倒れこむ。

　後ろ手に縛られているティアナには、何の抵抗もできなかった。

「贈ったドレスを脱がすのって、征服感があっていいね。すごく似合ってるから、脱がせるのが勿体ない気もするけど」

　楽しそうに呟きながら、リストはティアナのドレスに手をかけた。

　スルスルと紐を解いて、器用にドレスを脱がしていく。

　あっという間に重たい布が足から抜き取られて、コルセットの紐も解かれてしまった。

「リ、リスト様。どこまで脱がせるのですか？」

「どこまでって、もちろん全部だよ」

　コルセットがはぎ取られ、夏の夜の暖かな空気がティアナの肌を撫でた。

　リストの手がティアナの下着にかかる。

　あっという間にすべての布が取り去られて、ティアナはとんでもない羞恥に襲われた。

（い、今、私……リスト様に裸を見られてる？）

　目隠しをしているので、詳細な状況が分からない。

　ほぅっと、リストが息を吐く音が聞こえた。

　リストはティアナの身体を見つめているのだろうか。

　今すぐ身体を隠してしまいたいが、縛られた腕ではそれもできない。

　せめてもの抵抗として、ティアナはぴたりと膝を閉じて足をすり合わせた。

「ティアナ、すごく綺麗だ」

　ギシリとベッドが鳴って、リストが動いたのが分かった。

　視界が奪われているので、次に何をされるのか予想ができない。

「前はあんな状況だったし、ろくに服も脱がせずにしちゃったでしょ？　君の身体がちゃんと見れなかったこと、後悔してたんだ」

　すぐ近くでリストの気配がした。

　喋る吐息が胸元にかかるほどの距離で観察されているのだと分かって、ティアナは緊張で身体を硬くする。

「前も思ったけど、背は低いのに胸は意外と大きいんだよね。ハオ族なのに、パナテナ人みたいな肌の色」

　リストの指先が胸元に触れた。

　膨らみを避けるようにして、ぐるりと胸の輪郭をなぞる。

「そ、祖母がパナテナ人なので。私は祖母に似たんです」

「ああ、そうなんだ。色素が薄いのかな。ここも綺麗な桜色で、ほんと可愛い」

「ひゃんっ！」

　リストの指先が、ピンッと胸の先端を弾いた。

　けれどもそれは一瞬のことで、すぐにリストの気配は離れていく。

「ティアナはハオ族だもんね。ちゃんと訓練してるんだなって分かる身体つきだ」

　リストの手は、今度はやわやわとティアナの胸を揉み始めた。

　身体の特徴を解説されながら触られるのは、恥ずかしくてたまらない。

「リスト様……あんまり見ないでください」

「それは聞けないな。私はもっとティアナを見たい」

「な、ならせめて、感想を口に出すのはやめてください」

　視界が塞がれているというのに、リストがいちいち口に出すから、どこを見られているのか分かってしまうのだ。

「仕方がないな。なら、口を塞ぐことにするよ」

「そうしてくださ……え、ひゃぁぁんっ！」

　ぬるりとした感触が胸を這って、ティアナは大きな声を上げた。

　温かいリストの舌が、ぐるりとティアナの乳輪をなぞった。

　まさかいきなり胸を舐められるとは思っておらず、ティアナはびくんと身体を跳ねさせる。

「あんっ……あっ、リスト様っ、んんっ」

　ちゅっと音を立てて、リストがティアナの乳頭に吸いついた。

　そのまま舌先で粒を転がされて、ティアナは快楽に身を捩る。

　感想を口にしないで欲しいと言ったが、こんなことをされるなら、喋ってくれていた方が気が楽だった。

「リスト様、それダメぇ、ああっ」

　胸を舐められながら、反対側の胸にも刺激が増える。

　リストが指先で先端をコリコリと引っ掻き始めたのだ。

　視界が塞がれている分、身体の感覚が敏感になっている気がする。

　ぬるりとした舌の感触が、気持ち良くてたまらない。

　強い快楽から逃れたくて身を捩るけれど、縛られた腕がギシリと痛んだだけだった。

「ダメって反応じゃないよ。ほら、ここも、もう硬くなってきてる」

　からかうように笑って、リストはキュッと指先で先端を摘まんだ。

　目隠しをされていても、その部分が愛撫に反応して、硬くなってしまっているのが分かる。

「ぅん、あっ……ひぃん……ああっ……」

　リストは口や指を使って、ことさら丁寧に胸を愛撫した。

　敏感な粒をいじられると、じんわりとした快楽が腹の奥へと溜っていく。

　ティアナは無意識のうちに、内ももをすり合わせていた。

　その反応に気づいたのか、リストの手がティアナの足へと移動する。

「じゃあ、次はこっちね」

「え、ひゃああっ！」

　リストは強い力でティアナの両膝を掴むと、折り曲げるようにして大きく左右に割り開く。

　両足を広げられ、秘部が湿った空気に晒された。

「リ、リスト様、こんな体勢は……ゃぁっん！」

　抗議の言葉は最後まで紡げなかった。

　ぬるりと温かい感触が、ティアナの割れ目を舐め上げたからだ。

（リスト様に、舐められている!?）

　胸だけでなく、まさかそんな場所まで舐められるとは思わず、ティアナは咄嗟に腰を引いて逃げようとした。

「リスト様、んっ、あっ、ダメです、そんな場所……ひゃんっ！」

　やめさせたいのに、縛られた腕ではろくな抵抗ができない。

　せめて足をばたつかせるが、そんなことではリストを止めることはできなかった。

「リスト様っ、ダメ……それっ、き、汚いから……ああっ」

「汚くないよ。美味しい」

「ひっ、やぁあ！」

　そんな場所が美味しいはずがない。

　だというのに、リストはまるで蜜でも舐めるかのように、何度も何度も舌を往復させる。

　羞恥で頭がどうにかなってしまいそうだ。

　こんなの恥ずかしすぎるのに、身体はどうしようもなく、リストの愛撫に反応してしまう。

　どろりと中心から、液があふれた。

　くちゅくちゅと煩い水音は、リストの唾液だけではない。

「ひゃん、やぁ、ああっ……ひぃっ、あっ」

　リストの舌が蠢くたびに、ティアナの口から甘い声が出るのが止まらない。

　柔らかな舌が小さな粒を押しつぶす。

　かと思えば、今度はその場所に吸いついた。

「ひゃぁあっ、あっん、それダメ、ああああっ！」

　強い刺激が身体を走り抜けて、目の奥が一瞬チカチカとする。

　それと同時に、ティアナの秘部からぷしゅっと勢いよく液体が噴き出した。

　がくがくと腰が震えて、ティアナの身体から力が抜ける。

　ティアナが達したのを確認して、ようやくリストの顔がそこから離れた。

「可愛いね。私に舐められて達してしまった？」

　くすっとリストが笑う気配がする。ティアナは恥ずかしくてたまらなかった。

　前回は媚薬のせいだと言い訳ができた。けれども、今は薬なんて入っていない。

　ただリストに高められて、どうしようもなく感じてしまったのだ。

　そんなつもりはなかったのに、何だか、自分がとても淫乱な人間になってしまったようだ。

「リスト様の意地悪！　ダメだって言ったのに」

「でも、気持ち良かったでしょう？」

「それは……き、気持ち良かった……ですけど……」

　思い切り達してしまったのだ。取り繕っても無駄だろう。

　それでも、とても恥ずかしかったし、やはり何も見えないのは少し怖い。

　ティアナがしゅんと項垂れると、慰めるようにリストの手が頬に触れた。

「ごめん。ほら、目隠しは取ってあげるから」

　しゅるりと布が解かれて、視界が開けた。

　ティアナを見つめるリストの目が、愛おしそうに細められている。

　その顔を見てしまえば、些細な不満が吹き飛んでしまった。

（ああ、悔しいな。こんな風に意地悪されても、やっぱりリスト様が好きなんだ）

「リスト様、腕も解いてください」

「うーん……そっちはダメ」

「どうしてですか？」

「抵抗されると嫌だから」

　リストは軽く唇を尖らせた。

　抵抗なんてしないのに。

　この期に及んで、リストはティアナが逃げるとでも思っているのだろうか。

　そこまで考えて、ティアナは自分がリストに気持ちを伝えていないことに気がついた。

　薬を盛った言い訳として好きだとは言ったが、あれは嘘だとリストは見抜いている。

「リスト様、抵抗しないので腕を解いてください」

「解いたら、私から逃げるでしょう？」

「逃げませんよ」

　ティアナはやはり、自分の気持ちが少しも彼に伝わっていないのだと気づく。

　考えてみればそれも当然だ。

　ティアナは何かと理由をつけて、リストのことを避け続けていたのだから。

「リスト様を抱きしめたいので、腕を解いてください」

「え……？」

　リストは本当かと疑うようにティアナを見つめた。

　ティアナがじっとリストを見つめ返すと、彼はしぶしぶと言った様子でティアナの拘束を解く。

　やっと自由になった両手で、ティアナは宣言通りリストの身体を抱きしめた。

　ティアナの腕の中で、リストが緊張したように身体を硬くする。

「リスト様、好きです」

　ぱっと、リストが顔を上げた。

　信じられないという顔をしてから、言葉の真偽を確認するようにティアナを見つめる。

「……それ、本当に？」

「本当ですよ。リスト様のことが好きだから、全部、打ち明けようと思ったんです」

　本当の自分を知って欲しかった。

　そのうえで、好きだと言ってもらいたかった。

「リスト様はどうなんですか。ハオのイルモディである私のことは、好きになれませんか？」

　おそらく否定してくれるだろうと思いながらも、少し不安だ。

　リストはハオ族のティアナのことも、受け入れてくれるのだろうか。

「……好きだよ」

　短い告白。ほんのりと赤らんだリストの目が、まっすぐティアナに向いている。

「君は……ほんっと私になびいてくれなくて。腹が立つくらい……好きだ」

　どこか拗ねたような言葉。

　それなのに、今までで一番ティアナの胸に響いた。

　衝動のままに、ティアナはリストに口づける。

　ティアナの口づけを受け入れて、リストもティアナを抱きしめ返した。

　多幸感で胸の中が満ち足りていく。

　もっと、リストとひとつになりたい。

「ティアナ、このまま抱くよ」

　ティアナの心を読んだかのようにリストが宣言して、自らの衣服を脱いだ。

　露わになったリストの逞しい身体に、ティアナはどきどきした。

　以前は少しも余裕がなかったし、リストも衣服をちゃんと脱がないままでの交合だった。

　だから、こうしてまじまじと彼の身体を見るのは初めてである。

　リストは女性めいた中性的な容姿で、線の細い印象がある。

　けれども、衣服の下には逞しい筋肉がしっかりとついていて、引き締まっていて格好いい。

「なに、まじまじと見て」

「え、いえ、その……きちんと鍛えてらっしゃるなって思って」

　ティアナが顔を赤らめると、リストはふっと口元を歪めた。

「ああ、ティアナは逞しい男がいいんだっけ。私はお眼鏡にかなった？」

「え？」

　逞しい男が好きだなんて言っただろうか。

　どちらかといえば、ティアナはリストのように中性的で綺麗な男が好きだ。

「ハオの戦士ほどではなくとも、私もそれなりに鍛えてるんだよ」

　言いながら衣服を脱ぎ捨てて、ティアナをベッドへと押し倒す。

　どこからハオの戦士の話が出て来たのか疑問に思ったが、膣口に猛りを押し当てられては、余計なことを考えられなくなった。

「挿れるよ」

「あっ……」

　切先が内側へと潜り込む。隘路を割られていく感覚に、背中がぞくぞくと震えた。

　一度目は媚薬の熱に侵されて無我夢中であったが、今回はリストの熱を感じる余裕がある。

「っ……は……っ」

　ティアナの奥へと潜り込みながら、リストが切なげな声を吐き出した。

　恍惚とした顔はドキリとするほど色っぽく、こんなときだというのに見惚れてしまう。

　ティアナがリストの顔を見つめていると、半ばまで入り込んだ彼が動きを止めた。

「何だか、余裕そうだね？」

「そ、そんなことありませんよ！」

　前回に比べると理性が残っているが、決して余裕というわけではない。

　鼓動は馬鹿みたいに速くなっているし、内側を埋められる感覚にはまだ慣れない。

「ふぅん？　まあ、すぐに余裕なんてなくしてあげるけど」

　リストの目が攻撃的に細まる。瞬間、いっきに最奥まで貫かれた。

　衝撃でティアナが背を反らせると、そのまま彼は激しく腰を前後させる。

「あぁん、ひぃっ、あん、あああっ、んんっ！」

　リストの宣言通り、あっという間に余裕は吹き飛んだ。

　内側を激しく掻きまわされて、ティアナは無様に喘ぐことしかできなくなる。

　急な刺激に抗うように、ティアナは近くにあったシーツをぎゅっと掴む。

　リストが顔を寄せて、興奮した荒い吐息が耳にかかった。

「君のその必死な顔、たまんない。もっと無茶苦茶にしてやりたくなる」

　腰を突き入れながら、リストの掌が身体を這った。

　キュッと胸の先を摘ままれて、ティアナはひぃんと悲鳴を上げる。

　ティアナの反応に気を良くしたのか、リストはコリコリとそこを指で転がし始める。

「あんっ、ふあぁ、ひゃっ、リスト様ぁ、それダメ、ああっ」

　強すぎる刺激から逃れたくてティアナは首を左右に振るが、リストはティアナを攻める手を緩めない。

「ダメじゃあないよね。こうやって摘まむと、さっきから、私をぎゅうぎゅう締めてる」

「ひっ、あぁ……んんっ、あっ、ぁん、ああっ！」

　トントンと膣壁を叩かれながら、指でキュッと胸を刺激される。

　どちらの刺激もたまらなく気持ち良くて、ティアナは快楽を強請るように、リストの屹立を何度も締めつけてしまう。

「ひぃん、リスト様っ、そんな激しいの……すぐ、イっちゃうから、あんっ！」

「いいよ、イって。ティアナが達してるところが見たい」

　ティアナを追い詰めるように、リストの動きが速まった。

　ぎしぎしとベッドが悲鳴を上げる。

　小刻みに腰を揺らして刺激を送り込まれると、快楽の塊が腹の奥で膨らんでいく。

　限界まで膨らんだそれを弾けさせようと、リストがティアナの最奥をぐりっと突いた。

「ひっ、あああ、イっちゃう、あんっ、ああああっ！」

　激しい快楽の波に飲み込まれないよう、ティアナは目の前にあるリストの身体に縋りついた。

　汗ばんだ身体を抱きしめながら、甘い痺れが身体中を走り抜ける感覚に耐える。

　強い波が去ると同時に、ふっと身体が弛緩した。

　その隙をついて、リストはティアナの上半身を持ち上げる。

「……え？」

　絶頂の余韻が残る中、繋がったまま対面した状態にされた。

「こうした方が、ぴったりと身体がくっつくでしょ？」

　リストの腕が背中に回る。彼の逞しい胸板に、ぴたりと胸が密着した。

（あ……これ、好きかも……）

　最奥で深く繋がったまま、リストに抱きしめられるのは心地良かった。

　リストの身体から、ドクドクと速い鼓動の音が聞こえる。

　自分と同じくらい速くなったその音は、ティアナのことを好きだと告げてくれているみたいだった。

「ティアナ」

　名前を呼ばれて顔を上げる。すぐ近くに、興奮して潤んだリストの顔があった。

　どちらからともなく顔が近づき、唇が深く重なる。

　ふたりの境界が分からなくなって、このままドロドロに溶けあっていくような心地がした。

「ふっ……んっ、あぁ……」

　口づけをしたまま、ゆっくりと、再びリストの腰が動き始める。

　強い快楽ではないのに、とても満ち足りた気分になる。

「リスト様……」

　口づけの合間に名前を呼ぶ。背に回った彼の手が、優しく身体を撫でた。

　先ほどのような激しさはないが、彼と気持ちが通い合っているのだと実感できるような、温かい交わりだった。

　身体を揺らすたびに甘い快楽が幸福をともなって、胸の奥を満たしていく。

　好きだと伝える代わりに、ティアナからも腰を揺らした。

　やがてそれは、互いに求め合うように激しくなっていく。

「はぁ……ん、……ティアナ……っん」

　唇を吸い合い、解け合っていく。

　身体を揺らしながらでは、上手くキスができない。

　それでも彼と繋がりたくて、不格好な口づけを繰り返す。

　吐き出す息が荒くなる。

　もどかしくなったらしいリストが再びティアナを押し倒し、激しく腰を突き動かし始めた。

「はっ、はぁ、はっ、ティアナ、ティアナ」

　繰り返し名前を呼びながら、ティアナの奥深くに快楽を刻みつける。

　どうしようもなく幸せな気持ちになって、ティアナはぎゅっと彼の背に腕を回した。

「あんっ、あっ、リスト様、ああっ……」

　再び快楽が高まっていく。リストも限界が近いのか、激しく腰を突き入れながら、キュッと眉根に力を入れた。

　達する直前、再び唇が重なった。抱きしめる腕に力がこもる。

　ぴたりと隙間なく繋がりながら、縺れるようにして悦楽の海に落ちた。

　リストが小刻みに震え、ティアナの中に精を放つ。

　それを感じながら、ティアナは甘く幸せな絶頂に酔いしれた。

　雲の上に昇ったような、ふわふわとした感覚。

　けれどもそこからすぐに引き戻されて、どさりとベッドに落下する。

　心地良い疲労と倦怠感が身体を襲う。

　幸せな余韻の中で、ティアナはリストに抱きしめられていた。

「ティアナ……好きだよ」

　髪にキスをされて、ティアナはたまらない気持ちになった。

　リストが好きだ。どうしようもなく、彼が好き。

　恋とはこんなにも、幸せになれるものだったのかと驚く。

　この感情を少しでも伝えたくて、ティアナは再びリストに口づけた。

　軽い口づけを交わしたまま、無言で互いの身体を抱きしめ合う。

「ティアナ、私の妻になってくれる？　もう、何者でも構わないから。……ただ、君が欲しいんだ」

　小声で請われた言葉を拒絶する理由なんてない。

　ティアナも、この先ずっとリストと共に生きたいと望んでいるのだ。

「はい。私を、リスト様の妻にしてください」

　ティアナが頷くと、幸せそうにリストが笑った。

　取り繕った美しい笑みではなく、花が綻ぶような柔らかな笑顔を見て、自然とティアナの口にも笑みが浮かんだ。








アバ族の暗躍









　ティアナがリストにすべてを打ち明けてから、一週間が経過した。

　執務室にある机を挟んで、ティアナはリストと向かい合っていた。

　隠していたことをリストに伝え、晴れて両想いになれたティアナであったが、これで一件落着というわけにはいかない。

　リストの妻になると言ったティアナだったが、ハオ族のイルモディであるティアナと、パナテナ貴族のリストの婚姻には、片付けなければならない問題が山ほどあった。

　パナテナには他国の人間との結婚を禁じる法はない。

　敵国であるティアナがリストの妻になることは可能だが、当然ながら反発も多いだろう。

　ティアナとリストの婚姻を反対するだろうと思われる筆頭が、リストの母親だった。

　リストの母は、五年前に夫を戦争で亡くしてからオーティアをとても憎んでいるらしい。

　オーティアの話題が出るだけで錯乱するような状態で、国境に近いケラコスの街に留まるのは危険だと判断したリストが、無理やり王都で療養をさせているのだとか。

　彼女は再び戦争が起き、今度はリストが死んでしまうのではないかと恐れているらしく、国内の有力貴族の娘を娶らせて、戦争が起きてもリストが自ら出陣しなくて済むように画策を行っているらしい。

　以前屋敷に来ていた貴族令嬢も、リストとの婚約をさせてあげると、彼女が妙なことを吹き込んだ結果だったようだ。

「ハオ族のイルモディと結婚するなんて言えば、大反対されそうですね」

　敵国同士の人間が結びつくのだ。

　色々と問題はあるだろうと予想していたが、リストの家族に反対されるのは悲しいものがある。

「母のことは気にしなくてもいいよ。私は父の跡を継いで、ケラコス領主としてこの地を守ることを誇りに思っている。だけど、母は私が危険なこの地で領主をすることに反対なんだ。別の人間に領地を譲ればいいとまで言ったことさえある」

　どうやら、リストと彼の母の仲は険悪らしい。

　領主として土地を守ることに誇りを持つリストと、土地などどうでもいいから、リストに無事でいて欲しい彼の母の想いは相いれないのだろう。

「いや、気にしないわけにはいかないですよね？」

「そうでもないよ。土地を離れて療養中の母には何の力もない。反対したところで、私が決めたことを覆すことなんてできないんだから」

　そうなのだとしても、挨拶もしないというわけにはいかないだろう。

　認めてもらえなくても、せめて礼を尽くすべきなのではないだろうか。

「まだ確認は取っていないけれど、パナテナ王はこの結婚に賛成だと思う。オーティアとの関係を憂いてらしたからね。君を娶ることで少しでもオーティアとの関係が改善されるなら、喜んでくれるんじゃないかな」

　国王が賛成しているならば、他の貴族も文句は言わないだろうというのがリストの見解だった。

　どうやらパナテナ国王も、リストと同じくオーティアとの関係改善を望んでいるらしい。

「パナテナ国内については、こんな感じだね。オーティア側は君が私に嫁ぐことをどう受け止めているの？」

「オーティアは少し複雑ですね。パナテナと違って王がいるわけではないので、部族ごとに意見が分かれます」

　オーティア連合国は各部族がそれぞれ自治を行っている。

　共通の法があったり、互いに助け合ったりはするが、抱える事情が異なるためになかなか一枚岩にはなれないのだ。

「前にも言った通り、ハオ族はパナテナとの関係改善に賛成しています。ですが、アバ族のように強固に開戦を訴える部族もいるんです。そういう部族は、私がリスト様に嫁ぐのを反対すると思います」

　父はオーティア内の各部族へと赴き、開戦派を抑えようと色々と画策しているらしい。

　オーティア全体では、開戦よりも和平を望む声の方が多いように感じる。

　ティアナがリストに嫁ぐことになれば、その気運はもっと高まるだろう。

「ただ、アバ族はハオ族が味方だと思っていますから。裏切られたと知れば、何をしてくるか分かりません」

　暗殺者として向かったティアナが、リストに嫁ぐことになったと知れば、アバ族とハオ族の関係悪化は免れないだろう。

　ティアナは十分時間を稼いだと思うが、その間にアバ族の矛を収める術を父が見つけてくれているといいのだけれど。

「ティアナが私と通じたことを、アバ族はもう知っているの？」

「どうでしょうか。ケラコスの街に密偵を多く潜り込ませているみたいなので、噂から屋敷の様子はある程度把握していると思います。私がリスト様の恋人扱いを受けていることはバレていると思いますが、暗殺のために近づいていると思ってくれているかも」

　だとしても、誤魔化せるのはあと数日といったところだろう。

　恋人になるほど近づいているのに、暗殺する気配がないと分かれば怪しまれる。

　父も色々と画策しているようだから、そちらの動きからハオ族が開戦を望んでいないことが、アバ族に露見することもあるかもしれない。

「なるほどね。私は近いうちに王都に行って、和議について国王に相談しようと思う。できればそのときに、オーティア側の人間も居てくれると嬉しいのだけれど」

「であれば、兄様がいいと思います。族長である父よりも身軽ですし、兄様はほぼ次の族長に内定しているので、私と違ってハオ族の信頼も厚いんです」

　ティアナの背中も押してくれたし、パルコならば相談すれば上手くやってくれるだろう。

　リストは頷いて、ハオ族に送る手紙を書いていく。

「ティアナのお兄さんか。できることなら、ハオ族長に会って、君を娶る挨拶をしたいな」

「それは……和議が開かれるまでは難しいかもしれません」

　リストがハオに出向くのも、ティアナの父がケラコスに来るのも、現状では難しいだろう。

　族長はイルモディよりもずっと責任が重く、大事にされているのだ。

　のこのこと国境を越えて何か起きれば、大問題になってしまう。

「もし和議が実現すれば、その場には父も参加することになると思いますが」

「なるほど。なら、きちんと挨拶を済ませるためにも、和議は成功させないとね」

　ティアナに向かってリストがにこりと笑う。話し合いはひとまずここまでだ。

　まだ仕事が残っているリストを残して、ティアナは執務室を辞した。

　廊下の窓から明るい光が差し込んでいる。

　まだ昼下がりだが、使用人の任を解かれたティアナがやるべきことはない。

　部屋に戻って、パナテナの勉強でもしようかな。

　リストの妻になると決めた今、ティアナが学ばなければならないことは山ほどあった。

　パナテナ貴族の習慣や歴史、マナーなど。

　言語だって基本は同じだが、一部単語や言葉遣い、発音のなまりが違っている部分もある。

　これからパナテナで生活するなら、覚えていかなければならないだろう。

　そうと決めたティアナが部屋へ向かって歩くと、正面から歩いてきた女性と目が合った。

　使用人の制服を着たリリアンだ。

　リストと恋人になってから、彼女と顔を会わせるのは初めてだった。

　ティアナはどうするべきか迷った。

　無視して横を通り過ぎるのも感じが悪いし、かといって、話しかける言葉も浮かばない。

　ティアナが躊躇っていると、リリアンは憎々しげにティアナを睨みつけた。

「あなたがリスト様の恋人だなんて、絶対に認めないんだから！」

　リリアンはそう吐き捨ててからフンッと鼻を鳴らし、早足でティアナの隣を抜けていった。

　リリアンの背を見送って、ティアナはなんとも言えない気持ちになる。

　リリアンにとってこの状況は、たいへん面白くないだろう。

　それは分かるのだけれど、今ティアナに文句を言うのは、リストの選択にケチをつけるのと同意だ。使用人としては、褒められた態度ではない。

（メリッサさんが大変そうだな）

　リリアンのような使用人はきっと他にもいるだろう。

　けれど、ティアナは今さら他の誰かにリストを譲るつもりはなかった。

　ならば、悪意も甘んじて受け入れるしかない。

（せめて、少しでもリスト様に相応しく見えるように、勉強頑張ろう）

　ティアナは気持ちを切り替えて、自室へと向かったのだった。







　リストはその日から、パナテナとオーティアの和議に向けて積極的に動いていた。

　ハオ族を筆頭に、パナテナに友好的なオーティアの部族に向けて文を出すと同時に、パナテナ王とも何度も書簡でやりとりをしている。

　リストが予想していた通り、ティアナとの結婚はパナテナ王に好意的に受け止められたようだ。

　それはオーティアでも同じで、ハオのイルモディがケラコスに嫁ぐならということで、和議に賛同してくれる部族も現れた。

　五年の休戦期間を経て、このあたりで国交を正常化したいという思いが両国にあったのだろう。

　開戦を避けるために各方面に説得に回っていた父の根回しもあって、会談を開こうという流れができつつあった。

　そんな中、ティアナは仕事中のリストの執務室に呼び出された。

「ティアナ。明日、私は和議の相談で王都に向かうことになったんだ。二、三日ほど屋敷を空けることになるけれど、大丈夫かな？」

「分かりました。私は一緒に行かなくて平気でしょうか」

「ああ。実を言うと、パルコ殿から連絡が届いていてね。近いうちに私に会いに来てくれるというのだけれど、タイミングによっては入れ違いになってしまいそうなんだ」

「では、リスト様不在時に兄様が来たら、相手をしておけばいいのですね」

「察しが良くて助かるよ」

　オーティアとの和議を実現させるため、リストはずっと忙しく働いている。

　ティアナに手伝えることは少ないので、少しでも彼の役に立てるのならば嬉しい。

　ティアナが快く引き受けると、リストはほっと息を吐いてから、少しだけ不安そうに顔を曇らせた。

「王と会談したあとは、すぐにケラコスに戻るようにするけれど……気をつけてね。このところ派手に動いているから、そろそろ和議のことをアバ族に勘付かれる頃合いだと思う」

　警戒の滲むリストの声に、ティアナも表情を引き締めた。

　アバ族の誰かと会ってボロを出すのが怖くて、ティアナはずっと屋敷に引きこもっていたのだ。

　アバ族やノルタが今何を考えているのか、ティアナには少しも分からない。

「街の巡回兵を増やしたし、密偵が動きにくいように対策はしてる。だけど、念のために君は私が戻るまでは、屋敷から出ないように」

「分かりました」

　リストの忠告に、ティアナは神妙に頷いた。

　順調にことが進んでいるときこそ、警戒を怠ってはいけない。

　最近は訓練もしていないので筋力が少し落ちている。

　リストが戻ったら、騎士団の訓練に混ざれないか相談してみよう。







　翌日、リストは早朝からサハリーに乗って王都へと駆けていった。

　リストのいない屋敷で、ティアナは少しだけソワソワしながら生活をする。

　部屋で大人しくパナテナについての勉強をしていると、ふと門のあたりが騒がしいことに気がついた。

　窓から様子を確認すると、屋敷の門の前に立派な馬車が停まっているのが見えた。

　以前、パナテナのご令嬢が屋敷へと押しかけたことを思い出して、ティアナの表情が曇る。

　いったい誰が来たのかとティアナが訝しんでいると、コンコンと部屋の扉がノックされた。

「ティアナ様、いらっしゃいますか？」

　珍しいことに、扉の外から聞こえて来たのは、リストの部下であるアルノーの声だった。

　ティアナが慌てて扉を開けると、困り切った顔のアルノーが申し訳なさそうにティアナを見つめている。

「アルノーさん、どうしたんですか？」

「それが……リスト様の母君が、あなたに会いたいと仰っておりまして」

　まったく予想もしていなかった人物の来訪に、ティアナはポカンと口を開けた。







　手早く身支度を終えたティアナは、リストの母が待つ客間へと向かった。

　リストの母はリコッタという名前らしい。

　療養のために普段は王都で生活していると聞いていたが、まさか、リストが王都に向かったタイミングで屋敷に来るとは思わなかった。

「リコッタ様は、私がハオのイルモディであることをご存知なんですか？」

　客間に向かう途中、アルノーに確認する。

　彼は申し訳なさそうな顔で首を縦に振った。

「はい。リスト様に止められていたのですが、私が伝えました」

　アルノーが独断で伝えたという言葉に、ティアナは驚く。

　彼はリストに忠実な男だと思っていたのだ。

「申し訳ありません。まさか、リスト様の不在時にあなたに会いにくるとは思いませんでした」

「い、いえ、それはいいんです。でも、どうしてリスト様の意思に反したんですか？」

　リコッタに会うことに対して、ティアナに抵抗はない。

　反対されるだろうと言われていたが、ティアナとしてはちゃんと会っておきたかった。

　それよりも、アルノーがリストの意思を無視したことの方が気になる。

「おふたりはずっとすれ違っておられます。リスト様は今はリコッタ様と会うことさえ拒絶しておられる。それがどうにももどかしくて、ティアナ様の存在が、関係改善の一助になればと。……出過ぎた真似をいたしました」

　リストとリコッタの関係が良くないのは、少し話を聞いただけのティアナにも分かった。

　だが、彼女が嫌うオーティア人であるティアナが首を突っ込んだところで、さらに関係が悪化するだけではないだろうか。

「私に何かできると思えませんが……とにかく、リコッタ様にお会いしてきます」

　ティアナが告げると、アルノーはよろしくお願いしますと言って、深々と頭を下げた。




　客間のソファーに座っていたのは、それはもう美しい女性だった。

　リストの母なのだからティアナよりも二十は年上だろうが、儚げな容姿は年齢を感じさせない。

　輝く金の髪や整った容姿はリストによく似ていて、彼女がリストの血縁だとひとめ見ただけで理解できた。

　ティアナが客間に入ると、彼女は感情の読めない瞳でティアナを一瞥した。

　ティアナは勉強した作法を思い出しながら、パナテナ式の礼をする。

「初めまして、リコッタ様。ティアナと申します」

「突然の訪問で驚かせましたね。リストの母です」

　なんとなく、出会い頭に罵られるようなイメージがあったのだが、リコッタは予想よりも丁寧な仕草でティアナに挨拶をした。

　けれども、決して友好的な声色ではなく、彼女の瞳の奥には嫌悪の色が滲んでいるように感じる。

「座ってちょうだい。少し、あなたと話がしたいの」

　彼女の言葉で、ティアナはリコッタの向かいに腰かける。

　その間も、リコッタはじっとティアナの様子を観察していた。

「ハオ族なのだと聞きましたが、そうは見えないのね」

「私の祖母はパナテナ人だったんです。私は、祖母に似ているみたいで」

「……そうなの。では、あのハオの族長にもパナテナの血が混ざっているのかしら」

　リコッタの言う通り、ティアナの父はパナテナ人とのハーフである。

　けれども父は祖父によく似ていて、いかにもハオ族らしい容姿をしていた。

「父をご存知なんですか？」

「直接見たわけではないわ。でも、五年前にあの人と戦っていた」

　あの人とは、きっと五年前に戦死したリストの父親のことだろう。

　壊滅寸前の部隊を逃がそうとして、最後まで奮闘していたと聞いた。

　直接打ち取ったのはハオ族ではないが、その戦いには父を含めたハオ族も参加していたのだ。

「正直に言って、私はオーティア人が憎いわ。私だけじゃない。パナテナにはオーティア人を憎んでいる人が多くいる。それは理解しているわよね？」

　ティアナは無言で頷いた。

　戦争とはそういうものだ。

　ティアナのことを、オーティア人だというだけで、憎い敵だと思う人も多いだろう。

「分かっているのなら、どうして図々しくリストに嫁ごうなんて思うの？　リストにとっても、あなたは恨むべき父親の仇なのよ」

「それでも……私がリスト様のお父様を殺したわけではありません」

「同じことよ。あなたはオーティア人なんだから」

　リコッタの気持ちは分かる。愛する人を失って、きっと、誰かを憎まずにはいられないのだ。

　それは分かるが、それでも、ティアナはその言葉を受け入れるわけにはいかなかった。

「──では、パナテナ人のリコッタ様は、私の母の仇ですね」

「え？」

　ティアナの言葉に、リコッタは驚いたように目を丸くする。

「私の母は五年前の戦争で戦死しています。パナテナ人に殺されました。酷い混戦で、母の亡骸は連れ帰ることができなかったと聞かされました。私の元に戻って来たのは、母の遺髪のひと房だけです」

　酷く悲しかった。それでも、泣くことは許されなかった。

　ティアナもまた、ハオの戦士でなければならなかったからだ。

　戦場で散るのは戦士の誉れ。ハオのイルモディであるティアナが、戦場で散った者のために泣いてはいけなかったのだ。

　だからティアナは戦争が嫌いだ。

　大事な者を沢山奪っていって、悲しみのやり場さえ見つからなくなる。

　リコッタは何かを言おうとして、言葉が見つからなかったのか、何も言えずに口を閉じた。

「大事な人を亡くしたのは、パナテナ人だけではありません。オーティアにだって、悲しい思いをしている人も、誰かに恨みを持っている人もいます」

「な、なら、なおさらリストと結婚するのはおかしいじゃない！　あなたもパナテナ人を恨んでいるのでしょう？」

　リコッタは悲鳴のような声を上げたが、ティアナはゆっくりと首を左右に振った。

「私は落ちこぼれではありますが、ハオの戦士ですから。勇敢に戦った戦士には、敵味方関係なく敬意を表します」

　勇気には敬意を、強さには賞賛を。それがハオ族の考え方だ。

　親を殺した相手であっても、それが戦場での出来事であれば相手を恨んではいけない。

　どれだけ悔しくても、悲しくても、恨んではいけないのだと教えられた。

「母を殺した敵を恨むなと教えられました。それでも、とても悲しくて、誰かを恨みたくなる気持ちを抑えられませんでした。だから私は戦争を恨みました」

　戦争さえ起きなければ、ティアナの母は死ぬことがなかった。

　母だけではない。多くのオーティア人があの戦いで命を失ったのだ。

　それなのに、また争いを繰り返そうとしている者が多くいる。

「リスト様はオーティアと和睦したいと言ってくれました。ケラコスの地を守ろうとしている、立派な人だと思います。私はパナテナ人であっても、リスト様のことを慕っております」

　ティアナはまっすぐにリコッタを見つめる。

　リコッタは戸惑うように視線を揺らした。

「リストのことを……愛しているというの？」

「はい」

　躊躇いなくティアナは頷いた。

　リコッタはふぅと小さく息を吐き出す。

「……そう。でも、あの子はどうなのかしら。リストはずっと、ケラコスのためになる相手を選ぶといって、婚約者さえ作らなかったの。私はそれでも構わなかったわ。幼いうちに婚約者を決めないのはアイトーン家の伝統のようなものだし、私の夫もそうだったから」

　きっと、仲のいい夫婦だったのだろう。

　夫のことを語るとき、リコッタの目は愛おしそうに和らいだ。

「私と夫は恋愛結婚だったの。特にケラコスの利となる縁談ではなかったけれど、婚約者を作らないからこそ、好きな相手を選べるのはアイトーン家の利点だと笑って、私を選んでくれたわ」

「……それなのに、リスト様にはお見合いを勧めていたんですか？」

　彼女はリストに次々と縁談を持ちかけていたと聞いた。

　しかも、リストの意志を無視してだ。

「あの子には、早く身を固めてもらいたかったのよ。パナテナとオーティアはずっと休戦中で、いつまた戦争が始まるか分からない状態よ。開戦すればあの子はケラコス領主として、軍を率いて戦うことになる。それが義務だからと、最も危険な場所に行くでしょうね。五年前もそうだったから」

　夫が死んでリコッタがショックを受ける中、リストはすぐさまアイトーン辺境伯の爵位を継いで、父の代わりに戦場へと立った。

　そこでリストはオーティアからも恐れられるような活躍を見せたわけだが、リコッタとしては、毎日気が気ではなかったのだ。

　夫に続き、息子まで死んでしまったら。

　その恐怖で夜も眠れず、アイトーン家に嫁いだことまで後悔したのだという。

「私はあの子が辺境伯なのが嫌だった。最初は他の人間にケラコスを譲れないかと考えたわ。けれど、ケラコスを他人に任せようと相談した私を、リストはとても怒ったの。あの子は自分がケラコスの領主であることに誇りを持っていて、自分のことよりもケラコスのことを一番に考えているのよ」

　そして、リコッタはリストに王都での療養を勧められた。

　ケラコスにいれば、リコッタはずっとオーティアとの戦争のことを意識し続けるという理由であったが、リコッタのことが邪魔になったリストに追い出されたのだと彼女は感じたらしい。

　リストの言葉に従って王都で生活していたが、それでもリコッタはケラコスにいるリストのことが常に心配だった。

「見合いを勧めたのは、妻がいればもう少し自分の身を大事にしてくれるのではないかと思ったからよ。あの子が昔親しくしていた相手を選んだつもりだったのだけど……見向きもされなかったわ」

　リコッタはそこまで言って、改めてティアナに向き直った。

「戦が起きなくなるなら、オーティアとの和睦は歓迎するわ。でも、それとリストの結婚は別よ。私はできればあの子には、ケラコスのためではなく、自分のための相手を選んで欲しいの」

　リコッタの言葉にティアナは首をかしげた。

　たしかに結果だけを見れば、リストは和議を実現するためにティアナを選んだように見える。

　でも実際は、ハオのイルモディだと名乗る前にリストに求婚されていたのだ。

　そこに政略的な意図はないはずだった。

「あの、誤解があるようですが、リスト様は和議のために私を選んだわけではないと思います」

　そう言って、ティアナは経緯を簡単に説明した。

　リストは当初、パナテナの平民であるティアナに好意を伝えたのだというと、リコッタは冷めた目でティアナを睨んだ。

「あなた、本当にそれを信じているの？　いつだってケラコスを一番に考えるあの子が、ただの平民に求婚するとでも？」

「え……？」

　ティアナが目を丸くすると、リコッタは同情するような視線を向けた。

「たまたま求婚した平民が、都合良くハオのイルモディだった。そんなことが本当に起ると思う？　おそらくあの子は最初からあなたの正体を知っていたのよ。今の状況ではあなたを娶るのが一番ケラコスのためになると判断して求婚していたのだと思うわ」

「そ、そんなこと……」

　そんなことがあるのだろうか。

　リストが初めからティアナの正体を知っていた？

　そんなはずないと否定したいが、たしかにそう考えれば、しっくりくることもある。

　リストは初めから、妙にティアナに積極的だった。

　馬好きな子が好きだからなんてことを言っていたが、ティアナの正体を知った上での行動だったと考えた方が納得がいく。

（初めから、全部、嘘だった？）

　ティアナのことを好きだと言ったのも、ティアナに優しくしていたのも。

　すべては、オーティアと和議を開くための布石だったのか。

　違うと叫びたいのに、リストならばありえるかもしれないと納得している自分もいた。

　リストは常に、辺境伯としての自分を演じている節がある。

　笑顔の仮面を被って、完璧に振る舞い、本音を滅多に見せない。

　ティアナにも、ずっと取り繕った笑顔を見せていたではないか。

（それに……そうだ、媚薬だ）

　あの媚薬の小瓶。毒が入っていたはずの瓶の中身は、なぜか媚薬に入れ替わっていた。

　入れ替えたのは誰だ？

　その結果、最も得をしたのは──。

「顔色が悪いわね。心当たりがあったのかしら」

　ティアナは何も言えなくなった。

　リストもティアナのことを好きでいてくれる。そう思っていたのに、それが覆された。

　ティアナは少し心を落ち着けようと、テーブルに置かれていたカップに口をつけた。

　少し冷めた紅茶は、妙に甘い味がした。

「もし、リスト様が私を騙していたとしても。それでも私は──」

　ティアナが言葉を紡ごうとした、その瞬間。

　ドォンッと、近くで何かが爆発するような音が聞こえた。

「きゃああ、な、何!?」

　突然の轟音に、リコッタが悲鳴を上げて立ち上がる。

　すぐさま、バタバタと誰かが部屋に駆けて来る音が聞こえた。

　バンッと荒い音を立てて、客室の扉が開く。

「ティアナ様、リコッタ様、御無事ですか!?」

　血相を変えて駆け込んできたのは、アルノーだった。

「アルノーさん、何が起きたんですか？」

「分かりません。ですが、屋敷の一部で爆発が起きました。すぐに避難を！」

　アルノーがそう言った瞬間、また別の場所で轟音が響いた。

　リコッタが悲鳴を上げる。彼女の顔色は異常なほどに青かった。

「オーティアだわ！　オーティアが攻めて来たのよっ！」

　リコッタはパニックを起こしたようで、悲鳴を上げながら取り乱す。

「リコッタ様、しっかり！　早く逃げないと！」

「いやぁぁぁぁっ、触らないで！」

　ティアナが触れようとすれば、彼女は怯えた様子でバシっとティアナの手を叩き落とした。

　爆発がオーティアのせいかは分からないが、彼女は五年前の恐怖を思い出しているのだろう。

　オーティア人であるティアナに、怯えているようだ。

「アルノーさん、リコッタ様を連れて行ってください」

「ティアナ様もです。早くお逃げにならないと！」

「私は先に外へ向かいます。オーティア人の私がいると、リコッタ様が落ち着かないみたいですので、別々に逃げた方がいいかと」

　今のリコッタは、とても落ち着いて逃げられる様子ではない。

　アルノーの視線が迷うように揺れる。

　ティアナをひとりで逃がすわけにはいかないと考えているのかもしれない。

「アルノーさんはリコッタ様を連れて玄関口へ。私は、使用人口から外に出ます」

「……分かりました。使用人口の近くにはメリッサがおります。可能なら、彼女と合流してください」

　アルノーの言葉にティアナは頷く。

　取り乱すリコッタが心配だったが、彼女はアルノーが上手く逃がしてくれるだろう。

　リコッタはまだ怯えながら取り乱し続けている。

　彼女を落ち着かせるためにも、早く逃げた方が良さそうだ。

　ティアナは客間を飛び出して、屋敷の廊下を走った。

　どうやら爆発があったのは、屋敷の裏手の庭のあたりらしい。

　廊下の窓からもくもくと煙が上がっているのが見えた。

（マルタナは無事かな）

　爆発の箇所は厩舎のあたりではなさそうだが、位置は近い。

　使用人口から逃げると言ったのは正解だった。

　可能なら、厩舎に寄ってマルタナを連れて逃げたい。

（ああもうっ、ドレス、走りにくいな）

　パナテナの生活に馴染むためにドレスを着ていたが、非常時には向いていない服だと実感する。

　長いスカートのせいか、どうにも動きづらく、いまいち身体に力が入らない。

　息が切れて、足にスカートが貼りつく。

　ようやく使用人口が見えたところで、足がもつれて盛大に転んでしまった。

（痛っ……もう、こんなときに何をしてるんだか！）

　急いで起き上がろうとして、ティアナは驚愕した。

　おかしなことに、足に少しも力が入らないのだ。

「え……どうして……？」

　足先の感覚がない。

　ピリピリと痺れたような感じがして、上手く力を込めることができなくなっている。

　身体に異常が起きている。こんなときに、いったいどうして。

　わぁっと、遠くで誰かが騒ぐ声が聞こえた。

　とにかく、このままここで倒れているわけにはいかない。

　足に力が入らないならと、ティアナはずるずると両手で廊下を這う。

　そんなティアナの背後から、誰かが近づいてくる気配がした。

　使用人服の裾が視界に入る。

（もしかして、メリッサさん？）

　助かったと思って顔を上げると、冷ややかにティアナを見下ろすリリアンと目が合った。

「良かった。ちゃんとお茶は飲んだみたいね」

「お茶？　お茶って……ぐっ！」

　問いかけると、言葉の途中で手の甲をリリアンにぐりぐりと踏み潰される。

　リリアンは何度もティアナの手を踏みながら、憎悪に満ちた目で睨みつけた。

「聞いたわよ。あなた、オーティア人なんですってね。パナテナ人だって嘘を吐いてリスト様に近づいたんでしょう？　許せないわ」

「痛っ……やめて、リリアン」

「気安く名前を呼ばないでよ、敵国の売女が」

　リリアンは最後に思い切りティアナの背を踏みつけると、ポケットからハンカチと小瓶を取り出した。

　小瓶の蓋を開けると、彼女はハンカチに中の液体を染みこませる。

「リリアン、その小瓶……！」

　リリアンが手に盛った小瓶は、ティアナが以前受け取った毒と同じ入れ物だった。

　アバ族が薬を扱うときに使用している小瓶である。

「ああ、これね。オーティア人に貰ったのよ。あなた、同じオーティア人にも嫌われているのね」

　リリアンはにやりと笑うと、液体の染みこんだハンカチをティアナの口へと押し当てた。

　ティアナは抵抗しようと首を捻るが、上手く力が入らず抗えない。

　甘い匂いが鼻を掠める。

　咄嗟に息を止めたが、やがて苦しくなって空気を吸い込んでしまった。

「あなたみたいな子が、リスト様の妻になれるわけないじゃない」

　薄れゆく意識の中で、憎々しげに呟くリリアンの声が聞こえた。







　ゆらゆらと、身体が揺れる気配で目が覚める。

　馴染んだ心地良い振動には覚えがある。

　どうやらティアナは今、馬上にいるらしい。

（私は……いったい何を……）

　ハッと目を開くと、眼前には森が広がっていた。

　どのくらい眠っていたのか、木々の間からは赤い夕日が差し込んでいる。

　身じろぎをしようとして、少しも手足に力が入らないことに驚いた。

「おはようございます、ティアナ。目が覚めましたか？」

　真後ろで囁かれて、ティアナは慌てて振り返った。

　ティアナの身体を支えるようにして、ノルタが手綱を握っている。

（……いったいどうしてノルタが）

　前後の記憶がまったくない。

　意識を失う前の記憶を辿って、ティアナはリリアンに怪しい薬を嗅がされたことを思い出した。

　あの小瓶は、アバ族のものだった。

　リリアンとアバ族が繋がっていたのか。もしそうなら、屋敷での爆発も？

「っ、離してください！」

　とにかくノルタから逃げなければと思うが、腕を持ち上げることすら満足にできなかった。

　舌や首は動かせるようだが、そこから下は痺れてしまって少しもいうことをきかない。

　森を進んでいるのはノルタひとりだけではない。

　ノルタの馬を取り囲むようにして、何人かのアバ族が森の中を移動していた。

「暴れない方が懸命ですよ。薬の効果でまだ身体は動かないと思いますが、万一、落ちてしまったら大変ですから」

　ノルタが背後からティアナの身体を抱きかかえた。

　お腹に回された手に、背筋がぞわりとする。

「薬の効果……リリアンが持っていた薬は、あなたが？」

「リリアン？　あぁ、アイトーン家の使用人ですか。ええ、そうですよ。上手く利用できそうでしたので、薬をあげました」

　やはりあの薬はアバ族のものだったらしい。

　ティアナを妬む気持ちを、ノルタに利用されたのだろう。

「心配しないでください。毒ではなく、身体の自由を奪う薬です。数時間で効果は抜けますし、後遺症が残るものではありませんから」

　ノルタの口ぶりからして、薬はティアナを狙って飲ませたようだ。

　そういえば、リコッタの前で飲んだ紅茶も微かに甘い味がしていた。

　あの紅茶にも、リリアンが薬を仕込んでいたのかもしれない。

「ここはどこなんでしょうか」

「ケラコス東の大森林ですね。アバ族の集落へ向かっているところです」

「アバ族の集落へ？　ケラコスは、屋敷はどうなったの？」

「屋敷に関してはご心配なく。屋敷と街にいくつか爆弾をしかけましたが、そう酷いことになってはいないと思います」

　なんということだ。

　屋敷だけではなく、街にも爆弾をしかけたと聞いてティアナは顔を青くした。

「ケラコスの街を攻撃したんですか？」

「攻撃というほどの規模ではありませんが。まぁ、少しだけ」

　せっかく和睦しようとしているときに、オーティアからの攻撃があるなんて。

　最悪な事態になったと、ティアナは顔を青くする。

「どうして、そんなことを……」

「どうして？　それは、あなたが一番理解しているのでは？」

　くすりとティアナの耳元であざ笑うような声がする。

　ノルタはハオ族が裏切っていることを、もう気づいているのだろう。

「ずいぶんと小賢しい真似をしてくださいますね。辺境伯の暗殺をするフリをしながら、彼に嫁いでオーティアとパナテナの和議を開こうとするなんて。……舐めてくれたものだ」

　ノルタの声は地を這うように冷ややかだった。

　しかし、彼が怒るのも無理はない。ハオ族はアバ族を騙していたのだから。

「ごめんなさい。でも、パナテナと開戦することに利があるとは思えません。五年前の戦争で、両国とも疲弊してます。他の部族だって、ほとんどが和睦に賛成しているんですよ」

　オーティア全体を見ると、和睦に賛成する部族の方が多くなっている。

　アバ族だけの力でパナテナと戦うのは不可能だ。

　たとえ開戦を訴えても、他の部族がついてこないだろう。

「ええ、そうですね。ハオの族長がずいぶんと動いていらしたようですし。今開戦するのは難しいということは認めましょう。ですが、和睦は認めませんよ」

　講和条約を結んでしまえば、次に開戦するのは今よりも難しくなる。

　今は開戦できなくとも、休戦状態を維持したいとアバ族は考えたのだろう。

「ハオ族はオーティアの戦力の要です。そのハオ族とケラコスの辺境伯が婚姻なんてすれば、両国の緊張が薄れてしまう。あなたに辺境伯に嫁がれるのは、困るんです」

「それで、私を連れ出したんですか？　もしかして、私を殺すつもりでしょうか」

　ティアナを殺してしまえば、リストと結婚はできなくなる。

　それが狙いかと思ったが、ノルタはまさかと首を横に振った。

「あなたを殺してしまったらハオ族が完全に敵に回ります。アバ族としては、それは困るのですよ。ハオ族とはこれからも友好的な関係でいたいのです」

「狙いが異なる時点で、協力するのは難しいと思うのですが」

「そうでしょうか？　情勢というのは刻一刻と変化していくものです。人は相手を信じるよりも、相手を憎む方が簡単なのですよ。今日我々がケラコスの街を襲撃したことで、ケラコスの住民はきっとオーティアに不信と憎しみを抱いたでしょう」

　ノルタの言葉は間違っていない。

　元々敵対していた両国だ。相手を憎む気持ちは簡単には消えない。

　ティアナに怯えたリコッタの姿を思い出す。

　リリアンだってティアナがオーティア人でなければ、害そうとまではしなかったかもしれない。

「……私をどうするつもりなんです？」

　殺すのが目的ではないという。

　では、ノルタはティアナをどうするつもりなのか。

「そうですね。ハオ族とアバ族の友好のために、私の妻になるというのはどうですか？」

「なっ……嫌です。そんなの、絶対にお断りです！」

　ティアナはノルタを睨みつける。

　けれども、ノルタは少しも動じた様子がない。

「つれない返事ですね。パナテナのように文化の異なる国に嫁ぐより、アバに嫁ぐ方がずっと生活しやすいと思うのですが」

「そうだとしても、私はリスト様以外に嫁ぐつもりはありません」

　リストのことが好きなのだ。

　たとえ、リストがティアナのことを騙していたのだとしても、ティアナはリストのことを好きになってしまった。

　他の男のところに嫁ぐなんて考えられない。

「ずいぶんと絆されたものですね。辺境伯は美しい顔をしていますから、ティアナのような初心な娘を篭絡するのは簡単だったことでしょう」

「顔で好きになったわけじゃありません」

「では、何が良かったんですか？　ああ、閨での行為が上手いとか」

　下品な推測をされて、ティアナはカッと顔を赤らめる。

「……その反応。辺境伯にはもう抱かれたんでしょうか。まあ、構いませんけど。もしあなたの胎に彼の子が宿っていても、私の子として大事に育ててあげましょう」

「っ、最低！　あなたの妻になんて絶対になりません！」

　もし身体が自由に動くなら、今すぐこの男を殴りつけていただろう。

　ティアナは苛立ちのまま怒鳴るが、身体は大人しくノルタに抱かれたままだった。

「残念ながら、あなたの自由を奪う方法なんていくらでもある。私は薬づくりが得意なんですよ。私から逃げられないように、毎日特製の薬を調合してさしあげます」

　まさか、ティアナを薬漬けにして、無理やり妻にするつもりだろうか。

　ティアナはぎょっとしたが、こうして薬によって身体を自由に動かせないでいるのだ。

　ノルタがその気になれば、ティアナを好きにすることも簡単なのかもしれない。

「アバ族はハオ族との関係が悪化するのを避けたいんですよね？　私を監禁したりしたら、関係は悪くなりますよ」

「そんなこと、あなたが自分の意志でアバにいると思わせればいいんです。ハオ族を騙す方法くらい、いくつか考えてありますよ。なあに。子ができて、諦めて私の妻になると認めたら、自由に外出くらいはさせてあげましょう」

　ノルタがするりとティアナの腹部を撫でる。

　子ができるような行為をノルタとするなんて冗談ではない。

　どうにか逃げなければと思うのに、手足がずっと痺れていて、身体が思うように動いてくれない。

（誰か……助けて。リスト様……）

　ティアナが心の中で、リストに助けを求めたそのときだった。

　ヒュンと風を切る音が聞こえる。

　どこからともなく飛んできた矢が、近くにいたアバ族の男が乗っていた馬の脚を掠めた。

「うわぁ！」

　足を射られた馬がヒイイインと嘶き、乗っていた男を振り落とす。

「な、なんだ!?」

「敵襲か!?」

　突然の攻撃に、男達が色めき立った。

　その間にも次々と矢が飛んできて、アバ族を攻撃していく。

「くっ、進路を変えろ！　敵は東方向にいます！　向こうの川向こうまで駆け抜けろ！」

　ノルタが声を張り上げて命令を出す。

　手綱を引き、馬の尻を蹴ってグンと速度を上げた。

　ティアナは一瞬振り落とされそうになったが、ノルタの腕によって抱き留められる。

　ノルタに向かって飛んできた矢を、彼は剣を抜いて叩き落とした。

「こんな森の中を、いったい誰が……」

　ノルタが忌々しそうに呟いた、そのときだった。

　木々の合間を縫って、一頭の立派な黒馬がノルタ達に駆け寄ってくる。

「ティアナ！」

　サハリーに乗ったリストが、ティアナの名前を呼んだ。

　ティアナは信じられない気持ちでリストを見つめる。

（どうしてリスト様がここに!?　王都に行ったはずなのに！）

　ノルタはこの森を大森林だと言った。

　王都とは逆方向にある、オーティアとの国境の森のはずだ。

　いや、理由なんてどうでもいい。とにかく、リストが助けにきてくれたのが嬉しかった。

「リスト様！」

　ティアナはリストの名前を叫んだ。

　そのまま彼の元へ身を乗り出したかったが、ノルタの腕がしっかりとティアナの身体を抱きかかえている。

「アイトーン辺境伯。まさか、ティアナを取り返しに来たんですか」

　ノルタが忌々しそうに顔を歪める。

　リストは器用に馬を駆って、ノルタへの距離をぐんぐん詰めていた。

「そこのお前！　よくもケラコスを攻撃し、私の妻を奪ってくれたな。ティアナを返してもらう！」

　リストの背には大型の弓が背負われている。

　彼は両足でサハリーの腹を挟み込むと、走る速度も落とさずにノルタへ向かって弓を引いた。

「ちっ！」

　ノルタは軽く舌打ちをして、飛んできた矢を剣で叩き落とす。

　リストはそのあと三度弓を放ったが、すべて叩き落とされてノルタには刺さらない。

　けれど、ノルタはリストほど馬を上手く扱えないのだろう。

　剣を振るうたびに馬の速度が落ちて、リストとの距離が縮まっていく。

　馬に慣れたティアナの目から見ても、リストの馬術は見事であった。

　障害物の多い森の中を矢を放ちながら走っているというのに、まるで平地を走っているかのように軽やかだ。

　ノルタも決して下手ではないが、ティアナを乗せた状態でリストに適うはずもない。

　ついにリストに追いつかれ、黒馬がノルタにピタリと並走した。

「ティアナを離せ！」

　リストは弓を背負い直すと、今度は腰の剣を抜いてノルタに切りかかる。

　鋭い気迫と剣筋だった。

　ノルタも自らの剣で応戦するが、騎乗での戦いには慣れていないのだろう。

　数度打ち合ったあと、あっさりと剣を弾かれてしまう。

「くっ！」

「次は首をもらう」

　リストの鋭い殺気がノルタを射抜く。

　もう逃げられないと悟ったのだろう。

　ノルタは少し逡巡したあと、ドンッと馬上のティアナの背を押した。

「っ、きゃああああ！」

　ティアナの身体が宙に投げ出される。

「ティアナ！」

　リストが悲鳴のようにティアナの名を呼んだ。

　ふわりと身体が浮き上がり、ティアナは死を覚悟してぎゅっと目を瞑る。

　ヒィィンと馬の嘶く声が聞こえて、次の瞬間、ティアナは硬い腕に抱き止められていた。

　恐る恐る目を開くと、馬から落ちるように地面に下りたリストが、ティアナの身体を受け止めてくれていた。

「痛たたた……ティアナ、無事かい？」

　リストの表情が苦痛に歪む。

　走行する馬から飛び降りるだけでも危険なのに、ティアナを受け止めたのだから、きっと身体のあちこちをぶつけてしまったのだろう。

「私は無事です。リスト様こそ大丈夫ですか？」

「大丈夫……と、言いたいところだけど、何本か骨、折れたかも」

　かなり痛いのだろう。リストの額にはじわりと脂汗が浮かんでいる。

　無理もない。騎乗した状態から飛び降りて、落馬したティアナを受け止めたのだ。

　神業のような身のこなしだったが、身体に負担がかかったに決まっている。

　リストは警戒するように前方を睨んだ。

　ティアナを馬から投げ捨てたノルタが、川を渡って森の奥へと逃げていく。

「この傷じゃあ、さすがに追えないな。あとは任せるしかないか」

「任せる？」

　いったい誰にと思ったところで、背後から複数の馬が走ってくる音が聞こえた。

　先頭で騎馬集団を率いる男は、ティアナの見知った人間だった。

　浅黒い肌に黒髪の男は、ティアナを見つけてホッとした顔をする。

「ティアナ、無事か!?」

「兄様!?　どうして兄様が？」

　馬を操るパルコを見て、ティアナは目を丸くする。

「詳しい話は辺境伯に聞いておけ。俺はノルタを追う！」

　パルコは馬の背を蹴って、ノルタのあとを追っていく。

　その後ろに続くのは、見知ったハオの人たちだった。

　ティアナがぽかんとしながらパルコを見送ると、サハリーが心配するように、リストに鼻先を擦りつけた。

「な、なんで兄様達がリスト様と一緒に？」

「色々あったんだよ。とりあえず、あとは彼らに任せて戻ろうか。立てる？」

　リストがのろのろと立ち上がり、掌をティアナに差し出す。

　けれど、ティアナはその手を掴むことができなかった。

「ご、ごめんなさい。妙な薬を盛られてしまって、身体が動かないんです」

　まだ薬の効果が抜けておらず、ティアナは自力で立つことができない。

　そうリストに伝えれば、彼はむっと眉を寄せた。

「酷いことをする。……身体に触れるよ」

　リストは断りを入れてから、ティアナの身体を抱きかかえてサハリーの上へと乗せた。

　瞬間、傷に響いたのかウッと小さく痛そうに呻く。

「リスト様、大丈夫ですか!?」

「……平気。あーくそ、いまいち格好がつかないな」

　リストは罰が悪そうに言うと、ティアナを支えるように黒馬に跨った。

　手綱を握ると、ノルタが逃げたのとは逆方向にゆっくりとサハリーを走らせる。

「あの、兄様はどうしてノルタさんを追いかけたのでしょうか。それに、リスト様はどうしてここに？　王都に向かったのでは？」

「ノルタ？　ああ、さっきのアバ族の男か」

　どうしてこの場にパルコがいて、ノルタを追いかけていったのか。

　そもそも、王都に向かったはずのリストがどうして助けにきてくれたのか。

　ティアナが気絶している間に何が起こったのか知りたくて、リストに説明を求める。

「王都には行こうとしたんだよ。でも、その途中でケラコスからの早馬がやってきてね。ケラコスに武装した集団が向かってるっていう報告が入って、急いで引き返したんだ」

「武装した集団？」

　アバ族のことだろうか。

　だが、アバの人たちは目立った武装はしていないように見えた。

「敵襲かと思って慌てたんだけどね。その武装した集団っていうのは、ハオ族を引き連れたパルコだったんだ。会いに来るとは聞いていたけれど、まさかそんな物々しい雰囲気でケラコスに来るとは思っていなかったから、本当に驚いたよ」

「それは……驚くでしょうね」

　ハオの人間は強面の者が多い。

　武装したハオ族の集団が近づいてきたら、ケラコスの人たちも敵襲かと緊張したことだろう。

「パルコはアバ族がケラコスの街で暴動を起こそうとしているという情報を掴んだらしい。それを阻止するために、ハオの戦士を率いてきたんだとか。ありがたい話なんだけど、武装したハオ族の戦士を街の中に入れるわけにもいかなくてね。問答しているうちに、街中から爆音が聞こえたんだ」

「もしかして、ハオ族が押しかけたことで、余計に混乱を招いたんじゃないですか？」

　ティアナはパルコが迷惑をかけたのではないかと不安になった。

　けれど、リストは首を左右にふる。

「いや、そうでもないよ。爆発が起きたあとは皆で現場に向かったんだ。住民は初めはハオ族が何かしたのではないかと怯えたのだけれど、彼らは積極的に救助や消火を手伝ってくれてね。いかにもオーティア人という風貌の男達が人助けをするものだから、結果的に、街を攻撃したのはオーティア人ではないんじゃないか、という認識になっていたよ」

　実際はアバ族が攻撃したわけだから、オーティア人の仕業なのだが。

　同じオーティア人のハオ族が救助に加わったことで、オーティアに対する敵意が高まり過ぎるのを防げたようだ。

「救助活動をしているうちに、屋敷から君がいなくなったという報告を受けてね。手引きした使用人を捕獲して、アバ族が大森林の方向へ逃げたことが分かったんだ」

　それで、パルコ達と共にノルタを追いかけたのだろう。

　ことのあらましが分かって、ティアナは納得した。

　しかし、パルコはノルタを捕らえてどうするつもりだろうか。

　リストに引き渡すのか、オーティア内で始末をつけるのか……。

「今回の件で、和睦は難しくなるでしょうか」

　アバ族が暴動を起こしたことで、オーティアに対する心証は悪化しただろう。

　和議の実現に向けて奔走していたが、パナテナ内で反対の声が増えるかもしれない。

「多少の反発はあるだろうけれど、そう酷いことにはならないんじゃないかな。被害を受けたケラコスの住民は、ハオ族に助けられたことで単純にオーティアを敵だと思いにくくなっているようだし。犯人の捕獲にも協力してくれているしね」

「それなら良かったんですけど」

　リストは和議に向けて奔走してきたのだ。その努力が無駄にならないで欲しい。

　和議の話はティアナが内情を打ち明けたことで進み始めたが、リストはおそらくティアナが正体を明かす前からオーティアとの和睦を狙っていたのだ。

　リコッタの話を思い出して、彼女は無事だっただろうかと不安になる。

「……リコッタ様はご無事でしたか？」

「え？　ああ、うん。母に怪我はなかったよ。ごめんね。私がいない間に、母が君を訪ねてきたんだろう？　酷いことを言われなかったかい？」

「酷いことは言われませんでした。けど……」

　ティアナはそこで言いよどむ。

　オーティア人だからとリコッタに恨まれたことよりも、リストのことが気になった。

　リストは初めから、ティアナの正体を知っていたのか。

　ティアナがハオのイルモディだから。オーティアとの関係改善のために、ティアナを娶ろうと思ったのか。

「リスト様は、初めから私がハオのイルモディだということを、知っていたんですか？」

　思い切って、ティアナは正面からリストに尋ねてみることにした。

　リストがハッと息を呑む。

　その反応だけで、それが事実だったのだと分かってしまった。

（そうか。そうだよね。……やっぱり、リスト様は知ってたんだ）

　そうでなければ、ただの使用人にあんな風に声をかけたりしないだろう。

「私を好きだって言ってくれたのは、嘘だったんですね」

「ティアナ、それは……」

　気まずそうにリストが身じろぎをして、言葉を詰まらせた。

　ふたりの間に沈黙が落ちる。

　サハリーが地面を踏みしめる音が、大きく響いた。

「すまない」

　少しして、返って来たのは謝罪の言葉だった。

（違うって、否定してくれないんだ）

　ぎゅうっと、胸の奥が握りつぶされるように痛んだ。

　悔しくて、寂しくて、ティアナは軽く唇を噛む。

「小瓶の毒を、媚薬に入れ替えたのもリスト様なんですか？」

「……そうだよ。君を確実に手に入れるために、私が仕組んだ」

　問い詰めると、リストはあっさりと認めた。

　やはりそうだったのかと、ティアナは息を吐く。

　悔しくて悲しい気持ちが、ぐるぐると胸の奥で渦巻いた。

「リスト様、最低です。媚薬と罪の意識を利用して、女性の純潔を奪うなんて」

「うっ……」

　ティアナが責めると、背中でぴくりとリストの身体が震える。

「好きでもない女性を口説いて、利用しようとするのも最低です」

　感情の赴くままに、ティアナはリストを罵る。

　本当に最低で、最悪だ。

　だって、ティアナはリストも自分を好きでいてくれるのだと信じていた。

　それなのに、それが全部嘘だったなんて。

「リスト様の馬鹿、嘘つき、女たらし、人でなし」

　ティアナは次々と罵るが、リストは少しも言い返そうとはしなかった。

　酷いことをしている自覚は、彼にもあったのかもしれない。

「リスト様なんて……」

　嫌いだと言おうとして、声が出なくなった。

　嫌いだと言ってしまえれば、こんなにも苦しくならないのに。

　騙されていたのだと分かっても、ティアナはリストが好きなのだ。

　ぎゅっと、リストの腕がティアナを包む。

　背後から抱きしめられて、ティアナは何だか泣きたくなった。

（こんなときに抱きしめるなんて、本当にズルイ人だ）

「ごめん。本当にすまない。反省してる」

　絞りだすような謝罪の声が、ティアナの耳を掠める。

「何度でも謝るから……頼むから、私を嫌いだとは言わないで欲しい」

　切なげな声で懇願されて、またしてもぎゅぅっと胸が締めつけられた。

　こんな風に請われたら、期待してしまうではないか。

「リスト様はズルイです。こんなこと……誰にでも言うんですか？」

　ハオのイルモディが、もしティアナではなかったら。

　リストはこうやって、その相手に愛を囁いていたのだろうか。

「違う。……いや、たしかに私は、自分の容姿を利用してきたところはある。情報を得るために、女性に気を持たせる素振りをしたことだって、ないとは言えない。君の正体を知ったときだって、利用してやろうと思って口説き始めたのは本当だ」

　ティアナに縋りつきながら話すリストの声は、微かに震えていた。

「だけど、いつからか、本気で君が欲しいと思い始めた。君の理想の男性像が私に当てはまらないと知ったときはイライラしたし、ハオに戻った君が屋敷に帰ってきてくれたときは、心から安心したんだ」

　それは、本当だろうか。

　リストの言葉に期待が膨らんでいく。

　また騙されているのではないかと疑念が過ったが、切なげに震える彼の声に嘘の色は見つからない。

「私は君が好きだ。私が辺境伯だからとか、君がハオのイルモディだからとか、そういうものを全部抜きにして、君という人を好きになったんだ。……どうか、今の私の気持ちを信じて欲しい」

　ぎゅうっと、ティアナを抱きしめる腕に力がこもる。

　リストの告白を聞いて、ティアナはゆっくりと肩の力を抜いて振り返る。

　眉をハの字にして、リストはなんとも情けない顔をしていた。

　少しも取り繕えていない彼の顔をみて、ティアナの唇が自然と綻ぶ。

「私、格好いいリスト様より、取り繕っていないリスト様の方が好きです」

　出会った当初、リストはずっと余裕のある笑みを浮かべていた。

　けれどティアナは、彼がサハリーに向けるような、自然な顔が見たいと思ったのだ。

「リスト様の言葉、信じますよ。だって今リスト様、すごく情けない顔をしてますから」

「……私は、そんな酷い顔をしている？」

　リストは恥ずかしそうに頬を赤らめて、ティアナから視線を逸らした。

「してました。綺麗な顔が台無しですね」

　もちろん、嘘である。たとえ情けない顔をしていても、リストの顔は綺麗なままだ。

　リストはむぅっと顔を顰めてから、再びティアナに視線を合わせて、安心したように息を吐く。

「まあ、それも仕方がないね。もし君に嫌われたらと思うと、気が気じゃないから」

「嫌いになりませんよ。そりゃあ、ショックは受けましたけど。……でも、騙していたのは私だって同じですから」

　リストに本当のことを話していなかったのは、ティアナだって同じだった。

　本当は、ティアナにリストを罵る資格なんてないのだ。

「リスト様が今、私を好きでいてくれるなら、それでいいです」

「ティアナ……ありがとう」

　背中から、トクトクと心地良い鼓動が聞こえる。

　リストはこうして、攫われたティアナを助けに来てくれたのだ。

　それなのに、リストが感謝を伝えている状況を奇妙に思った。

「こちらこそ。助けに来てくれてありがとうございます、リスト様」

　もしも、ノルタに捕らえられていたままだと思ったらぞっとする。

　他の男に抱かれるかもしれないとなったとき、ティアナは絶対にリストでなければ嫌だと思ったのだ。

　リストと出会えて良かった。

　彼と共にいられる喜びを噛み締めながら、ティアナはそっと彼に背を預けたのだった。








両国のこれから









　アバ族がケラコスを襲撃した事件から、半年が経過した。

　ノルタを捕らえたパルコは、父と共にアバ族の族長との話し合いを行った。

　他部族を巻き込んだ大がかりな話し合いの末にアバ族の説得に成功し、パナテナとの和睦に対して賛成の立場を取らせることができた。リストが講和条約の中に、大森林で採れた薬草をオーティアに優先的に販売するという項目を盛り込むことを提案してくれたからだ。大森林を得ることはできなくても、大森林の資源を優先的に購入することはできるようになる。

　アバ族の中でも特に過激派だったノルタが、今回の件でイルモディの身分を剥奪されて、パナテナに引き渡されることになったのも大きく影響しているのだろう。

　ノルタは今、ケラコス襲撃の主犯としてパナテナで収容されている。

　ケラコスを襲った犯人をハオ族が捕らえ、主犯としてパナテナ側に引き渡したことで、あの事件はオーティア連合国の総意ではなく、ノルタ個人の犯行という形で決着がついたのだ。

　両国間の関係は悪化することなく、リスト主導の下、着々と和議の準備が進められていった。







　そして明日、いよいよパナテナ、オーティア両国の和議が開かれる。

　和議は第三国であるトルーア王国で行われることになった。

　リストはパナテナ王国の代表としてトルーア王国に向かい、ティアナはオーティア連合国の代表のひとりである父のつき添いとして、トルーア王国へ旅立った。和議への参加は認められていないが、別の事情でティアナもトルーア王国へ向かう必要があったのだ。

　三カ月前からティアナはリストの屋敷を出て、ハオ族の集落へと戻っていた。

　正式にリストと婚約をしたティアナだったが、結婚前からリストの屋敷で生活するのは外聞が悪いということで、結婚まではリストと離れてハオで生活することになったのだ。

　離れてから手紙のやりとりはしていたが、リストにはずっと会えていない。

　トルーア王国でリストに再会できるのを、ティアナは楽しみにしていた。







「ティアナ、船酔いはしてないな？」

　潮風に晒された甲板に立ちながら、パルコが笑う。

　和議が開かれるトルーア王国は、オーティア南にある島国だ。

　ティアナは船に乗るのは初めてで、揺れる地面に四苦八苦していた。

「うん、大丈夫。ちょっと気持ち悪いけど、吐くほどじゃないよ」

「そりゃあ良かった。体調を崩さないよう注意しろよ。明日はお前が主役なんだからな」

　パルコの言葉に、ティアナはひくりと頬をひきつらせた。

　今回のトルーア行きだが、行われるのは和議だけではない。

　両国が講和条約を締結したあと、和睦の象徴として、ティアナとリストの結婚式が行われることになっているのだ。

　自分の婚姻が和議のために使われることは知っていたが、まさか、こんな風に象徴として他国で結婚式を開くことになるとは思わなかった。

　当然ながら式の規模は大きく、参加者だって国の偉い人間ばかりである。

　まったく面識のないトルーア王まで参加するというのだから、胃が痛いことこの上ない。

「ううう。挙式はパナテナ風に行われるんだよね。失敗したらどうしよう」

　ところどころにオーティアの習慣を取り入れているが、全体的な流れは馴染みのないパナテナ風の式となっている。何度も予習して手順を覚えてきたが、こんな大舞台で失敗したらと思うと、緊張で身体が硬くなってしまう。

「お前はどうにもそそっかしいからな。ドレスの裾を踏んで転ぶなよ？」

「やめてよ、言われたら本当にやっちゃいそう！」

　式の途中で無様に転ぶ自分を想像して、ティアナは震えた。

「まぁ、あくまで本題は午前中の和議だ。お前の結婚式はオマケみたいなもんだから、あまり構えず気楽にやれよ」

　そんなことを言われても、気楽になれるはずがない。

　リストに会えるのは楽しみだし、結婚できるのはとても嬉しいのだが、式の緊張からティアナは大きく息を吐いたのだった。







　その日の午後にトルーア王国に到着したが、ティアナはほとんどリストと会話することができなかった。

　リストは和議の準備で忙しく、ティアナも挙式の打ち合わせで目を回していたからだ。

　トルーア王との挨拶を済ませ、用意された宿で眠れば、翌朝はさっそく講和会議だ。

　会議にはティアナは出席しないが、ティアナの父と他の族長が出席を予定している。

　パナテナ側からも、リストをはじめ、国王や国の重要人物が出席する予定だ。

　事前に両国間で内容を詰めていたこともあり、講和条約はあっさりと結ばれたらしい。

　戻って来た父から話を聞いたところによると、両国の代表はいがみ合うこともなく、始終穏やかな空気で会議を終えることができたのだとか。

　五年という休戦期間があったことや、事前にリストがパナテナ、オーティア双方と綿密なやりとりを行っていたことが良かったのだろう。

　ティアナはその間、挙式の準備で忙しかった。

　丁寧に髪を結い上げ、化粧をして、美しい白のドレスを纏う。

　挙式は午後からである。リストは講和会議に出たあとに準備を始めなければならないため、式前にゆっくりと話す時間は取れなさそうだ。

　身支度を終えたあと、ティアナは控室で時間になるのを待っていた。

　先ほどまではパルコや父が来て色々と話をしていたが、両国の重要人物が揃う場は貴重らしく、社交のために出かけていった。

　こんな格好で出歩くわけにもいかず、ひとり大人しく時間を潰していると、コンコンと控室の扉がノックされる。

「はい、どなたですか？」

「……リコッタです」

　名前を聞いてティアナは驚いた。

　今日の式に参列するとは聞いていたが、彼女が式前に尋ねてくるとは思わなかったからだ。

　彼女とは、ケラコスの襲撃があった日に話したきりだった。

「どうぞ、入ってください」

　ティアナが声をかけると、彼女はおずおずと室内に入って来た。

　こんな式の直前になって、まだ反対されるのだろうか。

　リコッタが何を言うかと身構えていたら、彼女はまずティアナに向かって頭を下げた。

「ティアナさん、ごめんなさい」

「え？」

　いったい何に対して謝罪されたのか分からず、ティアナは目を丸くする。

「ケラコスが襲われた日、私は取り乱してあなたに怯えてしまったわ。そのせいで、あなたはひとりで使用人口へと向かって、攫われることになったのでしょう？」

「リコッタ様が悪いわけではありませんよ。近くで爆発が起きたんですから、怖くなってしまうのは仕方ありません」

　あの日ティアナが攫われたことに、リコッタは罪悪感を抱いていたらしい。

　けれど、ティアナを攫ったのはノルタだし、それを手引きしたのはリリアンだ。

　ノルタはパナテナで拘束されているし、リリアンだってリストによって処罰を受けた。

　リコッタが気に病む必要なんてないのだ。そうティアナは告げたが、リコッタの表情は晴れない。

「他にも謝罪したいことがあるの。リストが和議のためにあなたを選んだと言ったこと……あれは、間違っていたと訂正させて欲しいの」

「訂正……ですか？」

　訂正も何も、リコッタの指摘は当たっていた。

　彼女の予想通り、リストはティアナの正体を知って妻に望んだのだ。

「爆発があったあと、屋敷に戻ってきたリストと会ったの。あなたがいなくなったと知ったリストの取り乱しようは凄かったわ。あんなにも必死になっているあの子を見るのは初めてだった。ケラコスの領主として、あの場に残って指示を出すのが最良だと分かっていたはずなのに、あなたを取り戻すのだと自ら馬に乗って街を出ていったのよ」

　そのときのことを思い出してか、リコッタの口元に微かな笑みが浮かぶ。

「リストは何があってもケラコス領主としての責務を優先するのだと思っていたのだけど、違ったのね」

　リストがそんなにも必死になってくれていたことを知って、ティアナは温かい気持ちになる。

　頬を染めるティアナを見て、リコッタは複雑な笑みを見せた。

「正直、あの子がオーティア人と結婚することに、まだ抵抗を覚える気持ちもあるの。でも、今日オーティアと条約が結ばれて、両国間の戦争が完全に終結した。これでもうリストが戦争で死ぬことに怯えなくて済むのだと思うと、すっと心が楽になったのよ」

　沢山すれ違ってしまったが、リコッタはずっとリストを案じていたのだ。

　終戦を迎えたことで彼女の心労が軽くなったのであれば、良かったとティアナは思った。

　リコッタはじっとティアナの顔を見つめて、背筋を伸ばす。

「私が言っても今さらと思われるかもしれないけれど。ティアナさん。リストをよろしくお願いします。領地のために無茶をしがちなあの子を、どうか、守ってあげて欲しいの」

　そういって、リコッタはティアナに頭を下げた。

　オーティア人を憎んでいる彼女からこんなことを言われると思っておらず、ティアナは驚く。

　けれど、すぐさま気を取り直して、真剣な面持ちで頷いた。

「もちろんです。私では力足らずなこともあるかもしれませんが、精いっぱい、リスト様を幸せにできるよう頑張ります」

　トンッとティアナが胸を叩くと、リコッタは柔らかな笑みを浮かべた。

　その顔はとてもリストによく似ていて、ティアナは何だか温かい気持ちになったのだった。







　その後、ティアナがリストに会えたのは、挙式の直前になってからのことだった。

　朝から大きな会議を終えて疲れているだろうに、リストの装いは完璧だった。

　白のタキシードを纏ったリストはいつも以上に美しくて、会った瞬間、ティアナは思わず見惚れてしまった。

「ティアナ、綺麗だ。……今から君と結婚できるなんて、私は本当に幸せ者だな」

　ティアナが言おうとしていた台詞を先に言われてしまい、ティアナは慌てて口を開く。

「私よりも、リスト様の方が何倍も素敵ですよ」

「そんなことはないよ。今日の君は本当に綺麗だ。誰にも見せたくないくらい」

　リストは人を褒めるのが上手い。嘘もお世辞もスラスラと言えてしまう。

　本心からそう思っているのかと一瞬疑うが、幸せそうなリストの表情を見て疑念を消した。

　リストがこの結婚を喜んでくれているのは、間違いないだろう。

「リスト様、今日はお疲れ様でした。無事に会議が終わってくれて、私も嬉しいです」

　ティアナはこの日のために、リストがどれだけ奔走していたかを知っている。

　無事に和議が終わって一番安心しているのは、きっと彼だろう。

「まったくだよ。どれだけ今日が待ち遠しかったか」

　リストは大きく安堵の息を吐いて、にやりと笑みを作って見せた。

「君との結婚式が和議のあとだって決まってから、一日も早く講和条約が結べるよう努力したからね。無事にこの日を迎えられて、すごく安心してる」

「え、そっちですか？　ケラコスのために頑張っていたのでは？」

「もちろん、ケラコスのためでもあるよ。でも、あんなに頑張ったのは、半分以上は自分のため」

　早くティアナと結婚したかったのだと言われて、鼓動が速くなる。

　会えなくなって寂しく思っていたのは、ティアナだけではなかったのだ。

「こ、こんな式の直前で口説かないでください。ただでさえ、緊張してるのに」

　ティアナは顔を赤くしながら、照れ隠しでリストを睨む。

「緊張してるの？」

「してますよ。だって、まさか結婚式がこんな規模になるなんて思わなかったんです」

　オーティアの結婚式は、基本的に身内だけで行われる。

　リストはパナテナの貴族だし、オーティアよりも派手になりそうだと思ってはいたが、和睦の象徴として、両国の代表に見守られながらの式になるとは予想もしていなかった。

「リスト様もご存知の通り、私はこういう緊張に弱いんですよ。もし、式の途中で転んでしまったらと思うと本当に怖くて」

　過去にそれで何度も失敗してきているのだ。

　こんな大きな舞台で失敗したらどうしようと、考えれば考えるほど、身体が硬くなってしまう。

「大丈夫だよ。もしティアナが転びそうになったら私が支えてあげるし、他の失敗をしたって、上手くフォローしてあげる。だから、ティアナは好きなだけ失敗すればいい」

　リストはそういって、軽く片目を瞑って見せた。

「それでも不安なら、抱きかかえて歩いてあげようか？」

　ニヤリとリストが口を歪める。

　お願いしたら本当に、ティアナを横抱きにしたまま式を行いそうだ。

　余裕たっぷりのリストを見ていたら、何だか肩の力が抜けて来た。

「大丈夫です。リスト様が側にいてくれると思ったら、上手くやれそうな気がしてきました」

　もし失敗したとしても、彼がいてくれるならどうにかなる。

　その信頼が、ティアナの心を軽くしてくれた。

「そろそろ時間かな。それじゃあ、行こうか」

　そっとリストがティアナに手を差し出した。

　ティアナはゆっくりと彼の手を取る。

　大聖堂の扉が開き、ステンドグラス越しの優しい光が、ふたりの未来を祝福するかのようにキラキラと降り注いだ。







　ティアナとリストの結婚式は、大きなトラブルもなく無事に終わった。

　式を終えたあと、ティアナはパルコ達と別れて、リストと共にケラコスへ戻ることになっている。

　けれどその前に、旅行もかねて二日ほどゆっくりとトルーアに滞在する予定だった。

　トルーア王国は小さな島国で、その資源のほとんどを観光で賄っている。

　島内には富裕層向けの宿が多くあり、中には小さな屋敷を一棟まるごと貸し出してくれるような宿もあった。

　リストが泊っているのもそういった宿のひとつで、挙式を終えたティアナはパルコ達と別れ、リストと共に移動した。

「さすがトルーア。昨日、父様たちと泊った宿も素敵だったんですが、ここは格別ですね」

　バルコニーへと通じる窓からは、透き通るような海が見える。

　ハオの草原も美しいが、この海はまた格別だった。

　沈みかけた夕日に照らされたエメラルドグリーンの海と、輝く砂浜の対比がなんともいえない風情がある。

　規則正しい波音に耳を澄ましていると、背後からぎゅっと抱きしめられた。

「この窓から見える砂浜は、砂じゃなくて細かい貝殻なんだって。だから白くて、キラキラと光って見えるらしいよ」

　砂浜の説明をしながら、リストがティアナの耳に唇を寄せる。

　すぐ間近に彼の体温を感じて、鼓動がドクドクと速くなった。

「そ、そうなんですね。本当に綺麗」

「私の目には、トルーアの海よりも君の方が綺麗に見えるけどね」

　そう囁くリストの目は、景色ではなくティアナを見つめていた。

　式場から直接宿へと戻ったので、ティアナもリストも挙式のときのままの服装である。

「リスト様。もう妻になったんですから、私を口説く必要はないんですよ？」

「知ってる。だからこれは、口説いてるんじゃなくて、思ったことを口にしてるだけ」

　ティアナの視線が、海からリストへと移動した。

　海の色にも負けない碧の瞳が、幸せそうにティアナを見つめている。

「綺麗だ」

　吸い込まれるように、唇が重なった。

　リストがぎゅっと強くティアナの身体を抱き込む。

　こうして抱きしめられるのは、ずいぶんと久しぶりだった。

　長い口づけのあと、リストの唇が肩口へと移動する。

　うなじに吸いつかれて、ピクリと身体を震わせた。

　腰を抱き寄せる手が不埒な動きを始めて、ティアナは少し戸惑った。

「リ、リスト様。初夜には少し早い時間なのでは……」

　リストの妻になったのだし、ティアナに抵抗するつもりはない。

　けれども、時刻はまだ夕方だ。

　もしかしたら、すぐにも使用人が食事の準備ができたと呼びに来るかもしれない。

「大丈夫だよ。しばらく部屋には近づくなと申しつけてあるから」

　ティアナの腰元に手を這わせながら、リストはフッと口元を歪めた。

「もしかして、最初からそのつもりでした？」

「仕方がないよ。君がハオに戻ってからずっと我慢してたんだ。それなのに、こんな綺麗な姿を見せられたら、抑えられるはずがない」

「あっ……」

　開いた肩口にキスをしながら、リストはドレスの紐を解いていく。

　ずるりとドレスを引き下げられて、ティアナの豊かな胸がまろび出た。

　リストは式典用の白い手袋を口を使って引き抜くと、背後からティアナの胸に手を這わせる。

「あっ……んっ」

「脱がせるのは勿体ない気もするけど、花嫁のドレスを脱がすのは夫の特権だよね」

　片手でティアナの胸をもてあそびながら、もう片方の手でリストはするするとティアナのドレスを脱がせていく。

　重たいドレスが、パサリと床に落ちた。

　残ったコルセットや下着まで、リストは器用に取り去ってしまう。

　あっという間に一糸纏わぬ姿にされて、ティアナはカァッと赤くなった。

「リ、リスト様。するなら、せめてベッドに移動しましょう」

　海を眺めていたから、ティアナ達はまだバルコニーの前にいるのだ。

　浜辺は無人だったが、もしそこを通る人がいれば、不埒な格好を見られてしまいかねない。

「心配しなくても、この浜辺は私有地だから。許可なく入る人間はいないよ」

　ティアナは移動を提案したが、リストは窓辺から移動することなく愛撫を始めた。

　肩口に何度もキスをしながら、片側の手で胸を揉みしだき、もう片側の手で太ももを撫でる。

　バルコニーの窓にティアナの身体を押しつけるようにして触れるものだから、もしも浜辺に人が現れたら、痴態がすべて見えてしまう。

「せっかくだから君は、美しい景色を眺めているといい」

　リストの唇が首筋を舐める。

　くりっと胸の先端を摘ままれて、ティアナはびくんと身体を跳ねさせた。

　こんな状況で、景色など楽しめるはずがない。

「あっ、んっ、リスト様！　駄目です、ここ……恥ずかしい……」

　誰も通らないと言われても、もしもを想像してしまって落ち着かない。

「もう日が落ちるよ。暗くなれば、私たちが何をしてるかなんて誰にも分からない」

　リストの言葉通り、夕日はいつの間にかすっかり海の中へと落ちて、最後の名残りとばかりに空を紫色に染めていた。

　空の色は刻一刻と変化して、次第に闇にのまれていき、外の景色が見えなくなる。

　けれども夕日の明かりが消えた途端、今度は部屋の明かりがベランダの窓に反射して、ガラスにくっきりとティアナの姿が浮かび上がった。

「ひゃっ……」

　あられもない自分の姿が窓に反射して、その卑猥さにティアナは小さく悲鳴を上げた。

　体格に比べて大きな胸は、リストの手によってぐにぐにともてあそばれている。

　ふたつの膨らみの中心は、彼の愛撫を求めるかのように赤く染まってピンと立ち上がっていた。

　ティアナの視線に気づいたのか、リストの指が先端の蕾に移動して、ぐりぐりとそこをいじりだす。

　ジンと甘い痺れが広がって、ティアナは身体を捩らせた。

「あんっ、あっ、リスト様、ダメぇ、あっ！」

「ダメ？　こんなにも、気持ち良さそうな顔をしているのに？」

　リストに指摘されて、ガラスに映った自分と目が合う。

　熱に潤んだティアナの目は、もっと欲しいと媚びているようだ。

　自分がこんな顔でリストを求めているのだと分からされて、恥ずかしくてたまらない。

　ティアナは生まれたままの姿で、ぐずぐずに解かされているというのに、窓ガラスに映るリストの姿は寸分の乱れもないタキシードのままだった。

「んっ、やっ……リスト様も、脱いでください……」

　自分だけが乱されているという状況が嫌で、リストにも衣服を脱ぐように求める。

「なら、ティアナが脱がせてよ」

　フッとリストが笑って、ティアナの身体を反転させた。

　男性の服を脱がした経験はないが、言われるままにティアナは彼の衣服に手をかける。

　タキシードを脱がして、タイを引き抜く。けれど、シャツのボタンを外し始めたところで、リストの手が不埒な動きを再開した。

「ひゃっ、あっ、リスト様、そこは……」

　リストの手がティアナの内ももを撫でる。

　秘所からあふれた雫をすくって割れ目に擦りつけられると、ティアナの手から力が抜けた。

「ほら、手が止まってる。ちゃんとボタンも外して」

　くちゅくちゅと音を鳴らしながら、リストの手がティアナの割れ目を往復する。

　せりあがって来る快楽に耐えながら、ティアナは震える手で彼のシャツのボタンを外した。

　何度か失敗しながらもボタンをすべて外しきったタイミングで、リストの指が蜜口へと入り込んでくる。

「あっ、んんぅ、ひゃぁ……あっ」

　リストの節くれだった長い指が、ティアナの柔壁を解し始めた。

　腰を砕くような快楽に、身体の力が抜けていく。

　膝がガクガクと震え始めたころ、リストはティアナの腰を掴んで、再び身体を反転させる。

「そのまま、ガラスに手をついて」

　背後でリストが残りの服を脱ぐ気配がする。

　言われるままにガラスに手をつくと、蜜口を割って硬い質量がティアナの中に入り込んできた。

「あっ、ひぃんっ、ああああ……っ！」

　立ったまま背後から貫かれて、ティアナは情けない声を上げる。

　羞恥を煽る体勢だというのに、久しぶりの交わりに、心が喜んでいるのが分かった。

「っ、はぁ、ティアナ……」

　リストが切なげに名を呼びながら、ティアナの中を何度も穿つ。

　深く奥を突かれるたびに、甘い痺れが身体を満たした。

　背後からの交わりは、顔が見られないのが少し不安だ。

　身体が崩れてしまわないように、ぎゅっと手に力を入れると、窓ガラス越しにリストと視線がぶつかった。

　背後からティアナを貪る彼の目は獰猛で、ティアナのすべてを喰らいつくしたいと訴えている。

（このまま、リスト様に食べられたい）

　そんな風に思った瞬間、リストの動きが速まった。

　ティアナの腰を掴んで引き寄せ、思うままに蹂躙していく。

　ずっとティアナを求めていたのだと伝わってくるような、激しい抽挿。

　少し乱暴なくらいの交わりなのに、リストに求められる感覚が心地良くて、ティアナの背がぞくぞくとした。

「はっ、あんっ、あっ、はぁ、リスト様っ、ああっ」

　リストの行為に応えようと、ティアナは必死で身体を支える。

　けれど、何度も深く腰を穿たれると、あまりの心地良さに膝がガクガクと震えてしまった。

　上手く立っていられなくなり、膝をつきそうなほどに体勢が崩れたところで、ティアナは背後から身体を抱きかかえられる。

　リストはティアナを抱き上げると、近くにあったベッドの上に横たえた。

　そのまますかさずティアナの上に覆いかぶさって、深く激しい口づけをする。

「ティアナ、愛してる」

　口づけの合間に愛を囁き、リストはティアナの両足を大きく割り開く。

　荒々しく猛ったままの屹立をねじこみながら、リストは再びティアナの唇を塞いだ。

　ぴたりと隙間なく身体が重なり、心の奥までリストによって満たされていく。

　あふれる愛しさのまま、ティアナも懸命に舌を動かしてリストの身体を貪った。

　深く絡まり合ったまま、リストが己の腰を打ちつける。

　余裕など少しも感じられない、初めから切羽詰まった激しい動きだった。

「ティアナ、ティアナ」

「っ、あんっ、リスト様っ」

　何度も唇を求め合って、その合間に互いの名前を呼ぶ。

　リストの動きは荒々しく、ティアナの身体を壊さんばかりの激しさだ。

　加減の一切ない抽挿に、けれどもティアナの心は満たされていた。

　このまま滅茶苦茶にされて、壊れる程に抱いて欲しい。

　リストのすべてを受け止めようと、ティアナは彼の背に腕を回す。

　互いの荒々しい吐息がひとつに重なった。

「愛してる」

　愛を告げたのは、もはやどちらか分からなかった。

　互いの境界がなくなるほど求め合い、深く、深く、交わる。

　この甘く満ち足りた時間が永遠に続けばいいと願ったが、高まった身体は限界へと向かっていく。

　ならばせめて同時に果てたいと、ティアナはリストを抱く腕に力を込めた。

　それだけで、リストはティアナの意図を読み取ったのだろう。

　穿つ速度をいっきに速め、あふれる愛をティアナの最奥へと叩き込む。

　ハッハッと激しい息を吐き出しながら、リストがティアナの中で果てた。

　どろりとふたりの境界が解けて、ひとつに混じり合う。

　頭の奥が白く染まって、互いに絡まりながら幸福の果てへと落ちていく。

　ぎゅっと強く身体を抱かれる感覚で、ティアナは己を取り戻した。

　愛しく幸せな余韻のまま、すぐ近くにあるリストの碧い目を見つめる。

　ティアナの姿を映した瞳が、幸せそうに細められた。

「君に出会えて良かった。君がハオのイルモディでいてくれて、良かった」

　リストの言葉を聞いて、ティアナはなんだが胸がいっぱいになった。

　ティアナはずっと、ハオ族の落ちこぼれだった。

　失敗ばかりで、度胸がなくて、全然イルモディらしくない。

　どうして自分がイルモディとして生まれてきてしまったのだろうと、何度も嘆いた。

　けれど、今分かった。

　ティアナがハオのイルモディだった理由は、きっとリストに出会うためだったのだ。

　それからふたりは、食事をとることも忘れて夜が更けるまで交わり合った。







　広々とした草原を、二頭の馬が駆けている。

　体躯の立派な黒い牡馬と、白い毛並みが美しい牝馬だ。

　いきいきとした表情で馬を駆るのは、人形のように美しい金の髪の男と、溌剌とした黒髪の小柄な女性だった。

　ふたりは見事な馬術で馬を操り、ぐんぐんと草原を駆け抜けていく。

「やはり君の馬術はすごいな、ティアナ。サハリーの走りにここまでついてくるなんて」

「マルタナがいい馬なんですよ。でも、リスト様もさすがですね」

　パナテナとオーティアが和睦してから半年。

　二国間の戦争が終わったことで、ケラコスの軍備が縮小されて、リストの仕事に少し余裕が生まれた。

　その休暇を使って、ティアナとリストはハオの草原まで遠駆けに来ていたのだ。

「この草原は素晴らしいな。風が気持ちいいし、どこまでも走り続けたくなる」

　草原を駆け抜ける爽やかな風を感じながら、リストは柔らかな笑みをこぼした。

　その笑みを見て、ティアナの表情も思わず綻ぶ。

「リスト様なら気に入ってくれると思いました」

　ハオの草原を、こうしてリストと共に駆けてみたかったのだ。

　馬が好きなリストならきっと気に入ると思っていたのだが、予想通りだ。

「幼い頃は嫌なことがあると、逃げるように草原を駆けていたんです」

　イルモディとして上手くできない自分に嫌気がさしたとき。

　母が死んでしまって、どうしようもなく悲しくなったとき。

　ティアナはいつも、愛馬に乗って草原を走っていた。

　馬と共に雄大な自然を感じれば、自分の悩みが小さなものだと思えた。

「私はずっと、イルモディを辞めたかったんです。自分はハオの戦士に向いてないって思っていて、パナテナに生まれたら良かったのにと思ったこともありました」

「そうだったんだ。それじゃあ君は、夢を叶えたことになるのかな」

　リストの妻になった今のティアナは、パナテナに籍を置いている。

　リストと結婚したことでイルモディの資格も失った。

　ハオのイルモディは今、パルコひとりだけだ。

「そうですね。でも、今になってみると、ハオ族に生まれて良かったなって思うんです」

　ハオに生まれたからこそ、リストに出会うことができた。

　イルモディという立場だったからこそ、リストがティアナに興味を持ってくれたのだ。

　ティアナがもしもパナテナの平民だったら、きっとリストと結ばれることはなかっただろう。

「なら私も、君がハオのイルモディだったことに感謝すべきだな」

　ケラコスのために生きて来たリストは、きっとハオのイルモディが別の女性であったとしても、娶ろうと画策しただろう。

　けれどもティアナでなければ、こんなにも幸せを感じることはできなかったに違いない。

「もう少し遠くまで駆けてみようか。ハオの集落が見えて来るかも。突然押しかけたら、驚かれるかな？」

「リスト様なら、きっと歓迎されますよ」

　ふたりは幸せそうに笑って、鐙を踏みしめる。

　爽やかな一陣の風が、どこまでも広い草原を駆け抜けていった。








ワケあり暗殺者なのに、ターゲットの辺境伯に口説かれてます！　※罠でした
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